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　ワヤン遣つかいは影に寄り添そって生きている。

「──光がなければ影が生まれない。それがこの世の理ことわり」

　バリにあるワヤン・クリ（影絵芝しば居い）のための会場で、ひとりのワヤン遣いが独どく白はくを漏もらす。

　ワヤン・クリ──バリに伝わる伝統芸能のひとつだ。

　人形を遣い、影絵にして物語る。

「ランダのいるところにバロンが現れ、ランダの怒いかりをバロンが収める。それもこの世の理」

　語るワヤン遣いは細長い手足を持つ青年だ。

　ひょろりとした彼の姿は薄うす闇やみに紛まぎれ、胸元まで引き上げて巻きつけた布地の銀ぎん刺し繡しゆうが、ちらちらと光を零こぼす。

　ワヤン遣いの青年は、観客のいない無人の会場で、並べられた人形たちを一体ずつ撫なでながら、語りかける。

　美しい青年だ。

　ミルクココアのような肌はだは滑なめらかで、思わず触ふれたくなるほど瑞みず々みずしい。濃こい茶色の瞳ひとみ。高くとおった鼻び梁りよう。草木の精せい霊れいのような佇たたずまいの中で、肉厚の唇くちびるだけが、動物的なエネルギーを留とどめている。

　その唇が、無人の薄闇に向かい、言葉をつむぐ。

「なのにどうしたことだろう。ランダがバリからいなくなってしまった」

　子こ鹿じかのような茶色く美しい目に水の膜まくが張り、涙が一筋流れ落ちた。

　ワヤン・クリのときには、白いスクリーンの裏手から光を灯ともして、ワヤン遣いはたったひとりですべての人形を操あやつり、人形たちの台詞せりふをあてる。

　人形たちにとって、ワヤン遣いは神のようなものだ。彼は人形になりかわって台詞を語り、彼の導きに応じて人形の身振りが定められる。

　極ごく彩さい色しきに彩いろどられた彼の人形たちは、今、しんと静まり返って、彼の言葉に耳を傾かたむけていた。

　ランダという女神は冥めい界かいを司つかさどる。悪神と恐おそれられるが、母性の神ランダは、子どもたちや虐しいたげられている弱者を愛する一面も持っている。

　絶対悪ではないのだ。ランダ女神はどこかで現実の人間に近しい。芯しんの部分には慈いつくしみを含ふくみながらも、荒ぶる魂たましいを持てあまし、抑おさえきれずに爆ばく発はつし、すべてを破は壊かいしていく。

「私にはわかる。ランダがいなくなった。死し霊りようの番をするランダ女神の不在に慌あわてて、あちこちから死霊たちが溢あふれはじめている」

　青年の長く伸ばした爪つめは金に彩色され、すべての指に金の輪がはめられている。その輪には細い糸が結ばれ、糸の先は人形へとつながっている。

　神や魔ま物ものは、バリの島では日常の中に当たり前にいるものだった。

　冥界や呪じゆ術じゆつはそこにあって当然のものだ。昔からそういうものだった。

　死者の声が聞けるのも、青年にとっては普通のことだ。周囲の人たちも、青年がワヤン遣いであり、ランダ女神と死霊たちの声を聞いて過ごしていることを知っている。

「生者も、死者も、混乱している」

　人形たちに背を向け、青年は洋燈ランプに火を灯ともす。

　オレンジの火が弾はじけて瞬またたき、スクリーンに青年の影が揺ゆらめいて映うつし出された。

「私のワヤン・クリはランダ女神に奉ほう納のうされる舞ぶ台たいだ。生者たちだけではなく、死霊も私の舞台を見て宥なだめられ、冥界へとまた戻もどっていくのを感じていたのに──私の舞台の観客は、いまや、生者より死者のほうが多い」

　冷たい手に首筋を撫でられたような悪お寒かんが走り抜け、青年は小さく身を震ふるわせる。

　死霊たちが青年の声に同意し、存在を明かしたのだ。ここにいるよと青年に触れ、ランダ女神はどこに行ったのかと青年に問いかけている。

「どこにいるのか──それは、わかっているんだ。東の島国。バリと同じに、複数の神々が存在する国に行ってしまった。でも、どうして行ってしまったのか。私たちの信しん仰こうが足りなかったせいか？　供く物もつが足りなかったのか？」

　再びスクリーンへと視線を戻す。

「女神が去ってから島の秩ちつ序じよは失われた。影すらも──身勝手に踊おどりはじめている」

　スクリーンの手前に整列している人形の影と、青年の影とが重なって揺れている。

　白いスクリーンが張られているのは円形の会場の中央だ。

　今は人のいないこの会場だが、ワヤン・クリがはじまれば音楽を流すための楽団や観客たちで溢れ返る。

　他の国の影絵芝居とは違い、ワヤン・クリの舞台はスクリーンが中央に設置されているため、表からも、裏からも眺ながめることができる。

　表から見えるのは、白と黒との影絵芝居。

　しかし裏に回ると、鮮あざやかな色で彩られた人形たちが、活き活きと動き回っているのを確認できる。

　ワヤン・クリでは、裏の世界こそが真実なのだ。

　舞台裏は、極彩色の世界である天界につながり、表とされる側は色の抜けた影絵の白と黒の世界。現実の世界は影でしかないのだと、ワヤン遣いは承知している。

　現実ではない、裏側にある世界こそが真実であり、天界なのだ。天界にはすべての美と豊ほう饒じようが集められている。

　天界と鏡映しで冥界があり──冥界もまた極彩色の華か麗れいなる光景を育はぐくんでいる。

　天界と冥界の狭はざ間まで、光によって映し出された影でしかないのがこの現実。うら寂さびしい現実世界で、人はいつか、天界か冥界かのどちらかに足を踏ふみ出すまで、つかの間のひとときを過ごしている。

「ランダだけではなく、バロン神もまた、いなくなってしまった。神がいなくなったこの地でワヤン・クリを演じ続けて、なんになるのか」

　途と方ほうに暮れたように、青年はぼんやりと言葉を吐き出す。

　バロン神はランダ女神と対ついになっている。

　神についての物語ではいつでも、暴れるランダを取り押さえ、現世から冥界へと封ふうじこめるために善神のバロンとその部下たちが活かつ躍やくする。

　ランダがいるからこそバロンがいる。

　ランダが暴れなければバロンは現世へは介かい入にゆうしない。

「神をこの島に連れ戻さなくてはならない。神が不在の世界では、光も影もない。誰だれもできないというのなら、私が──」

　私こそが神を連れ戻しに行かなくてはと、己おのれに言い聞かせるようにしてささやく。

　青年の言葉にうなずくように、人形たちの影が一いつ斉せいに揺れた。
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　新東京は眠らない。深夜になってもビルディングの窓には煌こう々こうと明かりが灯ともり、飛行車エアカーが宙を飛び交かい、人が笑いながら歩いている。

　西暦二〇一一年──煌こう文ぶん二十一年、秋。

　空へと伸び上がるように高く積み上げられた高層都市群「新東京」は、空くう洞どう化かしたスラム都市の「旧東京」を硬かたい種子として懐ふところに内ない包ほうし、ゆっくりと熟じゆくしていく。

　太陽にじりじりと熱された夏を抜け、新東京は、熟うれた果実さながらに、甘い匂においを世界中に撒まき散らしていた。

　そんな新東京と旧東京の狭はざ間まに建つ、漢方薬局『キラク堂』。

　上品な都市群を追い立てるような勢いで、キラク堂の常連客たちは本日も実にかしましい。

「潮うしおちゃん、朝からなに辛しん気きくさい顔してんのよ」

　ゴールドラメのシャドーがキラキラとまぶしいドラッグクイーンのキリコが、キラク堂のひとり息子に難なん癖くせをつける。

　ひとり息子の名は、中なか沢ざわ潮。十六歳。

　黒目がちな、意志の強さを感じさせる双そう眸ぼうが人目を惹ひく。大人へと脱だつ皮ぴする直前の、透とう明めいな色香を漂ただよわせた端たん整せいな顔立ちである。

　代々中沢の家は、呪じゆ禁ごん師しとしての裏うら稼か業ぎようを隠かくし、表向きは薬局を経営しているのだ。いまほど呪禁や魔や呪まじないが一般的ではなく、受け入れられない時代があったときはキラク堂を隠れ蓑みのとして、社会の裏側で呪じゆ術じゆつを施ほどこしていたのだという。

　一九四一年──『発現の日』と世界中の呪術家たちに知られるその時に、人ならざるものや別次元の魔や妖ようの力が増ぞう幅ふくした。以来、世界はカオスに陥おちいった。

　けれど、人とはたくましい生き物だった。

　どうして呪力や霊れい力りよくが効果を持つかの原理はわからなくても、そこに「ある」のなら、呪術や魔力と隣となりあわせて生きていけばよいのだと開き直り──魔や妖と共に生きて、発展しているのが現状。

　煌文元年以降、世界中で爆ばく発はつ的てきに増加した霊や魔物や呪いに関わる事件を解決するために、潮は見習い呪禁師として日々奮ふん闘とうしている。

　しかしそれは秘密にしなければならないので、キラク堂では『なんだかわからないけれど、ふらふらしている十六歳の頼たよりない男の子』というイメージが定着してしまった。

　潮としてはいろいろと反論もあるし文句も言いたいのだが──呪禁師であることを隠しているため、そのイメージはどうにも覆くつがえせない。

「でも潮くんは可か愛わいいから許す」

　と、やはりキラク堂の常連客である由ゆ奈なが言う。由奈が何歳かは知らないが、なにかにつけて潮のことを子ども扱あつかいする。実際、十六歳は子どもなので、仕方ないけれど。

「由奈は面食いだからな」

　由奈の彼氏の柳やな瀬せは少し不ふ機き嫌げんだ。由奈が「嫉しつ妬としないで」と言い返し、二人で仲良く言い争いはじめる。

「朝からごちそうさまです」

　結局、潮は仲良しカップルの痴ち話わげんかのネタになっただけ。

　なごやかな日常。

　ただの漢方薬局なのに、どういうわけか、キラク堂にはいつも客たちが集つどってわいわいと楽しくやっている。それもこれも、雇やとわれ店主である甲こう田だの包容力ゆえだ。

　甲田・Ｊ・アキヒトは、ロシア系かと思わせる巨体のうえに愛あい嬌きようのある顔をのせた、いぶし銀の魅み力りよくを持つ男だ。

　店のオーナーは潮の祖母の中沢聖ひじりだが、聖も潮も、呪禁師としての仕事で世界各地を転々としているので、経営は甲田にまかせていた。

　唐とう突とつに「失礼」と言い、着流し姿の美び丈じよう夫ふ──雪ゆき之の丞じようが潮の臀でん部ぶをがしっとつかんだ。

「──な、んですか？」

「元気がないような気がして」

　驚きのあまりぎこちなく問いかける潮へと、そう答える雪之丞は真顔だ。

「なんでそれで尻しりつかむんですかっ」

「潮くんの元気度の計測は尻を撫なでて探さぐるものだと習った。尻を触さわられても騒さわがなかったときは潮くんの生命の危機だと思えと」

　しかも雪之丞の手は臀部をわしづかみにしたまま離れない。いやらしさの欠片かけらもない真剣な顔つきなので、振り払えずに固まってしまう潮だ。

「誰だれがそんなこと──キリコさん!?」

　思い当たった人物を見ると、案の定キリコが爆笑している。

「あれ？　鼻の頭の乾かわきを見るのだったろうか」

　雪之丞が『間違ったかも』というような自信なさげな表情で、つかんでいた臀部から手を離し、その手で潮の鼻の頭に触ふれる。

「それは犬か猫ねこの健康を判断する方法で、俺おれの鼻はいつも乾いてるってけっこう前にも言いましたよね？　たしかいつも濡ぬれてるのは雪之丞さんの鼻だったんじゃ!?」

　鼻をつままれて、反射的に潮も雪之丞の鼻をつまむ。そして互いに互いの鼻をつまんで見つめあう。
















　妙に心配そうな顔つきで潮の鼻をつまんだまま、自身の鼻もつままれている雪之丞を間近で見て──馬ば鹿か馬ば鹿かしくて潮は噴ふき出してしまった。

「む。潮くんの鼻は乾いているな。つまり健康状態に危き惧ぐはない。よかった」

「どういうわけか雪之丞さんの鼻は濡れてますね……」

「母が犬の血筋なので、そのせいだろう」

　雪之丞はずっと変化なく真剣だ。

「笑えるのなら、なによりだ。無ぶ礼れいなふるまいをして悪かった」

　互いに鼻から手を離し、見合ったあと、雪之丞が静かに頭を下げた。ここまで真剣だと、なんと言ったらいいのか困る。

「甲田ちゃん、雪之丞さんには潮ちゃんのこと、勝手に触っちゃ駄だ目めだって怒らないのね～？」

　ひとしきり笑い終えたキリコが拗すねたように、みんなに慕したわれるナイスガイ──甲田に難癖をつけた。

「愛があったから止めそびれた」

「アタシにだって愛はあるわよ～。ひどいわ～」

「それに潮くんも潮くんで、雪之丞さんの鼻をつまんでたし。──潮くんは、キリコにやり返すことができるほどの経験値がないしなあ」

「だからこそ、このアタシが潮ちゃんに、いろいろと教えてあげたいって言ってんじゃないのよ～」

　唇くちびるをつんと尖とがらせて、たっぷりのマスカラを塗ぬった睫まつげをバシバシと瞬しばたたかせるキリコ。

「遠えん慮りよさせていただきます！」

　潮は片手を挙あげ、手のひらをキリコに向けて、断固拒きよ否ひの姿勢をとる。

「な・ん・だ・と？」

　それを見たキリコが重低音で凄すごみをきかせ、甲田と雪之丞以外のみんなが「ひっ」と縮こまった。

　すると雪之丞がスタスタとキリコのそばに寄り、キリコの鼻をむんずと指でつまんだ。

「ふがっ。ふぁにするのよっ」

「いや。キリコさんは元気なんだなと思って、鼻をつまんでみました。乾いてますが元気ですよね。いいことです」

　雪之丞がどういう理由か照れてはにかんだ笑顔になる。すーっとした清せい涼りよう感かんのある和風イケメンの笑みに、キリコが鼻はな白じろむ。

「アタシをつまむなら尻か乳にしろよっ」

　キリコらしい反論に「うち、そういう店じゃなくてただの漢方薬局なんですけどね」と、甲田の暢のん気きそうな声がかぶる。

「ま、ま、ま。こんなときはみんなでテレビでも見てなごみましょうよ。お笑い番組やってなかったかな～」

　取り繕つくろうように、みんなのあいだに割って入ったのは柳瀬。自分の店でもないのにレジ横にある小振りの、旧式のテレビを持ち出してスイッチを入れる。

　古物商でも引き取ってくれないような半はん端ぱもののテレビを、甲田が修理して、店番で暇ひまなときにレジカウンターの中で見られるようにと設置したものだ。

「わ。可愛い」

　由奈がきゃらりと笑うと、柳瀬が不思議そうに訊きく。

「なにが？」

「テレビ。いまどき３Ｄじゃないのがかえっておしゃれで可愛いのよ。レトロ感がキッチュで」

「そういうもん？」

　首を傾かしげながら、柳瀬がチャンネルを替えていく。みんなで小さなテレビを囲んで、画面を覗のぞきこむ。

　賑にぎやかに言いあっていたのが、すぐにまた自然と仲むつまじくなってひとつのことに熱中している様子に、潮の胸が優しく綻ほころぶ。

　最近になって潮は、人の縁えんというものが大切なものだと実感できるようになった。暗い気持ちで帰ってきても、ここには仲間がいて、その気持ちを吐と露ろしなくても気き遣づかってくれたり、笑わせてくれたりする。

『──凶きよう悪あくな無差別傷害事件です。現行犯で逮たい捕ほされた井いの上うえ明あきら被ひ告こくは……』

　気がつけばテレビには、ニュース番組が映うつし出されていた。重々しい顔つきで、アナウンサーが一昨日いつさくじつに発生した傷害事件のその後を伝えている。

「これ、ひどいよね。犯人は二十二歳だっけ？　旧東京の宿舎街で、その付近にいる人みんな、無差別に殺そうとしたんだよね。未来に絶望して、みんなを巻まき添ぞえにしたかったって言ってるんでしょ？」

　由奈が痛ましげな顔で言う。

「ああ。でも怪け我がはしてるけど、みんな命は無事だったって。不幸中の幸い？　実際にそんな目に遭あったら、そんなこと言ってらんないけど」

　柳瀬が続ける。

「最近、旧東京のタウンがけっこう物ぶつ騒そうだよな。こないだも連続傷害事件が起きて、そっちは未解決だし。うちの店はシティとタウンの狭間だからなあ。由奈ちゃんも柳瀬さんも、キリコも──うちに来るのはいいけど、いろいろ気をつけてくれよ？」

　甲田が眉み間けんにしわを寄せる。

「……私は？」

　雪之丞が生き真ま面じ目めに甲田に尋たずねた。

「仕事が仕置き人だっていう話だから、まあ大丈夫かと……ええと、すまん。雪之丞さんも気をつけて来てください」

　眉尻を垂たらして悲しい顔になった雪之丞に、甲田が慌あわててそう言った。

「で、実際、あんたは仕置き人なの？」

　キリコの突っこみに、雪之丞が無言でニヒルな笑みを返す。謎の多い人だ。

『どうしてやってしまったか覚えていません。わかりません。本当に突然、誰でもいいから殺したくなったんです』

　事件の残ざん酷こく性せいと異常性を際きわだたせるための再現ビデオ。映像にかぶさり犯人の発言が流れてくる。逮捕されて理由を問われたときに、答えたのだというその台詞せりふ。

『最近、旧東京タウンでこういった原因不明の傷害事件が多発していることについて、犯罪心理学者の皆みな本もと国くに光みつさんからお話を伺うかがって──』

「犯罪心理なんて聞いたところでどうしようもないわよ。誰でもいいから殺したかったなんて言う人のこと、アタシは一生、理解できないわね。いまのところ誰も殺されてないことが救いだけど、こんなのが流行になったら、アタシ、この国に絶望しちゃう」

　キリコが憤ふん懣まんやるかたないというように眉をつり上げる。

「そうかな。罪が許されることはないけど、実際の犯人は、もしかしたら寂さびしい人なのかもしれないよ。リアルに知ってたらいい奴やつだったりするかもしれん。当事者になってみなきゃ事件なんて、こんなニュースだけじゃなんにもわからないさ」

「また～。甲田さんは全方向に包容力ありすぎっすよ」

　甲田が苦笑しながら口にすると、柳瀬が呆あきれた顔になる。

「こーゆーのやだなあ。もっとおもしろい番組ないの？　替えて、替えて」

　由奈に足あし踏ぶみしながら命じられ、柳瀬が「はいはい」とチャンネルを替える。

　次に画面に映ったのは──人形による影絵芝しば居いの特集だ。

『ワヤン・クリと言われる人形を使った影絵芝居は、バリ島の伝統芸能のひとつです。ダランと呼ばれる人形遣いが、たったひとりで八時間におよぶ人形芝居のすべてを行います』

　白いスクリーンに黒い影が映る。

　だらりと舌をのばした異い形ぎようの女神──ランダ女神が、足を踏ふみ鳴らして、村人たちに呪のろいをかけている。

　ランダだ、と潮の視線は画面に釘くぎづけになる。

　潮は、呪禁師の仕事の中で、実際にランダ女神と対たい峙じしたことがある。

　闇やみの支配者で悪神だが、弱い者や子どもたちには優しい母性を持つというランダ。

　女神との闘たたかいは、ランダが自みずから身を引いて、トキというダンサーの少女の中へと引きこもったことで一時的に停戦中となっている。

　テレビの画面の中で、影絵のランダがくるくると回る。

　そのまわりを取り囲む、人の群れ。

　ガムランのリズムはときどきふと思い立ったように跳はねる音をさせるが、原則として単調だ。チャッ、チャッ、チャッという一定の音で、聞く人の意識を取りこんでいく。

『迷めい路ろのような音楽です。同じところをくるくると回り、迷いこむような気持ちにさせます。そんな音楽を背景に、影絵の物語が、ひとりの語かたり部べによって進みます』

　ダンッと激しい音がして──影絵の端はしに、一体の巨大な獣けものが姿を現す。

『これがバロンです』

　ランダと呼応する、一いつ対ついの獣。

　人を象かたどる影絵は小さく、ランダとバロンはその倍以上に大きい。

　人びとがバロンに先立ち、ランダへと群むらがる。ランダは人びとの影を踏みにじり、牙きばで嚙かみつき、爪つめで引き裂さき、倒していく。

『ランダは獰どう猛もうで野や蛮ばんな自然の化身です。そしてそれに対するバロンもまた、野蛮で圧倒的な力を持つ、聖なる獣なのです』

　バロンが滑すべるように前へと進む。その過程で、ランダに立ち向かっていた人びとをも蹴け散ちらしてしまう。

「……ちょ……なにこれ。人間のこと完全に無視してるわよね、これ」

　キリコが、呆ぼう然ぜんとしたようにつぶやいた。それまで集中して画面を見ていた常連客たちも一いつ斉せいにブーイングの声をあげる。

「バロンが人間の味方で、ランダが人間の敵ってわけじゃないの？　バリの神様、わけわからん～」

　柳瀬が苦笑していると、影絵芝居の中では、手に手に武器を持った別の一群がやってきた。新たな人の群れ。彼らは槍やりと剣でランダへと挑いどみかかる。

『ランダはとても強く、バロンは人と共にランダへと挑みます』

　ランダが傷を受け、倒れる。が、巻き添えになった人もまた、ばたばたとランダの足もとに倒れていく。重なりあうようにして倒れ伏ふす人の影絵に、無情さを感じる。

　神と人の力の差。

　倒れた人びとのすぐ後ろで、ランダへと間合いを詰め、身を低くするバロンの絵がぶるぶると震ふるえる。

　耳に滴したたるようなガムランの音と歌い手の詠えい唱しようと。

　バロンが、跳んだ。

　ふっ……と足の下にある地面が消失したかのような錯さつ覚かくを覚えた。まるで自身がバロンとなって、ランダに飛びかかったような気になる一いつ瞬しゆん。

　影絵でしかないのに、バロンの跳ちよう躍やくは、妙みように潮の心に迫せまり──自じ己こ投とう影えいしてしまうほどの近しさを感じた。

　我に返って見渡すと、それは潮だけではなかったようで、みんなも一様にテレビ画面を見み据すえ、息を吞んでいた。

『さて、本日お招まねきしたのは……』

　が──跳躍したバロンの姿はふつりと途と切ぎれ、すぐに、エキゾティックな美男子の映像に替わる。

『バリから世界へ、新しい風を撒まき起こす、新星ダラン──ラカ。バロンとランダの闘いの物語については、若き奇才ラカによる新東京でのワヤン・クリのステージをどうぞお楽しみに～』

　幻想的な影絵の映像から一転し、美青年の笑顔。ラカという名を紹しよう介かいされた美青年は指にいくつもの指輪をはめ、その指輪から糸が何本も伸びていた。糸の先につながれているのが影絵芝居の人形たちのようだ。

「なんかこれ、見たいかも。連れてってよ～」

　由奈が柳瀬にねだり、柳瀬が「どこでやってんの？」と聞き返すと、キリコが答えた。

「キラク堂からだと次のステーションの、新演舞場よ～」

「キリコさん、詳くわしいっすね」

「あったりまえじゃないの。だって、ラカっていい男じゃん。世界各国のいい男情報ならこのキリコさんにまかせなさいよ。アタシの審しん美び眼がんにかなった男たちのひとりよ」

「本当、色男には目がないわよね～。私もだけど！」

　ノリノリで応じた由奈に、キリコが切り返す。

「だったらなんで柳瀬とつきあってんのよ。あんた」

「……ひどい」

　しょんぼりした柳瀬を無視して、キリコと由奈のイケメン情報交換会が続く。

「ラカはさ、見た目だけじゃなくって中身もイケてんのよ～。バリ島では、ダランってのは数少ないらしくって。免許制じゃないけど、なんかに認められないと名前出して演じられないんだって。その少ないダランのひとりでさ。つまり才能があんのよ！」

　我がことのように胸を張るキリコ。

「なんかに認められないと、って曖あい昧まいですね。なにに認められるんだ？」

「細かいとこにこだわるから柳瀬はダメなのよ～。誰が認めようと認めなかろうと、アタシがイイってんだからそれでいいのよラカは！」

　ばっさりと言いきられ、柳瀬は再びしゅんとなる。

　いつもいじられて、苛いじめられている立場の潮は、柳瀬の気持ちがよくわかり、そっと柳瀬の肩かたに手を置いた。柳瀬と目が合い、互いに深くうなずきあう。

　キリコに男を語らせたら、反論なんてできるもんじゃない。そして長い。

「それでさ、ラカの前までは人形たちは、ああいう操あやつり人形じゃなくって、棒に刺さされた平面の人形だったらしいのよね。それをラカが、新しいものを伝統芸能の中に組み入れようって、いまのああいう形にして──つまり、操り人形で見せるワヤン・クリっていうのは、世界でただひとり、ラカしか演じられないわけよ。すごくない？」

「すごーい」

「そんなんだからさ、ラカって、文化交流のために政府がお金出して、訪日公演してんのよ。しかも美形。日独仏英語も全部ペラペラだって。すごくない？　ＣＭや特集番組がバンバン流れてんのだって、政府の力あってこそよ。才能と美を持ってて、金のあるスポンサー付き。ああ～、たまらないわ～」

　鼻息荒くなったキリコに、甲田が冷静に「で、キリコはそのワヤンなんとか、見に行ったのか？」と尋ねた。

「ワヤン・クリ！　それがさ～、チケットが取れなくて行けないのよ～。ラカにアタシを見せたくてたまらないのにさ～」

「キリコがラカを見たいんじゃなくて、ラカにキリコを……か」

　呆れたように言う甲田を気にも留めず、キリコは「せっかく日本に来てくれたのにアタシに会えないなんてさ」とうつむいて、大おお仰ぎような嘆たん息そくを漏もらした。

「まあ、なんでも生なまに越したことないからな。リアルキリコに会えたら、そりゃあラカもいろいろと考えることだろうよ」

　どういう意味なのか、深く聞きたくないことを甲田が言う。

「でしょう？」

　憂うれうようにうつむき加減で、キリコがさらにため息をつく。

「いや、それはどうかと」

　勇者・柳瀬が、あえて突っこんだ。キリコがじろりと柳瀬を睨にらみつける。

「わかんないぜ？　ラカだっけ？　そいつだってキリコに会って、なにか閃ひらめくかもしれないじゃないか。柳瀬さんだって、由奈ちゃんと実際に会ったから、つきあってるわけだし。たまに俺は漠ばく然ぜんと、そういうこと思うわけよ。世の中、どこでなにが作用して、どうなるもんかわかんないなって」

「甲田ちゃんはいつでもいいこと言うわよね」

　キリコが「わかってるじゃないの」という目つきで甲田を見た。

「テレビじゃあ一方的にこっちで情報受けるだけだしな。リアルにやり取りしないと、なにも生まれやしないからなあ。俺も最近、たいていの情報がネットやらテレビやらで終わってるし、もうちょっとなんかしたいな」

「え。甲田ちゃんがリアル恋人探ししたいっていう意味？」

「まるでバーチャル恋人がいるみたいな言い方やめてくれよ」

　渋しぶい顔で甲田がキリコを咎とがめる。

「バーチャルじゃないけど、甲田ちゃんには、潮ちゃんがいるからさ」

「俺!?　俺が甲田さんの？」

　いきなり向けられた矛ほこ先さきに、潮が素すで噴ふいた。

「潮くんには鳴なる瀬せさんという人ができたからさ。そろそろ俺も次を探さないと」

　さらなる甲田の台詞を聞いて、潮は口をポカンと開けて固まる。

　鳴瀬というのは、最近知りあった潮の呪禁の師し匠しようである。

　呪禁関係のことはすべて秘密なので、鳴瀬と潮の関係性を、キラク堂のみんなは『理由は不明だが妙に仲良しでいつも二人きりで出歩いている』とみなしているのだが──好きで二人で歩いているわけではなく、すべては、修しゆ行ぎようなのだ。

　しかも、しごかれている。

「まあ、鳴瀬さんは強敵よね。潮くんはもともとババコンで、おばーちゃんの聖さんみたいな人が好きなんだろうと思ってたから、やっぱり甲田さんより、鳴瀬さんにいっちゃうと私も思ってた」

　由奈による一撃。

「ない。ないないないないない！」

　潮は、ぶんぶんと首を横に振って全ぜん否ひ定てい。その横で、甲田が感かん慨がい深げにつぶやく。

「恋人かどうかはともかく、潮くんは鳴瀬さんが好きなんだな～って、こないだ思って。なんだろうね。うちの可愛い潮くんが、やっと家族以外の人にもなついたのかと思うと、複雑な気持ちになったのは事実」

「そうよね～。甲田ちゃん、娘を嫁よめにやるような心境なんでしょ？　いま。わかるわ～。アタシ、一度も娘を嫁にやったことないけど！」

　キリコが同意すると──その場のみんなが「そうだなあ」とそれぞれにうなずいた。雪之丞ですらうなずいたことに、潮はショックを受ける。

「えええ～!?　なんでそういうことになる？」

「こないだうちの前で言いあってたの聞いて、思った。互いに好き放題悪態つけるって、信頼してないとなかなか難しいよ？　他人行ぎよう儀ぎじゃなく、遠えん慮りよもしないで悪口言える相手って貴重だよ。鳴瀬さんのこと好きだよな、潮くん？」

「アタシもあれ、沁しみたわ～。アタシたちになつくのだって、潮ちゃん、長くかかったじゃない？　なのに鳴瀬さんにはすぐコロリだったわよね。運命の出会いっての、あるのね～」

「絶対にないから！」

　甲田とキリコが顔を見合わせるのに、潮は慌てて大声で割って入る。

「聖さんの知り合いだし、悪い奴じゃないのはわかってる。でも性格が」

　と甲田。続けて由奈が「うん。顔はいいけど性格が」と同意し、さらにキリコが「センスもいいんだけど性格がさ」と応じ、柳瀬と雪之丞が無言でうなずいた。

「性格が問題だってのは間違ってないけど、俺が鳴瀬さんを好きってのは……」

「間違ってないだろ？」

　甲田がニッと笑って、潮の頭をくしゃりと撫でた。

「個人的にはどうかと思うが、潮くんがそこまでなついてるなら、むげに反対もできないし──ちょっと複雑」

「甲田さん……」

　店にいる全員に優しい表情で見つめられ──涙なみだ目めになった潮だった。
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　そしてその午後──。

　どこからともなく金きん木もく犀せいの香りが漂ってくる新東京の路上で、ひとりの男がいきなり道路に這はいつくばった。

「潮くん～。このとおりだ。脱ぬいでくれ！」

　がばっと顔を伏せ、五ご体たい投とう地ちの姿勢でいきなりそう叫さけぶ男に──付近を歩いていた人びとがぎょっとしたように視線を向けた。

　シリコン製のテルテルボウズじみたマントを着込んだ潮は、口をパクパクさせて、自分の前で平ひら蜘ぐ蛛ものように這いつくばった男を見やる。

　ちなみにシリコンマントは、呪禁師の制服のようなものだ。

「なっ……。鳴瀬さん、ちょっ……」

　潮の足もとで「頼むから脱いでくれよ。このとおりだ」と訴うつたえ、顔を上げた男は、俳優かモデルかと思うような美び貌ぼうの主だった。

　弓なりに整った眉の下、杏仁形の瞳ひとみはガラス細工のような茶色。きめ細やかな白はく磁じの肌はだ。軽くウェーブのかかった茶色の髪かみ。前髪がはらりと額ひたいにかかり、悩なやましげに目を細める。

　しかしその美男が、細身のスタイリッシュなスーツが汚れるのも厭いとわず、路上に膝ひざをついている。

「脱いでくれよ～。そのマント～。脱げよ～」

　潮に土下座して頼たのむこの男は、鳴瀬淳じゆん也やという。

　地じ獄ごくの底から湧わき上がるような声で鳴瀬に言われ、潮は、どういう類たぐいの羞しゆう恥ちプレイだよと困こん惑わくする。

「待ち合わせの場所で会った途と端たん、それですか。注目浴あびてます。もう……立ってください」

　鳴瀬は潮の呪禁の師匠であり、本来、潮になにかを「頼む」立場ではないのだ。むしろ師匠なのだから、いつでも潮には物事を「命じて」いる。

「嫌いやだ。何度言ってもそのマントを着てくるから、もう二度と着ないって言ってくれなきゃ、立ち上がらない。ぼくはずっとどこでも潮くんの前で跪ひざまずいて足を舐なめてやる！」

　ギラリと底光りのする瞳で睨み上げ、這いつくばったままずりずりと移動してきて潮の靴くつにくちづけようとする。それを見た周囲の人から「え」とか「噓うそ」とかいう声が漏れる。

「鳴瀬さんっ」

　潮は、ひーっと悲鳴をあげて、後ろへと飛びすさる。

「なぜ逃げる。逃げるほど嫌ならそのマントを脱げ。そうじゃないと靴を舐めるぞ。それでいいのか潮くん!?」

「よくないです。でも……」

　半泣きになりながら潮は、仕方なくマントを脱いだ。

「……なんでそこまでこのマントを嫌きらうんですか。これ、呪禁師のユニフォームみたいなもんなのに」

　ぶつぶつと小声で文句を吐はいているあいだに、鳴瀬は、おもむろに立ち上がる。潮の手から脱いだマントを受け取って、くるくるとまとめて小こ脇わきに抱かかえた。鳴瀬の手首を飾かざっている銀のブレスレットが小さな音を立てる。

「美意識の問題です。このマントはたしかに、火や水に対して防御できる特とく殊しゆ加工になっている。だから呪禁師の制服として使用されているのもわかってます。でも、美しくない。ぼくと並び歩く者がこのマントを着ていることが、許せない。──いつまで見てるんですか。そんなに見るならお金取りますよ？　ぼくの美貌は、金を取って見せるに足るものですからねっ」

　後半の台詞は、ことのいきさつを立ち止まって注目していた通行人に向けられたものだ。言われた通行人は、ぎょっとした顔になり、目をそらして歩き去っていく。

　できるものなら、その通行人の後ろについて、自分もいますぐここから立ち去りたいと望んでしまう潮だった。いつものことだが、泣いて帰りたくなる。

　この男が呪禁の師匠でさえなければ、全力で走って逃げるのに。

　鳴瀬淳也は、呪禁師仲間でも変わり者として知られているのだ。

「怒っても命じてもそのマントをうっかり着てくる潮くんに対して、ぼくが対抗できるのは、この手段しかなかった。〝跪いて足を舐める攻撃〟。またぼくに会うときにマントを着てきたら、次はもっとすごいことをしますよ」

　鳴瀬がツンと顎あごをそらして告げた。

「ぼくはそのためなら、潮くんの足に踏みにじられてもかまわない！　いっそ罵ののしられてもいい」

「……鳴瀬さんはそんなキャラじゃねーだろっ」

　潮は思わず毒づく。鳴瀬は高こう慢まんの上に傲ごう岸がん不ふ遜そんを載せて、強引とマイペースと我わが儘ままでコーティングしたような男だ。罵られて黙だまっているようなタマじゃない。そもそも潮も鳴瀬に対してそんな怖こわいことはできない。

　途端、鳴瀬が悪あく魔まのように冷たく綺き麗れいな笑顔を浮かべた。

「なにをおっしゃる。潮くん、思う存分ぼくの心も身体からだも痛めつければいいじゃないですか。そうしたらぼくも、心置きなく潮くんに仕返しができるというものです」

「いつ俺が鳴瀬さんを痛めつけたよ。いまのだって、鳴瀬さんが勝手に這いつくばってただけで……」

「言い訳無用！　ぼくに土下座させるとはなんという罪だ」

　小さな含ふくみ笑いを漏らし、鳴瀬が片手を挙げる。すると、頭上を飛行していた無人タクシーがすっと降り立つ。

「貸し切りの予約車です。乗ってください」

　ドアが開き、戸と惑まどう潮の背中を鳴瀬が長い足でガツンと蹴り飛ばした。ぐわっと声をあげて無人タクシーに放りこまれると、フロントに『貸切』の札が立ち、赤いランプが点灯した。

「そしてこれは、蟲むしを封じた呪術の珠たまです。──縛ばく補ほ魍もう魎りよう解かい放ほう」

　言いながら鳴瀬は、キラキラとした直径五センチ程度のびいどろ珠に似たものを車内に投じた。潮は反射的に珠を受け取ってしまう。

　二つは手の中に──そしてひとつは足もとに転がり落ちた。

　鬼や蟲といった魔的な異物たちを、宝石やびいどろといった石に封じ、使し役えきするためのコとするのも呪術師のワザのひとつだ。コとは遣い魔であり、原則として封じた呪禁師に仕つかえる。呪禁師のワザや能力値が低い場合は、自身のコに取りこまれ、巣くわれて、呪禁師が自じ滅めつしてしまうこともある。

　突然、鳴瀬が放った封じ珠から風が巻き上がり、小さな竜たつ巻まきが飛行車エアカーの後部座席で弾はじけた。黒い瘴しよう気きと共に、封じ珠から魍魎が出現する。

「貸し切りにした三十分のあいだに、そいつらを退治しなさい。それができなきゃ潮くん、大怪我か、最悪死ぬから」

「ま……待って」

　外に出ようとしたのを、鳴瀬がドアを蹴り飛ばして閉め、阻そ止しする。

「ぼくを跪かせて靴を舐めさせようとした罪、許しませんよ。修行して反省しなさい」

　高笑いと共にドアが閉まり──飛行車エアカーがタイヤを畳たたんでぶわりと飛ひ翔しようした。

「あんたが勝手に跪いたんだろうがーっ!?」

　絶叫をスタートの合図にして、封印を解かれた黒い竜巻のような魍魎たちが、潮に向かって飛びかかってきた。

「……魅も鬼こじゃない。魍魎がちゃんと形になったコじゃないかよ、これっ」

　慌てて避よけた潮が、困惑気味に言う。

　雑ざつ霊れいが集合して異形化した鬼──魅鬼ならば力ワザで退治できるが、車内に放たれたのはそれよりも強い、霊体の変化した姿だった。

　退治しろと簡単に言うが、鳴瀬が自分で使役するために呪術をかけたものならば、殺したくはない。

　ペットと飼い主というのとはまたニュアンスが違うが、使役のために封印したコと呪禁師のあいだには、縁の糸のつながりが生じている。

　実際、不気味な風ふう体ていで、どろどろとした液体を垂れ流しているコたちだが──よく見ると、テグスのような細く透明な糸が身体の一部から伸びていて、その先はずっと遙はるか後方へとつながっている。糸の先には鳴瀬がいるはずだ。

　人は誰にでも「縁の糸」がある。呪禁師たちは、その目には見えない運命の糸を操ることができる。人だけではなく、あやかしたちとも呪禁で縁を結び、使役している。

　それが封じ珠に封じられたコと、呪禁師との関係。

　黒い竜巻がとぐろを巻いて蛇へびの形をとり、潮へするすると寄ってくる。反対側からは真っ黒な蠍さそりに似たものが。

　最悪なのは、定形を持たないアメーバーのように、うにょうにょとしているコだ。定形がないので、形を変えて攻撃してくる。いまは人の右手の形に変へん化げしている。それが断面からタールのようなどす黒い液体を撒き、潮へとつかみかかってきた。喉のどに黒い指が食いこみ、息が詰まる。

　──本気出せってことかよ？

　気管が詰まったヒューという音が、喉からかすかに漏れる。顔に嚙かみつこうとする蠍のコを片手で振り払い──足に巻きつく蛇を蹴り飛ばす。ジュッという音と共に、衣服の一部が、焼けて溶とけた。

　狭せまい車内では逃げ場がない。すごいスピードで窓の外の夜景が飛んでいく。どこに向かっているのか急カーブを曲がり、加速して負荷がかかると潮の身体が斜ななめに滑すべる。

　潮は顔を左右に振って蠍の攻撃をかわしながら、シャツの胸ポケットに入れてある、守り袋の中のオパール珠に意識を集中させる。祈いのりをつぶやくと、こめかみが痛む。血が逆流し、頭が熱くなる。同時に胸元もぽうっと熱くなっていく。

「──人じん鬼き解放っ。サキさん、手伝って！」

　かすれた声で命ずる。

　コに対たい抗こうするにはコ。

　潮もまた、己おのれの封じ珠に封じていた人鬼を解放した。

　白やオレンジや緑の炎を噴き出しながら、胸ポケットのオパール珠から瘴気がせり上がる。瘴気は見る間に大きく膨ふくれ、静かに、人の形へと変化する。

　石から出現したのは、サキという名の少女である。

　否いな、少女の姿を持つ、鬼である。

　薄いピンクのワンピースを着た、少女の形の鬼。

　長い髪から二つの角つのが突き出している。愛らしく、くるりと回した二ふた重えの大きな目が細められ、潮の喉を締しめつけるアメーバーのようなものをわしづかみにした。

　ごぼりという音がして、サキの手の指が複雑に折れ曲がる。指先から長い鉤かぎ爪づめが生はえ、異形の鬼の腕うでが、人の右手をしたコを潮から引き剝はがした。

　どっと酸素が入ってきて、潮は咳せきこみながら、飛びかかってくる蠍へと意識を向ける。

　石のひとつを睨みつけ、蠍に向かって封印の呪文を唱となえる。

　指先に、ぽ、と淡あわい燐りん光こうが灯ともる。

　潮の基本は蟲遣いだ。潮は生まれつき、蒼あおい蝶ちようたちを体内に飼っている。その蝶たちが潮の指先から生じ、飛翔していく。車内が蒼い蝶で埋うまる。

　蠍を──蛇を──変化する右手を──蝶たちが覆おおう。口こう吻ふんから液を垂らし、魍魎たちをからめとる。

「想へ東方木禁は吾わが肝中に在あり──」

　蒼い光が周囲を覆い尽つくし、二個の封じ珠それぞれに蠍と蛇が封印された。続いて、人の右手が、足もとに落ちた石へしゅるしゅると音を立てて吸いこまれていく。

　光こう芒ぼう。後に、静せい寂じやく。

「……サキさん、ありがとう」

　潮は安あん堵どのため息と共に、言葉を押し出す。

　サキは不思議そうな顔をして潮を見返し、首を斜めに傾ける。可か憐れんな顔立ちの中で、牙の生えた口元がいびつに目立つ。鉤爪は、猫の爪のようにサキの指の中へと収納された。尖って犬歯が収まりきらない口元を歪ゆがめて潮に問う。

「ここ、どこ？　あなた、なにしているの？」

　もともとサキは、普通の少女だった。

　それが鬼に取り憑つかれて──人鬼というものになってしまった。

　たどたどしい話し方は、尖った犬歯と鬼化した喉のせいだろう。人間だったときのサキは十八歳前後だったようだから、こんな話し方ではなかったはず。

「ここは……タクシーの中で……でも、どこ飛んでるんだろうね。俺は、なにしてるかっていうと……修行？」

　疑問形で応じたら、サキが眉み間けんにしわを寄せた。呆れた顔になり、右に傾けていた頭を、今度は左に倒す。

　沈ちん黙もくが胸に痛い。しらーっと冷たい目で見られているような気がする。

　ここがどこかも答えられないでいる自分って、たしかにふがいない気がする。遣い魔のサキにとって、さぞかし頼りない遣い手に見えることだろう。

「あ、そうだ。お腹なかすいてない？　あの、ちょうどチョコレートがあったはず。今日、出がけに甲田さんがくれて、それで……」

　潮の親代わりのような存在から渡された筒つつ状じようの容器に入ったチョコを、デニムの尻ポケットから慌てて取り出し、ジタバタしていたら、サキが「いらない」とつぶやいた。

「じゃあ、あとで食べればいいよ。あ……窓見て、窓。景色綺麗だよね。新東京シティは夜景だけは綺麗だって俺思ってて……って、サキさん？」

　断られても無理にチョコの容器ごと手渡すと、サキの眉間のしわが深まる。

　サキはちらりと窓の外を眺ながめてから、ちょこんと潮の隣となりに腰を下おろした。筒の蓋ふたを開けて傾けると、サキの手のひらに色とりどりのボタンのようなチョコ菓が子しが転がり落ちた。ひとつをつまみ、口に入れる。

「おいしい」

　サキの口元が小さく綻ほころんで、潮はなんとなく嬉うれしくなった。
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　三十分経過してから、飛行車エアカーに内蔵されたマイクが「延長しますか」と尋ねてきた。「あと十分」と答えたのは──サキが窓の外をなつかしげに見ていたからだ。

　封じられる前の、人間だったときを思い返すかのように、外の景色をただじっと凝ぎよう視ししているサキ。会話が弾はずんだわけではないが、黙って外を見ている姿に、潮はまた石に封じるのがつらくなってしまった。

　せめて十分だけでもと、そう思って延長し──潮の家に着く寸前に、サキをオパールの珠に封印した。

　到とう着ちやくしたのは、潮の住まいでもある漢方薬局『キラク堂』。

「十分遅ち延えん。延長料金は潮くんの小遣いからもらいます」

　飛行車エアカーから降り立った潮を待っていたのは、扉とびらの前で仁に王おう立だちする鳴瀬だった。

「げ。小遣いから？」

　聞いてないよと口を尖らせたが、文句を言ったらもっと大変な目に遭あうだろうと、ぐっと言葉を飲みこむ。

　潮の背後で、無人タクシーは何事もなかったようにドアを閉じて飛翔していく。

「ツケでいいです。あとで聖さんから徴ちよう収しゆうします。辿たどりついたってことは退治した？」

「いえ。封じました。どうぞ」

　封印し直した封じ珠を三個、手のひらに載せて鳴瀬へと差し出す。

　鳴瀬は潮と手のひらとを見比べてから嘆息した。

「退治じゃないんだ。封印したんだ。なんで？　奴らはそんなに強いコじゃなかったはずだよ？　なんで四十分もかけて、しかも封印し直した？　退治しろって言ったよね？」

「……すみません」

　延長の十分はサキのために使ったと言いそびれた。それを言うと怒られそうな気がした。

「コなんてさ、ただの使役だよ？　退治したって代わりはいる。封じ直してまた使役したくなるほど強いコはいなかったよね？　それでも退治じゃなく、封印しちゃうのはどうして？」

「どうしてって……」

「潮くんは甘いよね。どうせサキちゃんとイチャイチャしていたに違いないよ。退魔とか修行とか放置して、サキちゃんを封印から解いて、ふたりきりの閉ざされた空間で、あんなことやこんなことやばんばん子作りしてたんだね？　ご近所のおばさまたちに顔向けができないよ」

「こ……子作りって、そんなことしてな……」

　なぜか鳴瀬は、なにかあるたびに子孫繁はん栄えいを潮に言って聞かせるのだ。十六歳の純情少年にとっては正直、荷が重い。

　赤面してうろたえる潮を見て、鳴瀬が腰に手を当てて叱しかりつける。

「なぜしない？　中沢家次期当主たるもの、常に良き伴はん侶りよを探し、いつでも子作りに励はげむ態勢になれと師匠としてあれほど、あーれーほーどー、言って聞かせているというのに！　潮くんじゃ頼りないから、早く次世代に希望をつながないと、中沢家の危機ですよね。この親族代表鳴瀬おじさんの顔が立たないっ」

「いつ親族になった？」

　潮が眉間にしわを寄せる。しかも潮では力不足なので、子どもを作ってその子に未来を託たくせとは──あまりの言われようだ。

「それがいつかなんて、細かいことは気にしちゃいけませんよ。ぼくが潮くんの父だという現実を直視するんですね」

「いつのまに父に格上げした？」

「馬鹿だな、潮くんの父になることは、ぼくとしては格下げですよ。ぼくだって選せん択たくできるなら、もっと優秀な人間の父親になりたいさ。──世の中ってままならないものだね。運命って、つらい」

　前髪を指先ですいて、遠い目をしてポーズを決めながら鳴瀬が言う。

　意味がわからない。潮は、なにもかもがどうでもよくなった。

「……とりあえず、これ、封じ珠。お返しします」

　肩を落として三個の封じ珠を手渡そうとしたが、鳴瀬は受け取ろうとしなかった。

「いらないよ。それは封じ直したときから、もう潮くんのコになってる。なにを好きこのんで、あんな弱っちい魍魎たちを封じ直しちゃうんだかね。もう、がっかりだよ。潮くんの弱さには、がっかりだよっ」

　鳴瀬が冷たい一いち瞥べつをくれた。

　潮の胸に鳴瀬の台詞が刺さる。弱いものはいらないっていうこと？

「──不服そうな顔だね？　でも、有う象ぞう無む象ぞうの雑霊が集団で襲おそってきたとしたら、潮くんは祓はらうよね？　退魔する。なのに少数でやってきたら、それは命を助けるの？　数の問題？　ぼくは使えるだけの強さかどうかを計測して、使えると思うなら封じるよ。人鬼のサキちゃんなら、遣い魔としては上等だ。潮くんはなにを考えて、コを集めている？」

「なにって……」

　言われて気づいた。潮は──なにも考えていない。いつもその場で、反射的に決断する。場当たり的に退治したり、封じたり。

「退治しないで封じちゃったってことは、その石たちの責任も負おうってことだよね？　わかってやってる？」

　続けて問われ、言葉をなくす。うつむいていたら──キラク堂の扉が開いて、甲田が顔を覗かせた。

「いつまでも店の前で立ち話してるなんて、潮くんと鳴瀬さんは本当に仲良しだな」

「ええ。仲良しですよ」という鳴瀬の台詞と「まさかそんな」という潮の言葉が重なった。

　甲田がのそりとそばにきて腕を組んだ。いつでも穏おん和わな双そう眸ぼうが、柔らかく細められる。

「鳴瀬さん、聖さんが、夜に店の前でがちゃがちゃうるさいからもう帰ってくれって」

　潮の祖母、中沢聖に対してのみ、鳴瀬は弱い。聖に「帰れ」と言われたと聞き、鳴瀬が目に見えてしおしおとうなだれる。殴なぐりつけられたみたいな衝しよう撃げきを受けた顔。

「わかりました。聖さんに、うるさくしてすみませんとお伝えください」

　反論もせずにあっさり引き下がって、鳴瀬が背を向けとぼとぼと歩きだす。角を曲がって姿が見えなくなったあとで、鳴瀬とおぼしき「わーん。聖さーん。甲田さんのバカー」という泣き声がこだました。

　それを聞いた甲田と潮は、思わず顔を見合わせる。

「……甲田さんがバカって言われる筋合いじゃない、よね」

　つぶやくと、甲田がニッと口角を上げ潮の頭に手を置き、くしゃりと髪をかき混ぜる。

「大人になっても、八つ当たりしたくなるときもあるんだよ。ああいうのは流しとけばいい」

　甲田は身体も大きいが、心も大きいのだ。

　甲田の人柄に惹ひかれて、『キラク堂』は今日も常連客が集い、時間をつぶす謎の店となっている。

「──店の前だけじゃなく店内もうるさいから、鳴瀬ひとりぐらいはどうでもよかったんじゃがのう」

　店に一歩足を踏み入れると、すぐそこに、愛らしい民芸品のような、小柄な老ろう婆ばがちょこんと待っていた。

　祖母の聖だ。パッと見は普通の老婆なのだが、呪禁師としての腕は日本随ずい一いち。

「だったら追い帰さなくてもよかったじゃないですか。そうでなくてもせめて、聖さんが声かけて、帰りなさいって優しく言ってあげればいいのに」

「そんなことしたら、鳴瀬は調子に乗るからのう」

「おかげで俺が鳴瀬さんに嫌われちゃいましたよ。バカって叫んで走っていきましたよ？」

　甲田が眉尻を下げて情けない顔になり、聖に訴える。

「甲田は誰からも愛されてるんじゃから、鳴瀬ひとりにぐらいは嫌われてもよいじゃろう。しかし鳴瀬も、いつまでたっても大人げない」

　はあ～と大きなため息をつく聖の後ろで、いつものように常連客たちがわいわいやっている。もう店じまいしているはずなのに、どうして薬を買う気もない客たちが店先でお茶を飲んでくつろいでいるのか。つくづく謎な店だ。

「え～、アタシは鳴瀬さんとお話ししたかったのに～。追い払っちゃうなんて、イ・ケ・ズ」

　と、身体をくねくねさせ、手を揉もみしぼってハスキーな声で言うのはキリコ。

　ドラッグクイーンのキリコは、いつもデコラティブで派手な出いで立たちをしている。今日もショッキングピンクのミニスカート姿。

「じゃあキリコさん、いまからでも追いかけてきたら？　って、わ、どこ触って……」

　そう言う潮のお尻を、キリコの手がさりげなく撫で上げる。潮は、ひ～っと悲鳴をあげて斜め横に跳んだ。

「なんだ。潮ちゃん、元気じゃねーかよっ。鳴瀬さんも、もっと弱らせて帰してくれりゃあいいのによっ。気が利かないっ」

　それまでの作り声とは違い、男らしい野太い地声でキリコがチッと舌打ちをした。

「キリコ、うちね、そういう店じゃないから。普通の漢方薬局だから」

　甲田が額に手を当てて渋い声で言う。

「ケチね。コラーゲンドリンク箱買いしてるんだから、潮ちゃんのお尻ぐらい撫でさせなさいよ。減るもんじゃなし」

「減るんだよ」

「はあ？」

「潮くんに限らず、身体や心ってのは他人に無茶に触れられて、それに慣らされたら、すり減っていくようになってるんだよ。──と、俺は思うんだよね。だからうちの可愛い潮くんにはお触り禁止」

　そのやり取りを聞いていた客たちが、それぞれの話を止めて「愛されてるな～」と潮を見つめた。変なところで目立ってしまい、潮は赤面する。

「ふむ。全方向に愛されモード発動最終兵器なうちの不ふ肖しようの孫息子を、これからちょっと叱りつけるので、みんなはそろそろ帰ってくれんかのう」

　赤くなった潮を見て、どっと笑いだした客たちを見回し、聖が告げた。

　途と端たん、あたりがしんとする。

「ばあちゃん、俺、なんか怒られるようなことした？」

　おそるおそる尋ねる潮を、聖が下から睨み上げて口角の両端をきゅっと上につり上げた。唇は笑みの形だが、目は笑っていない。

　聖は無言で「悪魔な目つきで口元は微び笑しよう」のまま潮を見ている。なにも言われないことが、かえって怖い。室内の空気があっという間に固まった。キリコが「うん。じゃあまた明日」と口火を切り、そのあとに客たちがばらばらに暇いとまを告げて店を出て行った。
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「ついて来い」と聖に言われ、おずおずと二階へ上がる潮である。チラリと甲田を振り向くと「まあ頑がん張ばれ」というように鷹おう揚ような笑みで、いなすように手を振って見送ってくれる。甲田の救いの手は、今回は望めなさそうだ。

　二階の部屋の手前で、唐とう突とつに聖が停止する。

「ちょ……なんで」

　前につんのめった状態でそう口走った潮に、聖は唇くちびるに人差し指を押し当て「静かに」と小声で告げた。

　ふすまがほんの少しだけ開いている。その三センチほどの隙すき間まから、中を覗けと、聖が手振りで指図する。

　なんだろうと隙間に顔を近づけると、見慣れた和室の中に──異次元が広がっていた。

　六ろく畳じようしかないはずの部屋は、どこが上か下かもわからないような、漆しつ黒こくの空間へと変へん貌ぼうしている。

「これ……？」

　聖を見ると「呪禁のワザで、別の空間につなげた」と、聖が小声で返す。

　なんでまた、と聞こうとした言葉が舌先で丸まってしまったのは──視線を戻したその亜空間の端はしに、ひとりの少女の姿を認めたからだ。

　──トキ？

　どこか宇宙空間にも似た、果てのない闇やみの中、白い姿がひらひらと舞う。

　踊おどるのは、トキという名を持つ少女。

　トキはダンサーとして世に知られながら、ランダ女神を身の裡うちに抱え──いまの世に降り立った現あら人ひと神がみとして、聖から特訓を受けている。

　茶色の長い髪がふわりと流れる。白い腕がしなやかにしなり、回転する。重たい花をつけた植物が風に揺ゆられて頭こうべを垂れていくように、トキの上半身がぐらりと倒れる。

「あやつは目を離すとすぐにこれだ。どいつもこいつも手がかかるわっ」

　聖が目をカッと見開き、ふすまを荒々しく開けた。

「踊るな！　それじゃあいつまでたっても、おまえに女神の制せい御ぎよなどできんわっ」

　一いつ喝かつされてトキが動きを止める。

　心の奥まで透すかし見るような澄すんだ目で、眦まなじりをつり上げて聖を睨み返す。迫はく力りよくに押され、睨まれたのは自分ではないのに、潮は鳥肌を立てた。

「じゃあ、いつになったら私は踊れるの？　踊れないダンサーなんて、ダンサーじゃない」

「おまえが自分の身体と魂たましいを、ちゃんと制御できるようになったらじゃ。いまのまま本能剝むき出しで踊れば、前と同じこと。バリのランダ女神がおまえのすべてを乗っ取り、ランダに付き従う雑霊たちが周囲を徘はい徊かいし、人に取り憑く」

「それは……」

「サキと同じに、人鬼になる輩やからが増える。そうやってこの世界を人鬼だらけにして、冥めい界かいが現実を浸しん食しよくしてしまったら、あの世もこの世もなくなるわな。そうなったらなにを踊ったところで、誰も見てはくれまいよ」

　聖がスタスタと近づいてトキの前に立ち、見上げる。しぼんだ老婆だが、漲みなぎる気迫が違う。トキも相当だが、聖はそのさらに倍以上の存在感。

「観客のいないステージで踊るのが好きなら、それでもいいが。おまえは違うじゃろう？」

　トキが唇を結び、むっとした顔になる。言い返したいけれど、言い返すための言葉がないから押し黙るという沈黙。

「自己顕けん示じ欲よくの塊かたまりさ。トキの踊りは『私を見て。認めて。跪いて』という叫びじゃ。おまえ自身がそれを知っている。そうじゃなきゃ、ランダ女神はおまえには取り憑かぬ」

「──悪いの？」

　低い声でトキが問う。

「いや。悪くない。それが唯ゆい一いつではないが、そういうダンサーがいるのもよし。ただし、どこまでいっても『私を見て』だというのなら、見せる自分を磨みがいて、見せ方も制御しろっていうだけのことだ。取り憑かれて踊り狂くるう女が人目を惹いたとしても、それじゃ一時しのぎのお慰なぐさみ」

　聖はトキの背後へと回る。

「おまえの骨はここ、脊せき椎ついはこれ。この椎つい骨こつのすべてを意識して動かせ。──糸が天界から降りてきて、おまえをつり上げているのだと思え。ここの筋肉のたるみはなんだ？」

　指で首筋に触れ、その下へと背筋を辿り、リズミカルにトキの背筋を確認しながら聖が注意する。

「わしはここで、黙って天につられて停止していろと命じた。動けとは言うとらん。そもそも、無我夢中になれば素す晴ばらしい踊りができるなどと思うな。それができるほどおまえの芸は完成されておらんわ！　自惚うぬぼれるな」

　吐き捨てるように聖が言うと、トキがうつむいて唇を嚙みしめる。耳じ朶だが桜色に染まっているのは、怒いかりで血がのぼったせいか。

「でも私はダンサーなのよっ。ダンサーでいたいの」

　血を吐くような叫びが零こぼれた。しかし聖はしれっとした顔でやり過ごす。

「くだらん。ダンサーでいたい？　くそつまらん。それはあれか？　プライドとかいうやつか？　プライドなんてものはな、己を知って、己を制御できて、はじめて持つことを許されるものじゃ」

「あなたになにがわかるのよ。だってあなたは呪禁師じゃない。ダンスのことなんてわかっちゃいない」

「そりゃそうだ。だが、なにもわからんままでも観客はおまえを見抜くさ」

　聖がトキの背後で、冷たい一瞥を向けて言い放つのを潮は黙って見ていた。

「神に取り憑かれている程度では無理じゃ。神を乗りこなすぐらいになれなければ」

　トキは聖に背を向けたままキッと前を睨み据えた。瞳に涙の膜が張る。だらりと両手を垂らし、握にぎりしめた拳こぶしが小こ刻きざみに震えていた。

「どちらにしろ、おまえの新東京でのステージは語りぐさになっとる。慌てないで次に備えれば……」

「語りぐさっていったって、謎の事故が発生してステージが大破したっていうことしか記憶に残ってないじゃない。私のダンスにはなんの評価もなかったし、映像化にもストップがかかった。あれじゃあ、私のキャリアにはならない！」

「バリ島の女神が取り憑いて出現し、魑魅魍魎が溢あふれ返って、群衆が互いに殴りあうような姿を映像として発表したいというなら、そうすればいいが、なんの意味が？」

「それは……。だから私はそういうことにならないようにって、呪禁師では随一と言われる『中沢家』に警備を頼んだのに、あんなことになったのはあなたのせいじゃないっ」

　悲鳴のようにトキが叫ぶ。聖はため息をつくと、潮を指さした。

「わしのせいじゃない。潮のせいじゃ」

「お、俺？」

　突然向いた矛先に、潮は目を瞬く。

「悪いことや失敗は、すべて潮のせい。うまくいったことはわしのおかげ。それが中沢家の家風。罵るのなら潮を罵れ。罵らないと腹の虫が治まらないんだろうよ。うまいことに、蟲は、潮の専門じゃ」

　腹の虫。疳かんの虫。虫の知らせ。実際、人の中には見えない虫が巣くっていて、人の感情を左右している。それを見てとって、操るのは潮のワザのひとつ。

　そのためにここに連れてこられたのかと合が点てんする。潮の修行として。さらにうまくいけばトキの機嫌も直る。

　聖とトキのあいだの空気が冷えて固まる。トキは、冷れい却きやくビームを放射するような視線を潮に向けた。潮は、この場に自分がいることがいたたまれなくなった。

　けれど──潮の存在を認めた途端、トキの背筋がすーっと伸びる。小さく萎しぼんでいた花が水を吸って生き返るかのように、トキはしゃっきりと顔を上げた。

　凜りんとした花が、その場に咲いた。トキという花が。

「どこまでも高たか嶺ねの花気分だ。人がいれば咲く」

　聖がひっそりと言い、トキの背中から離れて前に立つと、トキが高慢な目つきで聖と潮を見返す。見られた潮の胸が弾けて痛むような、火花の散る視線だった。

「まあいいか。そんなおまえだからランダ女神が憑いたんだ。──どうでもいいが、とにかくその神を乗りこなしてみせるまで、踊るな。雑霊が飛んで、まわりが迷めい惑わくするわ」

　トキは無言ですいと目をそむける。聖の指導に対しても、己を曲げないトキはたいしたものだと思う。潮には真ま似ねできない。

「ばあちゃん、俺はまだ……」

　口ごもった潮の台詞の残りを、聖のひと睨みが封じた。

　言い訳無用。とにかく、やれ。

　自分自身の蟲の制御はできるが、他人の蟲についてまでは見分けるのがまだ不得意なダメ呪禁師なのにと、内心で弁明し──どこまでも弱気な自分にため息が出そうになる潮だ。こんなことじゃいけない。

　呪禁師の先輩であり、師匠としての聖の命めいは絶対だった。

　潮はトキの様子を探さぐる。

　──あれ？　見える。

　見えるというのは語ご弊へいがある。

　実際の目が見ているというより、心しん眼がんが感じているといった感覚。

　虫の居所が悪い。トキの中に巣くう虫が、もぞもぞと居場所を求めて動き回っているのを感じる。虫たちはトキの自じ尊そん心しんに寄りかかりたいのに、魂の中で、その部分が少し欠かけている。

　──トキさんは自信がなくなってる？

　それで苛いら々いらして、怒りをぶつける。

　どこまでいっても高飛車で、怒っている様子は強気にしか見えないのに──トキの内心は傷ついて、怖おじ気けづいているのだと気づき、潮は驚く。

　──でもどうやって、他人の中の虫の居場所を移動させろっていうんだよ。それって習ってないよ？

　戸惑って、なにか指示でもくれないだろうかと、懇こん願がんする気持ちで聖を見たら──聖が大仰なため息をついた。

「潮は潮で、なんでもかんでも『他人を見て。他人を認めて。他人に跪く』じゃ。トキと潮を足して割ったらいいあんばいじゃろうに、世の中はうまくいかん」

「ばあちゃん……あの……」

「おまえらふたりともに、わしはもう、教えるべきことは教えておるわ！　ふたりともわしに習ったことをちゃっちゃと復習するこっちゃ。なんだかわしも疲つかれた。出来の悪い子ばかりじゃ、今日は解散！」

　聖の片手がひらりと翻ひるがえり──暗黒の広い空間が、茶ちや巾きん絞しぼりのようにきゅっとすぼめられ、すぼまった一点に向けて収縮して、暗闇が吸いこまれていく。

　次の瞬間には、いつものレトロな和室が目の前に広がっていた。
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　トキが帰って──聖が寝ついてからも、潮は眠れずにいた。

　考えているうちに目が冴さえてきて、睡すい魔まは訪れてくれそうにもない。努力しているつもりなのに、なにも実らない。走ろうという気持ちはあるのに足踏みしている。

　トキの焦あせりは、それを盗ぬすみ見た潮もまた共鳴できるものだった。

　掛け布ぶ団とんを跳ね上げてがばっと起き、鳴瀬に渡されたびいどろ珠を出してきて覗き見る。

「弱いものは不要なのか？」

　びいどろ珠は応じない。

　潮の中にも答えはない。

　鳴瀬に言われた台詞が脳内で反復される。トキが泣きそうになりながら聖に訴えていた姿に同調し、切なさや不安で胸がいっぱいになる。

　──怒れるだけ、トキはすごいな。

　潮は──努力しても到達できない自身が不安で、悲しくて、縮こまりはじめている。いっそトキのように怒れば、不安も払ふつ拭しよくされるのだろうか。

「悩んでても仕方ない、か」

　才能のない自分にあるのは努力だけだ。

　自分の中にいる虫たちの所在を探り──脳内にイメージする。

　居い心地ごこちのいい場所を提供する。不安にならないような場所。柔やわらかな座り心地のソファ。いままで自分が努力して得てきたものを基き礎そにして「頑張って、できたことだってあるんだし」と自分を鼓こ舞ぶし──。

　どうにか自身の虫の居所を保持できるようになったのは、もう、夜が明けて空が白しらみはじめた頃だった。窓の外が明るくなり、手のひらで握りしめていたびいどろ珠は潮の体温で温ぬくもっている。

　今日もまた鳴瀬にしごかれる。自分にあるのは体力だけだし、少しでも寝てから出向こうと、潮は、びいどろ珠を握りしめたまま布団に横になり、目を閉じた。
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　修しゆ行ぎようは続くよどこまでも。

　少しでも前進していればつらくはないが、なんの進展もなく、ただじりじりと時間だけが流れているようで焦しよう燥そうにかられる。しかもそれは潮うしおが無能なせいであって、教えている鳴なる瀬せのせいじゃないとわかっているから、よけいにつらい。

　本日の修行場所は、山の麓ふもとの樹海。現地集合と言われて地図を片手に向かった潮は、迷いながらどうにか必死で指定された場所へと辿たどりついた。

「……って鳴瀬さん、それ」

　鳴瀬は背後に魅も鬼この団体を引き連れ、腕うで組ぐみをして待っていた。

　雑ざつ霊れいたちが集まってできた鬼の一種──魅鬼は、それぞれに独自の形を持っていて、人に襲おそいかかる。さらにはもっと高次の、人の霊気が固まったものもちらほらと見える。

　背筋を伸ばしてこちらを睨にらみつける鳴瀬は、なぜか豪ごう華かな刺し繡しゆうを施ほどこしたマントを身につけ、腰に剣を差していた。

　──魔ま王おう!?

　鳴瀬はときどき、コスプレかというような出いで立たちで現れる、独自のファッションセンスの持ち主だ。
















　霊気が潮に向かってどっと放出される。吐はき気けがこみ上げてくるような腐ふ臭しゆうも漂ただよう。

「これぐらいの物量があったときはどうするのか、お手並み拝見」

　片手を挙あげて、鳴瀬が楽器を弾ひくように指先を動かすと、すべての指から百を超こえる量の糸が伸びていく。伸びた先には魅鬼たち。

「これみんな、鳴瀬さんの遣つかい魔まってこと？」

　潮は飛んでくる漆しつ黒こくの塊かたまりを片手で撥はねのける。ジュッという音と共に腕うでの皮ひ膚ふがただれる。

「弟で子しを取ったつもりが、人の形をした、たまにしゃべることもある置物を手に入れただけだったとは思わせないでください」

　ピシリとした声こわ音ねが、魅鬼たちと共に潮に降りかかった。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんは、聖ひじりに言われ慣れている身に沁しみたりしない。沁みてしまうのは、そこまで「言わせてしまっている」己おのれのふがいなさ。

　跳ちよう躍やくし、次々と襲いかかる魅鬼たちを振り払った潮は、意識を集中してコの蝶ちようを解き放つ。蒼あおい蝶が雲うん霞かのごとく噴ふき出て、魅鬼を囲む。

　潮は魅鬼の集団の足止めを蝶にまかせ、ウ歩ほで違う次元の籠かごを編あむ。印いんを結んで合がつ掌しようし、足を踏ふみ出す。すり足の独特のステップ。

「天てん蓬ほう、天てん内ない……」

　低い声でつぶやくと──別次元への入り口が開かれた。小さな綻ほころびのようだった闇やみが拡大していき、光景を黒く塗ぬりつぶして変化させる。

　巨大化した暗黒が魅鬼たちを包みこみ、漆しつ黒こくの風ふ呂ろ敷しきを上からかぶせたようになり──蒼い蝶たちが一いつ斉せいに羽ばたいて空の色を変えた。

　黒い影に包まれて、魅鬼の一群がしゅっと消失する。

　次に──と振り返った別の一群には、もうすでに潮のコが襲いかかり、その動きを止めていた。

　──俺おれ、やれてるんじゃないか!?

　スムーズに進んでいることに、つかの間、気持ちが上向いた。以前ならばここまでひとりでスピーディーに処理できず、集中するのに時間がかかって、聖や鳴瀬の手を借りていたのに、今日はひとりでなんとかできている。

「じゃあ、次のステージにレベルアップですよ。はい、これ」

　と、鳴瀬がひらひらと手を閃ひらめかせれば、手首に巻まかれた呪じゆ具ぐのブレスレットが瞬またたいて光る。すると地面のあちこちで、もこりと土の山ができ、そこから泥どろまみれの腐ふ敗はいしたような人ひと形がたがむくむくと湧いて出てきた。

「な……んですか、これっ」

「ゾンビと呼ばれるようなものかな？　ぼくのワザは呪じゆ禁ごん師しの中でも邪じや法ほうだと、前から教えてるでしょう？　クグツ遣いは人にん形ぎようを遣う。ということはこんなふうに死体たちもクグツとして遣えちゃうんですよ」

「ちょ……無理。無理っす。だってそんなの攻撃できない」

　大きく首を横に振る潮を、鳴瀬がキッと睨みつけた。

「だからさ、いつも考えろって言ってるの！　どこまでならばコにするか。どこからならば消しよう滅めつさせるか。数の問題なのか。対象が問題なのか。人の死体が操あやつられたら壊こわせない？　生きた人に霊が取り憑ついたものはコにできるのに？　そういうの──がっかりですよ！」

　鳴瀬が両手をうねうねと動かす。合わせてゾンビたちがゆっくりと潮へと近づいてくる。

「自分の中で基準を決めてないから、応用がきかない。潮くんは人形より質たちが悪いね。人形は少なくとも見た目が綺き麗れいだからね」

　どうせ俺は残念な見た目だよ──と思っても言えない。言えないが、鳴瀬の場合は、押し止とどめた内心の声も察知する。

「言い返しもしないような子は、もういっそ人形になってしまえばいいよっ」

　いきなりそう言い放ち、鳴瀬が呪文をつぶやいて印を結んだ。

「……え、なに!?　わ」

　人と人のあいだにつながる縁えんの糸。それを操ることができるのもまた、呪禁師のワザである。鳴瀬は潮とのあいだに結ばれた縁の糸を指にからめて巻き取った。

　鳴瀬の指が蠢うごめくごとに、潮の手足の自由が奪われ──鳴瀬の糸に操られる。

　潮の腕がぎくしゃくと動く。前に進むつもりはないのに、膝ひざがつり上げられ、膝下がぶらりと揺ゆれて、一歩ずつ前へと進みだす。

　動きたくないのに手が自然と印を結び、唇くちびるが呪文の言葉をつむぐ。

　四方へと向けて踊おどる足取りでウ歩を刻きざみ、祈いのりを捧ささげ──四角くこの場を封印し、浄じよう霊れいと解放の呪文が喉のどから絞しぼられる。

　緩かん慢まんな動きで両手を挙げて近づいてきた死体が、潮が敷しいた封印の場に巻き取られてくるりと反転する。

　ぶ……ん、という低い唸うなりが空気を震ふるわせた。

　鳴瀬に操られて動くゾンビたちを、やはり鳴瀬に操られている潮が足あし蹴げにし、倒れたゾンビを力ワザで土へと押し返す。

　ゾンビの胸に手を押し当てると、ずぶりと腕が埋うまる。言いたくもない呪文を舌が唱となえ、潮はゾンビたちを地面へと押し倒す。

　腐敗臭が潮を取り巻き、虚うつろに窪くぼんだ眼がん窩かはなにも映うつさない。

　──嫌いやだ。

　ゾンビを土に返すことや、ゾンビに触ふれることより──自身の体たい軀くが他人に乗っ取られる、その感覚が薄うす気き味み悪かった。意志とは別に身体からだが動く。

　だが、だからこそ潮はいま的確な呪文を唱え、計算された動きでゾンビたちを土に返しているのだともわかる。

「どうせ潮くんみたいな甘ちゃんは、死体が相手なら破は壊かいできないでしょう。だったら咄とつ嗟さにどうしたらいい？　土に返して封印しちゃうしかないでしょ。魂たましいとやらはもうこの肉体には宿ってない。誰にも知られず事故死、もしくは自死した人びとだ」

　樹海を指定したのは、この骸むくろたちを動かして潮の反応を見るため？

　いつも鳴瀬はひどいことをしてくるが──今回の修行も、ひどい。

　鳴瀬の操りを解除しようとすると、腕や足がじんと痺しびれて痛みだす。撥ねのけられずに好きなように動かされる。

「どう動くかを教えてあげているだけですよ？　ね？　頭を使わない潮くんのために──心にも頭にもいまだ芯しんができていない、甘ちゃんな潮くんのためにね！」

　苛いら立だちと悲しみが同時に湧き起こる。勝手に人に操られるのは苦しく、つらい。そうされないと動けない自分の未み熟じゆくさが悲しく、腹立たしい。

「鳴瀬さんっ」

　わけもわからず動きまわらされているうちに、周囲のゾンビたちはみんな土に押し返されてしまっていた。こんもりと盛られた土だけが残っている。

　あっという間の出来事だった。

「解除しましたよ。──操られてなら、戦いながらも四方を清めて封印できるんだから、本来、きみはそれを自力でできていいはずだ。きみの能力値なら、さほど時間もかからないはずなんですよ」

　そう言いながら鳴瀬がもう一度大きく手を閃かせると、圧あつ迫ぱくしてくる力がすっと解け、自由に身動きできるようになった。

「なのに自在に動けなかったり、集中するのに時間がかかったりするのは、普段の自分の軸じくを保たもててないからでしょうかね。意志が強そうで意志がない。自分を持っていそうで、潮くんの中の自分ってのが脆ぜい弱じやくだ」

　鳴瀬の叱しつ責せきを、肩かたを落として聞く。

　努力はしているはずなのに、一向に花開かないのは努力の方向性が間違っているから？　無む駄だにあがいているだけなのか。操られたらこんなに簡単に動けることが、どうして自分ひとりではできないのか。

「呪禁ってのは精神力バトルな部分もありますからね。ぼくに操られちゃう時点で、きみ、弱すぎるよ。次はどうでもいい場所で潮くんのこと操って、死ぬほど恥はずかしい目に遭あわせますよ？　勝手に婚こん活かつさせてプロボーズさせたり～」

「やめてください」

　涙なみだ目めになる。鳴瀬なら、本気でやりそうで怖い。

　ふと見み下おろした盛り土に向かい──潮は手を合わせ、跪ひざまずいて合掌する。

　ゾンビたちからは悲ひ哀あいの蒼いオーラがけぶるように生じていた。静せい寂じやくさの中に邪じや気きが漂い、黒い瘴しよう気きが蒼いオーラと重なっていた。

　だから跪かずにはいられなかった。あらためて盛られた土に向かい、今度こそ安らかに休んでくれと、祈りを捧げずにはいられなかったのだ。

「それが──潮くんの意志ですか。本当にきみは甘ちゃんですよね」

　鳴瀬が鼻を鳴らし、嘆たん息そくする。

　それでも鳴瀬はポケットから一輪の花を取り出して、土山の上にそっと置く。

「なにもしないよりはマシでしょうよ。眠っているところをお邪じや魔ましました」

　軽く一礼してから「ぼく、花を背せ負おって立つ的な演出もかかせないから、常に花を持ち歩いてるんですよね」とつぶやいて、跪いたままの潮を見下ろした。

　たとえもう魂のなくなった肉体だとしても、壊したくはなかったという潮の意志を鳴瀬はちゃんと見てとって、咄嗟に「そう」して彼らを封印してくれた。

　その判断が瞬しゆん時じにできるかどうかが潮のいまの問題ということ？　頭を使っていないとはいつも言われる。心に芯ができていないから呪文もうまく乗らないのだと怒られる。

「ぼくならきっと、全部破壊して終わりですけどね。潮くんは修行をしていけばしていくほど迷いどころが増えていき、いまや魅鬼一体ですら退治しきれないという、なんだか不思議なパターンですね。頭を使ってないっていうより、もしかしたら足りない頭で考えすぎてる？」

「すみません」

「謝罪のかわりに聖さんの愛をください」

「それは……俺の一存では」

　するすると滑なめらかな鳴瀬の舌の動きに辟へき易えきし、潮はうつむいて考えた。

　──ぶれない意志を持つこと？　俺にとってのぶれない意志ってなんだろう。
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　鳴瀬にしごかれて帰宅すると、すっかり夜になっていた。常連客たちはさすがにもうおらず、店を閉めると一気に静寂が訪れる。

　疲つかれが身体に染しみつき、潮は自分のふがいなさに落ちこんでいた。

「──潮くん、甘いもんでも用意しようか？」

　そして甲こう田だは、いつでも潮の気配を自然に察するのだ。オヤツなんて勧すすめたりしない時間帯に、そんな台詞せりふ。

　不思議だ。潮が呪禁のワザで、人の中に巣くう虫の気を探さぐって相手の感情を読み取るのより、甲田や、キラク堂の常連客のみんなのほうが、潮の気持ちを読み取ることに巧たくみなのだ。

　──笑わせてくれたりするあれも、みんなの優しさだよな。

　いじられるのは困るが、かまってもらっていることで、元気ももらっている。

「なんでみんな、あんなに優しいのかなあ」

　ぼんやりと潮がつぶやくと、甲田が小さく笑う。

「それは、潮くんが優しいからだよ」

「俺？」

　思いがけない返しに、潮はきょとんとした。

「世間的相場もよくはわからんけどさ。みんなに優しくしてもらってるなってことがちゃんと自覚できる十六歳ってのは、かなりいい少年だと俺は思うな。聖さんや俺やみんなの育て方は間違ってなかったよな。な？」

　目元に穏おだやかな笑いじわを刻み、甲田が慈いつくしむような目で潮を見つめる。そんな目をされたら、なんだか泣きたくなる。

「あのさあ……俺、頑がん張ばっても頑張ってもできないんだ」

　ふと、愚ぐ痴ちが口をついて出る。

　なにについて「頑張ってもできない」かは言わない。

　甲田は、聖や潮の裏うら稼か業ぎようである呪禁とは無関係な立場で生きている。キラク堂という表看板を引き受けて、面倒ごとをすべて背負っていながら──聖と潮の裏の仕事については、一切、口を出さなかった。

　聖がどうしても潮を連れて行けない仕事を請うけ負おったときには、幼かった潮の世話をしながら、キラク堂の留守を預かってくれた。

　潮にとっては甲田は父親代わりであり、兄でもある。

「向いてないんだと思う。もともとの才能がないんだと思う。なのに頑張れって言われても──頑張ってるのに、これ以上なにしたらいいのかわかんない」

　だから弱音を零こぼしてしまう。

　潮が「できないでいた」様々なことを、甲田は身近で見守ってくれた。読み書きをはじめとした勉強や日常生活のあれこれを、そばについて、教えてくれた。

　潮の失敗のほとんどを近くで見て、その上で励はげまして、できるようになるまで辛しん抱ぼう強く指導してきてくれた甲田だから──零れてしまった泣き言。

「頭悪いんだと思う。だからそのぶん、身体からだでどうにかしようと思って……そうしたら動けることは動けるようになったんだけど、でも、それじゃあやっぱり駄だ目めみたいで……」

「向いてないなら、やめちゃえば？」

　さらりと言われて絶句した。

「え……」

「──って言われて、うんそうだね、って自分で納なつ得とくできないなら、もしかしたら向いてるのかもしれんよ？　どんなことでも強くそうありたいって本人が願うなら、完全に『向いてない』わけじゃない。やめたいと思わない限り、向いてるような気がするな」

「やめたいと思わない限り？」

「一般論で言うと、スポーツやら芸術ってのは、たしかに適性はある。でも、潮くんはいま、身体でどうにかしようと思って『できた』って言ったろ？　だったら不向きってことはないんだろうし。あとはもう、潮くんの根性次第かな」

「そう……かな」

　やめてしまえと言われたとき──心に杭くいを打たれたみたいな衝しよう撃げきを感じた。

　呪禁師じゃない自分なんて想像がつかない。それ以外になにができるかなんて考えたこともないぐらい──呪禁のワザは潮の中で身に染みていて──。

「とりあえず、やめちゃえばと言われてもやめようかと思えないうちは、努力しなさいってこと。まだ頑張れるんだろ？　十六歳のその小さな頭で、いろいろ考えて努力するといいさ」

「小さな頭は余計だよっ」

　わざとむくれた顔をしてみせたら、甲田が潮の額ひたいを軽くこづいた。

「なんか……うん。ありがとう。まだ頑張れる気がしてきた」

　努力の方向性は不明のままなのだが、萎なえた気力がまた湧いてきた。

「そうか」

「ちょっと──走ってくる」

　そうしたら、いてもたってもいられなくなった。なにかしなくちゃ気がすまなくなって、せめて身体を鍛きたえておこうという気持ちに──。

　くるりと向きを変えて扉とびらから出ていく潮の背中に、甲田の声。

「……って、おい。最近物ぶつ騒そうなんだから、とっとと走って最短で帰ってこないと、捜さがしに行くからな？」

　熊くまみたいな巨体なのに、なんでこんなに世話好きで気配りの人なのかなと、ちょっとおかしく思いながら店を出る。

　ゆっくりと走りだし、次第にスピードを上げる。身体に纏まとわりつく秋の夜風が、いまの潮にはちょうどよかった。

　三丁ほど走って角を曲がったところで──ふらふらと歩く挙きよ動どう不ふ審しんな男を見つけた。

　妙みような気配に、潮は走るスピードを緩ゆるめる。男は道の幅はばいっぱいを使い、右に左にと蛇だ行こうして歩いている。

　──酔よっぱらい？

　そこへ道の反対方向から、女性の三人グループがやって来た。

　途端、ゆらゆら歩いていた男が走りだし、女性のひとりへとつかみかかった。

「きゃ！　なにっ!?」

　悲鳴があがったのと同時に、潮の身体が反応する。

　駆かけていき、男の首根っこをつかんで女性から引き剝はがすと、腕をねじり上げる。

「ぐ……が、が」

　男の口元から白い唾だ液えきが泡あわとなって零れる。目の焦しよう点てんが合っておらず、明らかに異常だ。強くつかみすぎたかと、怯ひるんで力を弱めると──男が、潮の手から抜け出ようとした。

　普段の鍛たん錬れんの賜たま物もので、潮は無意識のまま手刀を相手の首筋にかましてしまう。スタンと小気味よく決まって、男の身体がくたりと落ちた。

　──黒い、糸が？

　崩くずれるように倒れた、男の手足にからまる縁の糸が、黒く光った。人のあいだにつながる縁の糸が、緊きん急きゆう時じに「見えて」しまうのは、呪禁師の潮にはままあること。

　けれど「黒い糸」というのは珍めずらしく、思わず目をこらしたら──糸がふいに溶とけて、消えた。

「え？」

　潮は固まり、つかの間、虚こ空くうを見み据すえる。

　そんな潮を見て、女性たちが怯おびえて固まっている。

「き、気絶させただけなので……あの、警察を呼んでもらえると……」

　潮は慌あわてて道ばたに倒れた男のそばに片膝をつき、脈みやく拍はくを確認してから、女性たちに頼たのんだ。ひとりがハッとしたように携帯を取り出し、警察へとコールした。
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　本来ならば潮も警察に向かい、事情聴取に応じるのが筋だと思う。けれど警察官の到着と共に、たまたま潮の携帯も鳴り、心配してかけてきた甲田に『なにやってるんだ。早く帰ってこい』と言われてしまったため──。

「甲田さん、地元の警察の人とも仲良しなんだ。顔広いな」

　痴ち漢かんに襲われた女性たちを助けて、警察の到着を待っていてうんぬんと説明したら、甲田が警察官の名前を聞いてきて『この携帯に、キラク堂の甲田だけどって伝えて、出てもらって』と言われ──そのあとは、携帯越しでの警察官と甲田とのやり取りを経へて「後日、参考までに話を聞くとして、今日はもう帰っていいよ」と放ほう免めんされた。

　気になったのは、警察官が「最近、こういう事件が多くて」と告げたこと。

　このあいだ見たニュースでも取りざたされていたが、さっきの黒い糸となにか関係があったりするのだろうか？

　黒い糸のことや、甲田の顔の広さについてぼんやりと考えながら、潮は走って来た道を再び走って帰る。

　全速力で戻らないと、甲田の眉み間けんに深いしわが刻まれてしまう。

　すると──今度は気配もなく、背後から頭になにかが飛びかかってきた。

　──なんだ？　魅鬼？

　いきなり頭に重みがかかり、なにかの足か手か、よくわからないものが潮の髪をわしづかみにしている。

　慌てて頭に手を当てると──ふわふわの毛の感かん触しよく。しかも、続いて頭上から響ひびいてきたのはゴロゴロという猫ねこが甘えるときにあげるような喉声で──。

　邪じや気きはなく、殺意もないから油断した。油断したからといって、潮に気け取どられずに頭にのしかかってくる生き物って、いったい？

　咄嗟に両手で頭から引き剝がし、目の前に掲かかげる。

　ずしりと重たい──巨大な猫──に似た犬のような謎なぞの獣けものがそこに。

「ちょ……気持ちいい手て触ざわり……って、なに？」

　一番似ているものは、たぶんライオンの子どもだ。しかもその幼よう獣じゆうに、ちゃんとたてがみをつけた形。子どものときからたてがみが生えているライオンっているのだろうか。

　立派なふさふさのたてがみに縁ふち取どられた丸い顔の中に、丸い茶色の大きな目。黒い鼻が濡ぬれて光っている。ちょっとだけぺしゃんこで、平べったくも見える顔立ち。
















　くわっと口が開き、鋭するどい牙きばが覗のぞく。大きめの前足が潮に向かってすんと伸び、逃にげられないようにと慌てて抱かかえこむと、その前足を潮の肩にかけて──くんくんと潮の匂においを嗅かぐ。

　見た目が可か愛わいらしすぎて、警けい戒かいできない。おまけに匂いを嗅いだあとで、甘えるように、ぺろぺろと潮の顔を舐なめ回してきた。

「く……くすぐったい。なに、おまえ？　なんなの？　どこから来た？」

　頭上を見上げても、こんな獣が降ってきそうな窓の開いた建物もなければ、樹木もなく──ただポッカリと白い月だけが浮かんでいる。

「まさか、月から落ちてきたわけじゃないし」

　さてどうしたものかと、愛らしい不審な獣にぺろぺろと顔を舐められながら、潮は途方に暮れた。
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「ただいま」

　小声でそう告げて、扉を開ける。店側ではなく、店舗裏の住居に直結する裏玄関からの帰宅。

「──早く帰ってこいって言ったのに、なにやってんだよ。警察とか痴漢とか」

　甲田は玄関先で、仁に王おう立だちして待っていた。心配して、ずっとここで潮の帰宅を待ち構えていたのだろう。

　が、小言の途中で、潮の抱えている物体に視線を留めて目を瞬しばたたかせる。

「なんか……拾っちゃって」

　潮に抱だかれているのは、頭上から降ってきた猫とも犬とも知れない生き物だ。にゃおとはひと声も鳴かないが、ごろごろと喉を鳴らすので、猫のような気もする。

　しかしたてがみがついているし、なにより大きさが通常の猫のサイズよりふたまわりぐらい大きい。

　まさか連れ帰るわけにもいかないだろうしといったんは路上に下ろし「帰り道わかるなら帰りなよ」と言って聞かせたのだが、どういうわけかこの獣は、潮の足もとに鼻を押しつけてしきりに匂いを嗅いだあとは、びったりと潮にひっついたまま離れなかったのだ。

　見捨ててひとりで帰ろうとしても、すぐ後ろをついてくるので──気持ちが折れて、抱き上げてしまった。

「人になついてるから、きっと飼われてたと思うんだ。首輪みたいなのはないけど。迷い猫いますっていうチラシでも配って、飼い主さんが見つかるまでうちで面倒見てあげられたらって……」

「面倒？　潮くんが？」

　眉まゆを跳はね上げて甲田が言う。

　甲田だからそれですんでいる。ここに聖がいたら「自分の面倒も見られないくせに、動物の面倒など見られると思うのか？」と皮肉られるに違いない。もしくは「動物の世話をするなら、もっとわしの世話をしろ。わしを労いたわれ」か。

「ちゃんと世話するから！　トイレとかご飯とか！」

「……その程度の世話は俺でもできるから、別にいい」

　少しの間をあけて、甲田がふわりと微笑ほほえんで言った。

「え？」

「飯でも食わすか。そいつはなにを食う生き物なんだ？　そもそも猫か？　狸たぬきとも顔が違うが犬でもなさそうだよな」

「いいの？」

　おそるおそる尋たずねると、甲田が苦笑する。

「連れてきちゃった生き物を、そのまま捨ててきなさいと言えるような俺じゃないって、潮くんなら知ってるよな？　聖さんには自分で言えよ？　それから迷い猫──猫……なのかわからんが、まあ動物預かってますのチラシも潮くんが作って配布すること。ちょっと見せてくれ。チビ、怪け我がしてないか？　チビ……じゃないけど、まあいいか。んで、コンビニで猫缶でも買ってくるか」

「うん！」

　勢いよくうなずいて、懐ふところを温めていたふわふわとした猫もどきをそっと床ゆかに下ろす。

　猫もどきは抵てい抗こうするでもなく素す直なおに下ろされ、悠ゆう々ゆうと周囲を見渡してから、甲田のもとに行き、潮にしたのと同じように匂いを嗅ぎ──喉を鳴らして、甲田の足を軽く前足で叩たたいた。

　自然とつられるようにして甲田が猫もどきに手を伸ばし、頭を撫なでる。猫もどきが目をとろんと細めて、んーっと伸びあがる。

「もふもふだ。やばい。可愛いな、チビ」

　ちっともチビじゃないが、チビという名前に決定してしまったようだ。

　甲田が潮に「留守番してろ」と言い置いて、コンビニで猫缶を買うために外へと出た。
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　気づけば甲こう田だはチビに夢中になっていた。もふもふな毛並みにメロメロである。

　ひと晩、潮うしおと共に寝て──高級猫ねこ缶かんを朝食に食べたチビは、どうやらそれがお気に召めしたらしい。ひとくち食べた途と端たん、軽快な足取りで居間の柱に突き進み、いきなり爪つめを研とぎだした。

「チビ……おまえは嬉うれしいと爪研ぎするから、やっぱり猫なのか？」

　目め尻じりを下げて見ていた甲田が言う。

「おいおい。でもうちの柱で爪を研いだら、あとで聖ひじりさんに怒られちまうから……って、おい、チビ？」

　チビの爪研ぎは猛もう烈れつだった。激しい爪研ぎ音が室内に響ひびき──見る間に木の削けずり屑くずの小山ができる。

「チビ？　おまえは嬉しがり方が豪ごう快かいなタイプなんだな」

　甲田が目を丸くし、潮もその傍かたわらで呆ぼう然ぜんとする。

　ふはん、と伸びをして満足したのか、チビはまた餌えさ皿ざらに戻もどり、高級猫缶の残りをおもむろに食べはじめた。

　潮と甲田は互いに顔を見合わせてから、いま一度、チビが削り取った柱を凝ぎよう視しする。

「甲田さん……チビはあまり嬉しがらせちゃいけないのかもしれない。ばーちゃんがたまたま留守だったからよかったけど、これどうにかしないと、俺おれたちすげー怒られるんじゃ？」

「だろうな」

　柱は、誰だれがどう見てもはっきりとえぐり取られていた。爪研ぎという範はん疇ちゆうではない。職人が意図を持って、カンナで五センチの深さのカーブを描えがいて削っていったかのような、絶ぜつ妙みような造形に変へん貌ぼうしていた。

「とりあえず、俺はチビの爪研ぎを買ってくるわ」

　しばしの沈ちん黙もくのあとの、甲田の結論。

「爪研ぎ？」

「毎日こんなことされたら、柱が脆もろくなってこの家が傾かたむく。チビに最適な爪研ぎを至急用意しなくちゃ聖さんに怒られる。削られた柱に関しては、あとで知り合いの大工さん呼んで相談するとして──潮くん、ちょっと聖さんの様子見てきてくれ。チビを見せる前に、迷い猫拾ったから預かっていいかって聞いて、言げん質ち取ってこい」

「ばーちゃんに？　いまから？」

「これ見せたあとだと、いいとは言わないかもしれん。聖さんのことだから、気にしない可能性もあるが、どっちかなんて実際に見せないとわからんし」

　甲田が真剣に言う。チビを手放すという考えは、甲田の中には欠片かけらもないようだ。

　チビはふたりの困こん惑わくなど頓とん着ちやくなく、猫缶を食べ終えると、リズミカルにこちらへと歩いてきて床ゆかに横たわり、喉のどを鳴らして見上げてくる。

　もふもふの毛皮が、でろーんと広がり、瞳どう孔こうが丸くなった茶色い目が潮と甲田を見つめ──前足を、グー、パーと、握にぎったり開いたりするようにして爪を出し入れしている。

　満足して甘えきっている姿が、愛らしい。

　大きいくせに、子猫みたいな顔つきで潮たちに頼たよりきってみせる。さらにはひっくり返って腹を出し、縦長に伸びてアピール。

　もふもふのお腹なかに引き寄せられたように、甲田と潮の手がそこに伸びる。毛並みに合わせて撫なでてやると、グーグーグーというような低い喉声。振しん動どうが手のひらに伝わる。

「可か愛わいいなあ、おまえ。猫じゃらしも買ってきてやるから、おとなしく留守番しててくれ。できるな、チビ？」

「甲田さん？　じゃらしたら、嬉しがるんじゃないの？」

　慌あわてる潮に、甲田が蕩とろけた笑顔で言った。

「だから爪研ぎも一緒に用意する。そこはまかせろ！　そのぶん、聖さんに関しては潮くんがどうにかしてこい！」
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　潮がチビを連れ帰って「うちで預かる」と言ったのはたしかだ。聖にも伝えるし、面倒を見るとも言った。

　──でもそんなこと言わなくても、甲田さんはチビのこと、外に戻してこいなんて絶対に言わなかったろうな。

　甲田さんらしいなと笑いながら、潮は聖のもとに、許可を取りに行く。

　聖はここのところずっと、トキを修行させている。自宅に連れてくることもあるが、なにせトキは芸能人だ。あまり頻ひん繁ぱんだと目立ってしまうので、キラク堂から離れた場所での修行も多々ある。

　そういうときはたいてい聖は、キラク堂には帰らず、外で連れん泊ぱくするのだ。

　潮自身も、泊とまりこみで聖にどやしつけられて呪じゆ禁ごんのワザを教えこまれた過去があり、場所は知っていた。

　鳴なる瀬せが迎むかえに来る前に、聖と会って話をつけておかなくてはと、急いでそこへ向かった。

　一見すると、古びた造りの洋風家屋。スペースだけは広く、一丁丸ごとが一いつ軒けんの敷しき地ちだ。だが、手入れされないまま荒れ果てた庭と、いまにも崩れ落ちそうな外がい壁へきゆえ、付近の住民からはいわくありげにお化け屋や敷しきと噂うわさされている。

　ちなみにその噂を流したのは聖だ。

　呪禁の修行中に、下へ手たに近所の人に立ち入られるよりはと、あえて悪い評判を立てたのだ。

　高い塀へいに囲まれた草ぼうぼうの庭。生おい茂しげりすぎて縦じゆう横おう無む尽じんに外壁を這はっている蔦つた。

　そこだけはどっしりとして、一歩でも足を踏ふみ入れると、もう二度と現世には戻さないぞと呪のろってでもいるような、立派で重じゆう厚こうな門戸と表玄関。

　さらにいえば、幼い潮が修行中にあげた本気の悲鳴や泣き声やらが、噂に尾ひれをつけた。

　実際、呪禁の修行のために異空間の闇やみを広げたり、魅も鬼こやらコを解き放ったりもしているので、うっかり一般人が覗き見したときに異い形ぎようのあやかしを垣かい間ま見てしまって、驚おどろいて逃にげ去ったりということもあった。

　一応は封ふう印いんの呪まじないを施ほどこしてあるので、一般人が敷地内に立ち入ることはできない。それでも、勘かんの鋭するどい人間には、魔ま的てきな気配が察知できるものらしい。

　そんな屋敷が解体もされず、立ち退のきも迫せまられずにこの地にあるのは──腕うでの立つ呪禁師である聖の顧こ客きやくに、財界や政界などの権力者が多いからだ。融ゆう通ずうをきかせてもらっている。

　潮には屋敷の封印は効きかない。けれど呪いをかけられた場ゆえ、門を一歩またぐと、軽い酩めい酊ていに襲おそわれる。

　視界が揺ゆれた。水みな底そこに沈しずみ、水面みなもを見上げているときのような、透とう明めいだけれど光景が歪ゆがむ感覚。境きよう界かいの見えないラインを踏み越えると、一瞬で揺らぎが立ち消える。

「ばあちゃんに、ここに来るって連絡しそびれたな。──まあ、いいか」

　トキが修行しているのだから邪じや魔ましないようにしなくてはと、いつも自分が教わっていた部屋を目指す。その部屋は家具もなにもない、フラットな空間だ。道場──あるいは、ダンスのレッスンルームのような広い部屋。

「お邪魔します……よ、と」

　小声で告げて、ドアを開ける。封印がされていないし、呪じゆ術じゆつの匂においも漂ただよっていなかったから、休きゆう憩けい、もしくは基本的なことを口で説明しているぐらいなのだろうと判断したのだ。

　だが──違った。

　そこにいるのは、トキだけ。

　トキはただ静止している。

　殺気はない。

　それどころか、人としての気配すら、ない。

　植物のように──あるいは森の奥に潜ひそむ野生の生き物のように──静かに佇たたずんでいる。

　静せい寂じやくが室内を染め上げていて、潮には声をかけることがためらわれた。

　トキは長い髪かみを結ゆい上げて、重たそうな花弁を持つ真しん紅くの花を挿さしている。レオタードを着て、足もとは裸足はだし。

　ほっそりした肢し体たいのせいか、一輪だけで咲いている、けなげで美しい花のように見えた。

「乙女おとめは神に似たり。神に似て地に咲き天に伸びたり」

　透明な声が響く。潮は、トキの歌声というのをはじめて聞いた。

　巫み女この呪術は舞ぶ踊ように宿る。舞踊は歌をきっかけにしてはじめられる。

　頭のてっぺんから氷ひよう柱ちゆうを突き立てて、地に釘くぎづけたかのように──トキは冷たく、まっすぐに立っている。冷えているのに、植物のごとき生気が芯しんに宿っている。

　──女神？

　人ではなく、大自然に寄り添そう波動を感じる。立っているだけのトキから、潮は目が離せなくなっていた。

　高く透すきとおる声は、波は紋もんとなって空気を震ふるわせる。

「乙女は魂たましいを捧ささげり。神は乙女の器うつわに水を注そそげり。土を盛り息を吹き込み火を注げり。魂を喰くらい罪を注げり。神は乙女を罰ばつせり。乙女は神に巻きつき神は乙女を抱ほう擁ようせり──」

　トキの身体が後ろへと反そり返る。ゆっくりとしなっていく身体は、雪の重みにたわむ樹木の枝と同じ。それからすべてを撥はねのけるように、トキの上半身がばねじかけになって跳はねる。

「抱擁せり──」

　女神の幻まぼろしが潮の目に映うつる。トキが舞踊を捧げた神が、すぐ近くにいる。

　ぞっとするような悪お寒かんが潮の全身を覆おおう。心しん臓ぞうが見えない手でつかみとられ──血を絞しぼられるような痛みを覚える。

　女神の手が供く物もつとしてトキを求め、まさぐっている。

　誰かに強引に抱だきとめられたかのように、トキはくるくると回転し、見えない誰かにしなだれかかる。

　そこには誰もいないのに、トキは明らかになにかに体重を預け、停止していた。

「乙女は──……」

　声が途と切ぎれ──トキの足が高らかに上がる。

　静けさでまとめられていた室内の温度が、突然上昇した。空気がトキの足で蹴り上げられて破は裂れつする。振り上げられた足が弧こを描き、同時にターン。

　それまで静かで怖おそろしいものだったトキの舞踊は、いきなり、躍やく動どう的てきな生への渇かつ望ぼうへと変化する。

　踊おどりたい。踊りたい。踊りたい。生きたい。踊りたい。

　トキの声が聞こえるような気がした。切なる願い。

　反応するように、潮の守り袋の中のオパール珠だまが熱くなる。

　踊りたい。踊りたい。生きたい。生きることが楽しい。苦しい。楽しい。

　跳ちよう躍やくし回転し跳躍し──つま先は一いつ瞬しゆんだけ床に触ふれ、刹せつ那な、すぐに反動をつけて空へと舞う。両手は飛ひ翔しようする鳥のように羽ばたいている。背中の肩けん胛こう骨こつがけなげに盛り上がる。

　──ここではないどこかへと向かって！

　視界の中で光が爆ばく発はつし、ハレーションを起こしたような錯さつ覚かく。

　潮の胸も熱くなり──こみ上がる熱量が、目から溢あふれて涙なみだとなって頰ほおに伝わる。

　トキはただ踊っているだけなのに、そのダンスは、生きているものすべてへの賛歌となって潮の胸を打つ。ずっと地中に溜たまっていたマグマが、噴ふん火かして放出されたようなイメージで、部屋の体感温度まで上がっている。

　トキは地につながれて、どろどろとしたマグマを溜めて、その混こん沌とんや怒いかりや悩なやみを留とどめたままで──天へと向かって──きっと、いつかどこかへと飛び立てる。

　ここではないどこかなんて、どこにあるの？　そんなことは知らないけれど。

「──だから、ちょっと目を離すとすぐにおまえはそうなる。それでは女神の器にはなれぬ。己おのれを捨てるのではなく、芯に保たもって──」

　不意打ちで潮の背後から、聖の声が降ってきた。

　気配なく潮の後ろに現れ、驚いて振り返った潮を一いち瞥べつすると「やれやれ」と言いたげに片かた眉まゆを上げて、スタスタと部屋の中へ入っていく。

　動きを止めたトキの前に立ち叱しつ責せきする聖に、トキが言い返す。

「女神を中に封じ入れ、その上で制せい御ぎよし、でも決して己は出さず、人の目は無視して──ええ、ええ、わかってるわ。耳にタコができてる。耳だけじゃなくて、脳みそにまでタコができてるらしく、寝ててもあなたに怒られる夢を見て、飛び起きるぐらいよ！」

　トキは聖に負けていない。聖もトキに気け圧おされない。

　小柄な聖を見み下おろすトキと、それを睨にらみ返す聖の後ろ、それぞれに龍りゆうと虎とらとを透かし見るような怒ど濤とうの迫はく力りよくが醸かもし出されている。

「脳に沁しみているのに身体からだや心には染しみこんどらんて、おまえはどれほど不器用なんじゃ。才能の欠片もないわな」

「な……なによっ。私にダンサーとしての才能がないっていうの？」

　聞き捨てならないことなのだろう。トキの形ぎよう相そうが変わる。怒っているが、それでいて不安そうでもある。

　トキの舞踊に関してのプライドは、ひび割れた土台の上に立っている。トキの心の中で、身体に巣くう虫たちが集つどって、ぷるぷると小こ刻きざみに震えているのが潮の目に見える。

　──虫が、不安がってる。

　思わず潮は二人のあいだに割って入った。

「そんなことないよ。俺……なんか感動して泣いたし！」

「──って、あなたいつからいたのよ？」

　ぎょっとした顔になってトキが言う。潮がこっそり見ていたことにまったく気がついていなかったようだ。それだけ集中していたのか。あるいは潮が、自身の気配を消すことに少しは長たけてきているのか。

「けっこう前から。トキさんが歌いだす前に来て──それで」

「歌いはじめ？　巫女踊りの奉ほう納のう歌かよね」

　潮が勢いよく頭を縦に振ると、トキが少し怯ひるんだ顔になった。

　話しているうちに、いまさっき見た光景がまた胸をつかみ、潮の目からさらに涙が落ちる。涙だけじゃなく鼻水も出てきて、ぐしぐしと鼻をすすってしまう。みっともないから、トキに引かれても仕方がない。

「奉納歌の出だしはいいんじゃよ。トキの巫女踊りは、女神を引き寄せて寄り添うところまでは完成されとる。じゃが、そこからいきなり、女神を放り出して欲望に忠実に踊りだすんじゃ。ランダ女神が大笑いして、勢いづくような踊りっぷりじゃ。あれでは制御できん」

　聖が冷たく言うが、潮は勢いこんで叫さけんだ。

「でも、俺は感動したんだ！　迷っててもなんでも、生きてくっていいよな、苦しいけど楽しいなみたいな、そういう気持ちになれて──なんか世界って綺き麗れいなんじゃないかって、そういう踊りだったよ？」

　鼻をすすりながら言うみっともなさは、この際どうでもいい。感動したことは伝えたい。

　弱って震えているトキの中の虫にも伝わるように。トキの手を取って、潮の中の虫が感受したエネルギーをトキの虫へと伝でん播ぱする。

「巫女踊りとしては駄だ目めなのかもしれないけど、俺は、ダンサーのトキさんに感動したんだよ。ばあちゃんは前に、トキさんは、人の目を気にしたダンスしかやってないって怒ってたけど、そんなことないじゃん。トキさんは俺がいること知らないのに、あんなにすごい踊りを踊ってたんだぜ？　さっき……トキさんは誰にも見られてなくたって、綺麗に踊れてた」

　潮は一気に言葉を逬ほとばしらせる。握にぎりしめたトキの手が細かく震えている。パワーをこめて虫に伝えると、トキの中の虫がざわめいて、大きく膨ふくらんだ。

　トキが目を瞬しばたたかせた。すると、トキの大きくて綺麗な目に涙が浮かび、水滴がぽろりと零こぼれ落ちた。

「……わ。ごめんなさいっ」

　泣かせたくて言ったわけじゃない。

　慌てて潮はトキから手を離す。

「俺は踊りのことなんて知らない素しろ人うとだけど、トキさんが本気出したらきっと、世界中のみんながひれ伏すって」

　なにか言わなくてはと、さらに言葉を連つらねると──トキが泣いた顔のまま怒りだした。

「本気出したらってなによ。私はいつでも本気よ！」

「あ……うん。ごめんなさいっ」

　トキに叱しかられて、尻尾しつぽを尻のあいだに挟はさむ犬なみにうなだれ、身体を縮こめる潮。それを見て、聖が低く笑った。

「我が孫ながら、天然でタラシよのう。鳴瀬に師し匠しようをさせてる甲か斐いがあるやら、ないやら？」

「え……なにそれ、ばあちゃん？　あ、そうだ。俺、ばあちゃんにお願いがあってここに来たんだ」

　鳴瀬の名前で我に返り、早くここでの用事をすませて、修行に出向かなくてはと思い出す。今日はなにをさせられるものやら。

「おうよ。なんぞ？　先に言うとくが、わしが冷蔵庫に入れとるプリンのカラメルソースの部分だけは、孫のおまえが頼もうとも、ひとかけらもやらんぞ？」

「プリン？　んなもんあるんだ。知らなかった。つーか、ばあちゃん、カラメル以外のところは食べていいの？」

「むしろそこは残しておくから、あとでわしの食べ残しを食うておけ」

「俺にあてがうのは、食べ残しかよっ」

　即座に突っこむが──いや、こんなことを話したくて来たわけではなかった。

「猫、拾ったんだ。迷い猫っぽいの。人に慣れてるからもとは飼われてたんだと思う。チラシ配って飼い主捜さがすつもりなんだけど、飼い主見つかるまでのあいだ、うちで預かっていいかな？　甲田さんはいいって言ってくれたんだけど……」

「キラク堂全般のことは甲田にまかせておるから、あれが許可を出したなら、わしはそれでよいぞ？」

「本当？　よかった」

　ホッと安心して胸を撫で下ろす。言質は取った。

「拾ったのは潮か？」

「うん。なんで？」

「じゃから今日は、潮の気持ちが外に開いておるのかのう。保護されるだけじゃった潮が、なにかを保護することで責任感が湧わいたのかと思うてな」

「外に開いてる？」

　ピンとこないまま、潮はチラリとトキを見た。トキは顔を赤くして、潮のことを睨みつけている。涙のあとは、もうなかった。

　褒ほめたのに、怒られるなんてあんまりだ。でもきっと、潮の褒め方が不ぶ躾しつけだったのだろうと気を取り直す。

「きっと、トキさんのダンスのおかげだと思う。焦あせってることや苦しいことやいろんな不安も全部、吹き飛ばして爆発させてくれるようなダンスで──励はげまされたから」

　それを聞いて、聖が弾はじけたように噴ふき出した。

「……だとさ？　トキ。人目を気にせんときの舞踊は、おまえの不安や弱さまで剝むき出しじゃ。それを見せるのをおまえは潔いさぎよしとしないが、それで励まされる者もいる。見栄を張る必要など、もうないんじゃ。わかるか？」

「知らないわ」

　トキはツンとしてそっぽを向いた。

　やれやれと肩をすくめた聖が、今度は潮に向き直る。

「潮はもう少し見栄を張れ。師匠の鳴瀬から、見栄の張り方と自じ己こ顕けん示じ欲よくと性格の悪さを学んでこい」

「はあ……」

　修行って、性格矯きよう正せいから入るものなのだろうか。しかも見栄っぱりで自己顕示欲丸出しで性格悪くなれって言われても──。

　聖にこんなふうに言われてしまう鳴瀬の人となりにも思いを馳はせつつ、潮はあやふやにうなずいた。

「そういえば、わしもおまえに用事があったんじゃった。──トキ、静止。奉納歌についてはあとで見るから、わしが戻ってくるまで静止の姿勢を保っておけ。今度こそ勝手には踊らんようにな。なんせおまえが本気出したら、全世界がひれ伏すとわしの孫が言うておる。神をもひれ伏させろ。じゃが、その前に、神をタラシこめ。な？」

　ニヤリと笑ってトキに釘を刺さす。トキは聖と潮を見返し「わかったわ」と応じる。

　聖が先に立ち歩きだした。後ろをついていこうとした潮のシャツの背中が引っ張られ、振り返ると──トキが潮のシャツの裾すそをつまんで握りしめていた。

「な……？」

「ありがとう」

「え？」

「別にあなたに励まされなくたって、私はいつだって本気だし、ちゃんとダンサーなんだけど、でも……ありがとう」
















　怒った顔でそう言いきってから、トキは潮のシャツをパッと離す。うつむいた目元から耳にかけて、ポッと赤く染まっている。

　怒っているというより──ひょっとしてこれは、照れている？

「なに固まってるのよ？　早く行かないと、聖さんに怒られるわよ？　あの人、年寄りなのに超絶短気じゃない」

「あ……ああ、うん」

　トキは何事もなかったように潮から離れ、ペタリと床に足を投げだして座り、開かい脚きやくをする。柔じゆう軟なんをはじめたトキにぺこりと頭を下げ、潮は聖を追いかけて、走りだした。

「なにニヤニヤ笑っとる」

　部屋を出て廊下の曲がり角で待っていた聖が、潮の顔を見てむっつりと言う。

「笑ってるかな？　なんかさ、うん」

　潮は自分の頰を両手で挟はさみこみ、ぎゅっと押しつぶす。トキに感謝されて、嬉しかった。

「泣いたり笑ったり、おまえは忙しいの。トキもじゃが。若いってのは忙せわしないことじゃ。もう二度と戻りたくないぐらい、みっともなくて滑こつ稽けいじゃ」

「滑稽って……」

「年寄りとしては、たまに若者に嫌いやみを言うのが務つとめ。若いってのは美しくてキラキラしてていいねえと、大人がみんな青い若さを絶賛すると思われても困るからの。──顔ぐらい拭ふいとけ。ほれ」

　聖は作さ務む衣え姿の懐ふところに手を入れて手拭ぬぐいを取り出し、潮に渡す。そういえば泣いてぐしゃぐしゃな顔だった。受け取ってありがたく顔を拭くと、聖が前を向いて歩きだす。

「ワヤン・クリを知っておるかのう？」

　潮が後をついて来て当然といった態度で、まっすぐ前を向きずんずん歩きながら聖が言った。聞き漏もらさないようにと、聖に付き従って「バリ島の影絵芝しば居いだよね。知ってるよ」と、つい先日、キラク堂で話題になって得たばかりの知識を披ひ露ろうする。

「知っておるなら、説明の手間がひとつ減ったの。そのワヤン・クリの招待券をもろうてな──わしは、見てのとおりにトキのあれで忙しいから、潮、わしの代わりにワヤン・クリの代表者とやらに会おうてきてくれ」

「代表者？　なんで？」

「わしは知り合いが多いからのう。社交やら人づきあいにも気を回さんと、呪禁師としての『中なか沢ざわ家け』も生き残りはできん。ワザがどれほど巧たくみだろうと──強かろうと──人の社会を回していくのは、人の縁えん。縁の糸をつむいでいかねば、どれほどの芸達者でも、社会に無視され抹まつ殺さつされる」

「人の縁……うん」

　人同士がつながることでこの社会ができあがっているというのは、トキの中にいる女神の封印を手伝ったときに体感したことだった。

　それは呪術よりずっと力強いもの──絆きずなや信しん頼らい。

「あ……そういえば、ばあちゃん。俺こないだ痴ち漢かん退治してさ。そんときに痴漢の男が黒い縁の糸をつないでいるように見えたんだ。黒い縁の糸って、ばあちゃん、知ってる？」

　チビが降ってきたことでなし崩しになってしまっていたが、痴漢退治の際の黒い糸は、ずっと潮の中で気がかりなことのひとつになっていた。

　縁の糸が漆しつ黒こくに染まるのは、めったに見られるものではないのだ。銀色だったり、金色だったり、輝かがやいていることがほとんどで──まれに赤い糸という宿命の糸もあるが、黒の糸は、見たことがない。

「黒、か。まれに見ることもあったが。それより痴漢を退治した？　なんじゃそりゃ」

　あっさりと答えた聖が、いぶかしげに眉をひそめる。

「なんだ。ばあちゃんが見たことあるなら、黒い糸もありか。じゃあそれはいいや。で、ワヤン・クリの代表者って？」

　ホッとして応じた。潮の十六年の人生経験では見たことのないものだったとしても、聖は知っている。痴漢と結びつけている様子もないから、事件とは関係ないのだろう。

「つまり……国同士の文化交流という形式で訪日している以上、ステージを満杯にしないとならんから、チケットはノルマ制で買い取りじゃ。余らせた連中が、時間をつくって見に行ってくれと、わしのもとにチケットを寄よ越こしてきた」

「あ、じゃあステージを見に行けばいいってことか。何枚あるのかな。キラク堂のお客さんたちが、欲しいけどチケット買えないってぼやいてたから、もし何枚か余ってるなら、それを渡してもいいかな」

「もちろんじゃ。十枚ぐらいもらってしもうたからな。キラク堂の客らに渡してくれと、それもおまえに頼もうとしとった。それから人形遣いのラカという男とも、会ってきてほしい」

「ラカ？　俺が？」

　キリコが騒さわいでいた美青年だ。

「人形遣いは、呪禁のクグツ遣いと同じじゃ。おまえの呪禁のワザを磨みがくためのヒントにもなるだろうよ。それにワヤン・クリも、バリ島の伝統芸能じゃしの。バリの女神が日本に来たのもなにかのご縁。それを追いかけるようにバリ島の人形遣いが来たのも──偶然なのか、神の仕組んだことなのか」

　後ろの台詞は、潮にというより、自身に向かって問いかけているような言い方だった。

「気になるのでな。わしが探さぐりに行ければそれがいいんじゃが、ちといまは手が離せん。潮も今日の様子からすれば、少しは使えるようになったようじゃし」

「俺？　使えた？」

　聖に褒められた？

「──おまえ、前はできとらんかった虫の居所、今日はなにも言わずとも制御できておったよなあ。トキの中の虫を治められた」

「あ……そうか」

「猫だろうが犬だろうが狼おおかみだろうが鬼だろうが、好きに飼えばいい。おまえが保護される側としてではなく、なにかを保護して守る自覚を持てるのは、なによりじゃからな。潮は、無意識に人を守ろうとして自分を犠ぎ牲せいにするわりに、その自覚が薄うすいんじゃ。意識して守っているのならまだしも、行き当たりばったりで、目の前にいる弱いもんを助けたいという感情だけで身を投げ出すから、自じ爆ばくしがちな愚おろか者にしか見えん」

「え……それって」

　聖に言われていることが、前に鳴瀬から受けた忠告とつながっていく。

　芯を持て。頭を使え。なにをしたいか考えろ。

「まれに火事場の馬ば鹿か力ぢからで、運良く、誰かを守れてしまうからまた困る。ひとりだちさせるには不安定で未み熟じゆく」

「鳴瀬さんに似たようなこと言われた」

　ぼそりとつぶやくと、聖がニッと笑った。

「──鳴瀬について、修行をちゃんとしておけよ？」

「うん。頑がん張ばる」

　闇の中にひと筋の光こう明みようが差した気がした。

　芯を持つ。頭を使う。自分がどうしたいのかが、うっすらとわかりかけてきた潮だった。





[image: ]






　翌日──キラク堂に顔を出したキリコたちに、潮は早速聖から預かったワヤン・クリのチケットを渡した。「ツテでもらったので」と言って配布したら、常連客たちがどっと沸いた。

　キリコが口もとに手を当てて高笑いをする。耳にねじこまれるような笑い声に、潮は顔をしかめる。

「運命ね。これは運命なのよっ。潮ちゃんにも聖さんにも、ラカとアタシの結婚式には来てもらいたいわ～」

　うきうきと弾はずんだ声でキリコが言う。顔にも胸元にもラメが輝き、肌全体がツヤツヤとしているようだ。

「まだ会ってもいないのに結婚式？」

「乙女の夢にケチつけんじゃないわよっ」

　ぼそっと突っこんだ潮に、ドスのきいた声でキリコが反撃する。ひゃっと肩かたをすくめ、慌ててキリコから目をそらした。

「チケットは明後日あさつての夜ね。ちょうど用事なかった。ラッキーだわ。私、ラカさんと目が合ったりしたらどうしよ～」

　由ゆ奈なもまたうきうきとしている。柳やな瀬せがちょっと渋しぶい顔をした。

「合うかよっ。舞台を見るだけで、楽屋に入れるってわけじゃないのに──そんなに嬉しいもんかね」

「あら。色男にジェラシー？」

　柳瀬は女性陣じんがラカに会えると喜んでいることに、嫉しつ妬としているようだ。

　──こんなに盛り上がっているみんなに、俺と鳴瀬さんで、直接ラカに会うんだぜなんて言えない。言ったらきっと連れて行ってくれって脅おどされる。

　まさしく今日、ラカに会いに行く予定の潮は、うっかり口を滑すべらせたりしないようにと自じ粛しゆくして、みんなの盛り上がりを黙だまって聞いていたのだった。
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　そして午後──。

「うん。きみ合格」

　初対面のラカに対して、挨あい拶さつより先に、鳴瀬がいきなりの合格点を授さずける。

「ミルクココア色の肌はだになじむ、金の指輪やピアス。ゴールドは下手に扱うと下品になるのに、きみの場合は、ゴージャスかつ上品です。すべての指に金の指輪でも上品ってのは──指が綺麗だからだろうな。身のこなしもいい」

　ラカに会ってこいと言われたことを鳴瀬に告げると──「聖さんに言われたのならば速攻やらねばなりません」と、修行のための時間をラカとの面会時間に変更されたのだ。

　鳴瀬は常に聖第一なのだ。見た目の年の差なんて問題ないと言い張る。そして聖に嫌な顔をされている。

　それはさておき──アポイントなしで押しかけたというのに、聖の名前を聞いて会う時間を作ってくれたラカのまわりを、くるくると眺ながめまわしてファッションチェックをする鳴瀬は、どうかと思う。

　挨拶をしようとして手を差し出した形のまま、ラカは固まって、首を傾かしげている。

　手足が長く長身。綺麗な茶色の目は子こ鹿じかのように潤うるんで輝いている。ラカは、様々な人種のいいところを取ってパッチワークしたような、絶妙な美び貌ぼうの主だった。

「この白シャツはシルクですね。つやが違います。胸元ははだけ気味ですが、またそこがいいですね。肌が健康的で綺麗なのもポイントが高い。白シャツにブラックデニムって、スタイルが悪い男が着ると情けなくなりがちなアイテムですが、きみは着こなしてます。背が高いですしね。身長は？」

「百八十七センチです」

「おおお。日本語話せるんですね」

　会った瞬間にラカを舐なめるように見て、日本語でべらべらまくしたてていたくせに、ラカが日本語を話すと鳴瀬は目を丸くした。理解されていると思わないまま話しかけていたのか。鳴瀬の性格は本気でわからない……。

　いつまでたっても鳴瀬が握あく手しゆを返さないので、ラカの手は空中でむなしく停止している。

　仕方なく潮が、ラカの前に立ち「はじめまして。いきなりなのに時間作ってもらってすみません。中沢潮です」と挨拶し、ラカの手をおずおずと握る。

　本来、こういうのは年長の鳴瀬がやってくれることのような気がするが──鳴瀬はラカの見た目を採点するのに夢中で上うわの空なので、潮が取り繕つくろうしかない。

「はじめまして。中沢潮くん」

　悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんで、ラカが応じる。

　そういえば、日独仏英と語学に長たけているって、キリコが説明していた。あれは本当だったのだ。

　鳴瀬と潮が訪ねたのは──ラカがステージを行う演舞場である。演舞場はステージが開かい催さいされている一カ月半は、ずっとワヤン・クリの一行に貸し切りだった。

　控ひかえ室やロビーなどではなく、ステージに来てくれと指示されて、普段は上がることのない舞台でラカと会った潮たちである。

　舞台裏には、音おん響きようや映像のための巨大なマシンが黒々とそびえ立っていた。

「舞台脇わきに翻ほん訳やくの字幕を電子掲けい示じ板ばんで表示する方式ですと、文字を追いかけているあいだ、ステージが見られないんですよね。そうなるとワヤン・クリの楽しみが半減するので、世界をまわるにあたって、いくつかの言葉を学びました。日本語もそのひとつです」

「……すごい」

　自じ慢まんげにラカが胸を張っているが──たしかにこれは誇ほこるに足る。

「勉強をしてきたおかげで、私は、世界各地でワヤン・クリを広めることができる。ありがたいことです」

　指輪をはめたラカの両手が、胸の前でぴたりと重なる。合がつ掌しようのポーズ。

　呪禁師のワザや、神事を司つかさどる者たちの動きとの相そう似じに、注意を奪うばわれる。ラカが手を合わせて瞬まばたきすると、空気がピンと張る。

　ワヤン・クリの舞台は、潮が知っている舞台のどれとも違っていた。

　影絵芝居なので、舞台の中央には白いスクリーンが張られている。スクリーン裏手に影を作るための巨大なライトが設置され、たくさんの人形たちが並べられている。

　影だけで見せるはずなのに、人形たちはどれも色とりどりに彩色され、絢けん爛らん豪ごう華かだ。真紅や金や緑といった派手な色を塗ぬられた、女性に男性に動物に──神の姿。

　さらに、舞台の上部には、それとは別に巨大スクリーンがしつらえてあった。

「上のスクリーンにはなにを映すんですか？」

「そちらは舞台の裏手を映します。本来ワヤン・クリは、表からも裏からも見られる芝居なんです。表からは白黒の影絵芝居を、裏からは極ごく彩さい色しきの人形芝居を見ることができる」

　潮の問いに答えたラカが、人形のひとつを手に取り、人形からつながっている糸を自身の指輪にからめた。糸がつながった人形は、ラカの手振りに合わせて、ゆらゆらと立ち上がる。明度の違う赤のグラデーションの羽を持ち、中心が蒼あおく揺らめく、焰ほのおの翼を持つ鳥。

「この舞台の構造上、観客の皆さんは、裏から、もしくは表からと、選択して見ることができません。ですので両方を見ることができるようにと、カメラを回して、裏の様子を別スクリーンで上映してもらっています」

「今日も夜には舞台があるんですよね？」

「ええ。日曜ですと昼も公演があるんですが、今日は平日なので、夜のみの公演になっています。それでこうやってあなたたちとお話しすることができました」

　にっこりと笑うラカに、つられて潮も笑顔になる。

　──探ってこいって、ばあちゃんが言ってたけど。別に探るようなところ、ひとつもないよなあ。

　ラカはとても感じがいい。優しそうな美男子で、挨拶もなしでファッションチェックをはじめた鳴瀬に対しても愛あい想そよくしている。

「あの機械の前にある花と果物は？」

　鳴瀬が、ラカのファッションチェックをやっと終え、舞台裏の巨大マシンを指し示して尋ねる。マシンの前に細い脚を持つ台が置かれ、その上には果物と花が山となって盛られていた。

「マシンに捧げる供く物もつです。私たちはあらゆるものに神や霊れいが宿っていて、定められたやり方で供物を捧げることで、神や霊が私たちを守ってくれるものだと信じています」

「機械にも神が宿っていると？」

「もちろん宿っています。それは日本の皆さんにとっても馴な染じみのある考え方だと聞いています。日本にもやおよろずの神がいらっしゃり、物もまた年を重ねることでツクモ神という神へと変化すると聞きました。それで、そういう土地でなら、私たちのワヤン・クリを楽しく鑑かん賞しよういただけると信じて、日本に参りました」

　微び笑しようするラカは、仏像のように柔にゆう和わで清潔だ。なにもかもを包みこんで許してくれそうな美男子。

「一神教ではない宗教を持つ文化は、世界各地にありますよね。その中でまず日本にやって来た理由は、なにかあるんですかね？」

　鳴瀬が首を傾げ、ラカに問う。

「富める国であること。お金を払って舞台を見る人間が一定数以上いるということ。流行を作り出しやすい文化で、口コミが伝わりやすいことを目安にしています」

「ずいぶん直ちよく截さいですね。金のためですか」

　鳴瀬の双そう眸ぼうがすっと細められる。ラカの人となりを探るかのように、凝ぎよう視ししている。

　正直、そういう答えが返ってくるとは思っていなかったので、潮も驚いた。金銭の問題。それでもラカの場合、表裏のない素直な性質ゆえの本ほん音ねなのだろうと感じられる。

　ワヤン・クリのこの舞台同様に、ラカは、表裏すべてを他人に曝さらしてニコニコと笑っている印象だ。

「そういう返答をあなたがお求めになっているような気がしたので。──もちろんこの国の自然と文化と、特に食べ物が私を引きつけたので、日本にやって来たというのもあるんですよ？」

「なるほど。で──あなたの陰かげに隠かくれているそれは、神ですか？　霊ですか？」

　鳴瀬が告げたと同時に、ラカの背後で──闇が広がった。

　ラカの足もとにつながっていた人影が、ふわりと立ち上がる。影だと思っていた薄い闇の濃のう度どが高まり、漆黒がゆっくりと周囲を浸しん食しよくしていく。

「な……んだ？　だってさっきまでなにもっ」

　潮の全身の産うぶ毛げが逆立つ。殺気を発する黒い影──魅鬼に似たものが、ラカの後ろで黒い塊かたまりを膨らませている。

「ラカさん……逃げてっ」

　潮は思わずラカの手を引いて、自分の背後へとかばった。ラカがポカンとした顔で、焰の鳥の人形を抱かかえて引きずられる。

　ラカの足もとから離れた影は、立ち上がり、大きくなっていく。水を吸いこんで膨らむスポンジのように、闇を吸い上げて巨大になっていく。

「潮くん、籠かごを──」

　鳴瀬の命令。

　籠は──加護。別次元へとつながる檻おりを編あみ、鬼たちをそこへと放りこむ。

　潮は呪術のステップを刻み、空間の籠を編む。右に左にと刻む、ウ歩ほという呪術の足取りの途中で、ラカを闇の魅鬼から遠ざける。

　ラカが見守る中──潮はラカから遠い位置で、別次元の籠を編む。

　鳴瀬の手首に巻いたブレスレットがかすかに鳴る。呪文を唱となえ、鳴瀬は魅鬼の動きを止める。
















　魅鬼は、咆ほう吼こうするように漆黒の中でさらに濃こい色の闇を剝き出す。尖とがった闇が刃やいばになって潮の足に嚙かみつく。

　嚙まれても──籠を編むためのウ歩はやめない。

　魅鬼は足を止めずに進む潮から離れ──今度はラカのいるほうへと、牙きばを向ける。

　──まずい。ラカさんが!?

　潮の内側で溜まっていたエネルギーが、ぐっとひとつにまとまる。いますぐに籠をと焦った気持ちが、集中を高める。カッと全身が熱くなり、血液が体内で沸ふつ騰とうする。

　刹せつ那な──潮の全身から蒼い蝶ちようが放たれ、異次元の扉とびらが出現した。

　蝶たちは魅鬼の動きを捕とらえ、唐とう突とつに出現したポケットのような「籠」へと、魅鬼を引きずりこんでいく。蟻あり地じ獄ごくに落ちる蟻のように、歪ゆがんだ景色の中で、漆黒の魅鬼が穿うがたれた孔あなに吸いこまれ、落ちていく──。

　すべてが落ちた直後、蒼い蝶たちが、点のように細くなった孔から一いつ斉せいに噴ふん出しゆつする。噴き出る蝶の群れが空へと飛翔し、天てん井じようを真っ青に染めてから、潮の体内へとまた戻っていく。

　──次元の籠から蝶だけが戻ってきて……魅鬼は、封じ珠に封じこまれたコと同じように、別な空間に行ってしまうのか。

　突とつ如じよ、湧き起こった思考。いままでそんなことを考えて、魅鬼や魔を封じたり、退治したりしたことはないというのに。

　──彼らは……どこで、なにをしているのか。籠の先はどこにつながっているのか？

　しばし潮は呆然としていた。ラカもまた、呆ほうけた顔になって、頭上を覆う蒼い蝶と、それが一斉に消失するさまを凝視していた。

　蝶の最後の一羽が消えたあと、夢から現実に引き戻されたようにハッとした顔になり、ラカが潮へと駆かけ寄った。

「ありがとうございました」

　焰の鳥人形を抱きかかえたラカが、心配そうに潮の顔を覗きこむ。

「私を助けようとして──怪け我がをされましたね」

「いや。たいしたことないです。こんなの……」

　答えた潮を押しのけて、鳴瀬がラカの真っ正面に立つ。

「ぼくもきみを助けたのに、ぼくに感謝はないんですか？」

「え……。はい。ありがとうございます。お二人は私の命の恩人です」

　ラカは一瞬戸と惑まどい、けれどすぐに気を取り直したかのように笑顔になって、鳴瀬にも感謝を述べた。

「そうです。ぼくたちはきみの命の恩人です。なのできみはぼくたちに、正直にいろいろなことを答える義務が生じます。そうですよ、ね？」

　鳴瀬の瞳ひとみがキラリと瞬またたく。軽く掲かかげた手の先で指がたわめられ、呪術の形を作る。ブレスレットの鎖くさりがシャランと音を鳴らす。

　──術を？　どうして？

　鳴瀬はラカに縁の糸をかける。ラカとつながって、糸を操あやつる。あやとりのようにして、指をくぐらせ、ラカにかけた糸をつむいで、引き寄せて、違う形を作り出す。

「ええ。私はいつも正直に答えていますよ」

　ラカが微笑んで応じる。鳴瀬が引き寄せた糸が、ふ……と緩ゆるんで、たわむ。

　──術が……効きいてない？

「いまの影は、なんだったのですか？　どうしてあなたは異形のものが襲ってきたのに、驚いて、あれはなんだったのかとぼくたちに問いかけることもなく──ただ感謝をしてくれたのですか？　不思議ですね。普通の人ならもっとパニックになっている」

　鳴瀬が冷たい言い方で尋ねる。

　言われてみれば、そうだ。ラカは当たり前の顔で潮に駆け寄って、感謝した。潮の怪我に気を配る余裕すらあった。怪異に慣れている者でなければ、パニックになっているのでは？

「よくあることだからです」

「よくあること？」

「私たちの国では、神も霊も、人と同じにそのへんをふらふらと歩いているんです。バリでは神が身近にいる。悪あく霊りようもたくさんいます。祟たたられることを怖おそれて、私たちはあらゆるものに供物を捧げている。供物が足りないと、神は怒るし、霊も祟る。今回のあれは、きっと……供物が足りなかったのでしょう」

　眉根を寄せて、暗い顔でラカが告げた。

「きっとこのマシン、もしくはステージに供物が足りなかったのです。神はいつでも、私たちの信しん仰こう心しんを試すように、祟るのです」

「祟るのは魔ではないのですか？　神は祟らないのでは……」

　潮は思わずそう口に出す。

　祟り神という概がい念ねんは日本にもあるが──日々の供物が足りないから即座に祟るというほど、短気な神はそういない。

「いいえ。神は祟るのです。どれほどの人格者であっても、人である以上、ときには激しい怒りにとらわれるように──それが、私たちの神です。魔というのもまた、神のひとつの面でしかない。まったくの善人がいないように、完かん璧ぺきな善神もいない。ときに神は、私たちを裏切ります」

　ラカは優ゆう雅がに手を組み合わせる。焰の鳥はいまだ、ラカの指輪の糸とつながっている。ラカの身動きに合わせ、鳥は、ぶらりと下げていた羽を片方だけひらりと閃ひらめかせた。

「裏切るような神は、神じゃないと思うんですが……」

「どうしてですか？　私たちは、裏切られてもまだ、世界は美しく、神と世界に愛されていると感じることができる。あなたたちは違うのですか？　そうじゃなければ生きている意味がないと、あなたはお思いになりませんか？　残ざん酷こくな世界でこそ、私たちは神を感じ取れる。生きる喜びを知るために、人は生きている。神はそんな私たちの弱さもずるさも醜みにくさも含めて、愛してくれる」

「裏切られても祟られても、世界は美しく、神は素す晴ばらしいと思うってことですか？」

　ラカが提案していることは、潮には飲み下せないものであった。供物を捧げないとつらい目に遭あわせる神は、潮には愛することはできない気がする。

　神の思うがままの人でなければ、認めてくれず、ひどい目に遭わせるような神──それは恐怖の対象であり、神というより魔に近いのでは？

「納なつ得とくいかない顔をされていますね？　私はそんなに変なことを言っているつもりはないのですが……。なにもかもが自分の思うままで、なんの文句もない人だけが、生きていくことを喜べるような世界はおかしいと思うという、それだけです。どれほどつらい日々であっても、それもまた神の愛。生きていることは素晴らしく、世界は美しい──」

「わかりません」

「そうですか」

　きっぱりと言いきる潮に、ラカが少しだけ落らく胆たんしたように肩を落とし、うなだれた。ラカの手元で、焰の鳥もまた羽を閉じ、しょんぼりと小さく縮こまる。

「ワヤン・クリは、本来は棒に絵を刺さしたものを使って影絵を作るのだと聞いてます。その、操り人形の影絵の手法は、あなたが考えたものですか？」

　唐突に鳴瀬が話題を変えた。ラカがカラリと晴れた笑顔になり、誇らしげにうなずく。

「そうです。これは私がはじめたやり方です。ワヤン・クリは伝統がありますが、新しい手法が常に編み出され、進化していくものでもあるのです。新たな流行を作り出したものが、ダランとして認められる」

「あなたは近年まれにみる、才気溢れるダランだともてはやされている」

「私ごときが──もっとずっと素晴らしい人たちがいます。そんなふうに言われるのは嬉しいことですが、どうしたらいいのかと困ることも多いです」

　ラカが慎つつましげに目を伏せる。

「ちっとも正直じゃないなっ。本音は、そのとおりだ、自分は素晴らしい、もっと自分の芸を褒めてくれと自信満々なくせに。いやだなあ。謙けん遜そんして心にも思ってないこと言うなんてっ」

「正直な気持ちですよ？」

　鳴瀬がチッと舌を打ち、顔をしかめた。

　笑顔のままラカが顔を上げる。

「……鳴瀬さんぐらいナルシストで自信満々な人のほうが珍めずらしいんじゃないかな」

　ラカの反応のほうが普通なのではと、潮はぼそぼそと突っこみを入れた。

「当たり前じゃないですか。ぼくは全世界が求め、認めるほどの素晴らしきこの世の奇き跡せきですからね！　そこを認めないで謙遜するなんて、間違ってる」

　断言した鳴瀬が「それじゃあ失敬」ときっぱり言うと、ステージの周囲を見渡して、呪術の作法で場を鎮しずめた。──あたりはしんと静かで、澄すんだ空気に満たされる。

「え……鳴瀬さん、失敬って……えええ。帰るの？」

　振り返らず、早足でステージの袖そでからはけていく後ろ姿に、潮は慌てて声をかける。

「ちょっ……鳴瀬さん。俺はどうしたらいいの？　あの、すみません。今日はありがとうございました」

　面食らった顔になってラカを見上げ、ぴょこんと頭を下げる。

　ラカが破は顔がんして「いいえ。とても楽しかったです。こんなお話をしたくていらっしゃったのかどうか、わかりませんが」と応じるのに、再度頭を下げ──潮は姿が見えなくなった鳴瀬の後を追いかけたのだった。





[image: ]






　追いついたときには、鳴瀬は会場のドアをくぐり抜けていた。潮を置き去りにして、ラカにちゃんとした挨拶もせず、突然出ていってしまった鳴瀬に呆あきれるしかない。

「気にくわないねえ」

　潮が隣となりに並んだのをチラリと見て、鳴瀬が小声で言う。

「……俺もですよ」

　鳴瀬の態度すべてが気にくわない。奇き矯きようなことは知っていたが、初対面の相手にあれは失礼だ。フォローしようもない。

「潮くんはなにが気にくわなかったんだい？」

　その質問に──あなたの態度が、と言えるようなら苦労はしない。

「どうせぼくのことを非難する文句で、小さな頭がいっぱいになっているんでしょうけどね。その頭の中には他のものも詰めこむといいと思いますよ。あとその大きくて広いハートに、少しはぼくのことも詰めこんでほしいもんですねっ」

　恨うらめしげに睨みつけられ、怯ひるむ。

「ハート？」

「なんでラカのことは助けるのに、ぼくのことは助けに走ってくんないんですか。ぼくが魅鬼に食べられたり、殺されたりしたらって不安じゃないんですか？　暢のん気きにウ歩なんて刻んでさ。潮くんの馬鹿っ」

　いつの間にか鳴瀬は白いハンカチを握りしめ、キーッと叫んで、ハンカチの端はしをぎりっと嚙みしめている。演技過か剰じようだが、苛いら立だちが目に見え、よくわかる。

「鳴瀬さんが殺されるような相手だったら、俺のほうが先にやられちゃうんで……そもそも鳴瀬さん、助けてもらう必要なかったですよね」

「ぼくだって潮くんに助けられたいですよ？　潮くんの背中にかばわれて、守られたり、優しくされてみたいですよ。ずるいっ」

「ずるいって……」

　鳴瀬のツボがわからない。次になにを言い出して怒られるのかがいまだ読めない。

「きっとぼくより魅鬼のほうが大切なんだ。潮くんにとって、ぼくってなんなの？　ちなみに潮くんの存在は、ぼくにとっては魅鬼以上ミジンコ以下ですけどねっ」

「その基準……」

　ミジンコ以下だが魅鬼以上。上げられているのか、下げられているのか不明。いずれにしろたいした価値はないのは、理解できる。

「ぼくが魅鬼だったら、潮くんはぼくをコにするのかな。それとも殺すのかな。それとも籠に入れて消すのかな」

　鳴瀬がポツリとつぶやく。話の内容は奇き天て烈れつだが、言い方は寂さびしげで、目には涙がいっぱい溜まっている。

　なまじ整った顔立ちなので、そうやって潤んだ目と泣き声でささやかれると、胸にくる。潮のほうが悪いことをして、鳴瀬を苛いじめているような気分になってしまう。

　──いや、それって勘かん違ちがいだぞ？

　急いで自身の脳内に突っこむ。ひどいのは鳴瀬で、潮じゃない。……はずだ。

　そういえばと、今回感じたことを思い出して、話題を変える。

「籠って、鬼を封じて人を加護するもんだと思ってたけど──鬼を守るものでもあるのかなって、さっき思いました」

「その発想おかしくない？　どうして魅鬼を守るために封じるっていう結論に？　それが前に潮くんに、『考えて呪禁のワザを使え』って言ったことの答え？　潮くん、そのうち悪神か力のある鬼か、じゃなきゃぼくに喰われて殺されるよ？」

　泣き声だったのが、あっという間に勝ち気で高こう慢まんないつもの口調に戻っている。やはりさっきのは、潮を困らせるための芝居だったのだ。

「──鳴瀬さんに喰われるのが一番嫌な気がします」

「喰われるときには、いいとか嫌とか言ってらんないと思うけどねえ？　ぼくがきみを食べるときは、優しく食べてあげるのに」

「やめてください～。師匠～」

　半泣き。鳴瀬なら本気で潮を喰い殺しそうな気がする。そしてきっと「美お味いしくなかった」と途中で吐はき出し、文句を言う。

　というところまで想像して、脱だつ力りよくする潮だ。

「まあいいや。問題なのは──ラカが噓うそはついていなかったってことだな」

「へ？」

「自分に似た人間に会うことってあまりないんだけど──ラカはちょっと、ぼくに似ている気がしたな」

「ほあ？」

「……あ、もちろん顔は別だよ。ぼくほど麗うるわしく完成された顔面は世界にそうないので、似てるのは内面の問題ね」

「鳴瀬さんに似てるってのは絶対にないと思います」

　反射的に断言したら「まあね」と、褒めたわけじゃないのに、鳴瀬はまんざらでもなさげににんまりと微笑んだ。
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　鳴瀬と共に帰宅すると──チビがわしわしと巨大な切り株で爪研ぎをしている最中だった。樹齢何年の木の切り株なんだと問い詰めたくなるような立派なそれを、チビが見る間に削り取っていく。

「甲田さん、これがチビのために用意した爪研ぎ？」

「ああ。チビの場合、こんぐらいじゃないと無理かなと思ったんで、大工さんやら庭師さんやらいろいろと回った。半月に一度はこのランクの切り株を用意しないとなあ」

　どういう猫だ？　そして甲田はどれほどチビを喜ばせてご機き嫌げんにする予定なんだ？

「マグロの刺身を喰わせてみたら、気に入ったらしくて、さっきからひどく熱心でなあ。チビ、そっか、旨うまかったか？　いいなあ、たくさん食べて大きくなれよ～」

「いや、これ以上大きくなるのはどうだろう」

　甲田に対して突っこみを入れることはほとんどないのだが、今回だけは、甲田の理性を若じやつ干かん疑う。もっともチビを拾ってきたのは潮なので、なにも言えないのだが。

　チビが爪研ぎを終えて甲田のもとに走り寄る。さらに潮の足もとにもすり寄り、額ひたいを足にコツンと当てる。そのあとで鳴瀬にも挨拶をしてから──なにかを探るように、行ぎよう儀ぎ良く座り、鳴瀬をじっと見上げた。

「これはまた……得体の知れないものを持ちこんだね？　これ、聖さんはどう言ってるの？」

　チビと視線を合わせたままで鳴瀬が問うてくるが、潮は一番得体が知れないのは鳴瀬さんだよと言い返したいのをぐっと飲みこんだ。

「ばあちゃんは飼っていいって言ってました。俺に責任感が出るといいとか、あと保護する対象があるといいとか、そんなこと言って──」

「たしかに潮くんのためにはなるのかも……。聖さんが許可したなら、ぼくがどうこう言う問題じゃないが……しかし……こいつがなんだか、潮くんはわかってるの？」

「なにって……猫にしては大きいけど、でも猫缶食べて爪研いでるし猫ですよ。可愛いし」

「可愛い……か？」

　鳴瀬の台詞に憤ふん慨がいしたかのように、チビはツンとして立ち上がり、甲田の前へと移動して腹を出して寝転がる。

　さあ、お腹を撫でてもふもふしてもいいんですよと言いたげな愛らしさアピールに、甲田は無条件降こう伏ふくだ。

「チビは愛想がいいなあ。もふもふだ。もふもふめ。この、もふもふめ～」

　こうしてやる～と言いながら、嬉き々きとして甲田はチビの腹をわさわさと撫でている。

「毛か？　毛がもふもふしていると可愛がられるのか!?　ぼくのことはあんなふうに可愛がったことがないのに、甲田さんは毛フェチなのか？　潮くん、今日の修行として買い物に行きましょう」

　キリッと目をつり上げて、なぜか悔しげな鳴瀬がまくしたてる。

「買い物？」

「新しく、もっともふもふした毛皮を買って、毛部門でもぼくがどこの誰よりも魅み力りよく的てきだということを、キラク堂の皆さんに認知していただかなくてはなりません。あんな──毛まみれごときに、キラク堂の人気ナンバー１ワンの地位を奪われてなるものですかっ」

　鳴瀬はビシッとチビを指さした。

「ナンバー１だったことが？」

　ぼそりと零れた台詞を聞きつけて、鳴瀬が潮を睨みつける。形相の凄すさまじさに、潮は慌てて口を覆う。怖い。室温がつられて下がるかのような冷却度の怒りが放射されている。

　怒り顔のまま、鳴瀬はいきなり床に腹を出して寝そべった。

「さあ、撫でなさい！　可愛いと言いなさい！」

　命じられた甲田と潮は──二人で顔を見合わせて、絶句した。
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　翌日やって来た鳴なる瀬せは、素す晴ばらしい毛皮を装着していた。

「もふもふにおいても負け知らずの自信がある。どうですか？　完かん璧ぺきですよね？」

　腕うで組ぐみをして爽そう快かいに笑う鳴瀬を、甲こう田だと潮うしおはげんなりと見つめた。キリコが「きゃあ～」と叫さけんで、鳴瀬に駆かけ寄ってさっそくファッション談義をはじめる。

　鳴瀬の頭には、立派な白びやつ虎この頭が載のっている。どこぞの屋や敷しきで敷しかれている虎とらの頭つきカーペット的ななにかを、どう加工したのか、頭からマントのようにかぶっているのだ。

「この虎、本物？　白い虎って素す敵てきよね～」

「いえ。フェイクです。毛の手て触ざわりは欲しかったんですが、本物の毛皮はぼくのポリシーに馴な染じまないので、本物よりずっと手触りと毛づやのいいフェイクなもふもふで統一しています」

　キリリと頰ほおを引きしめて、その場のみんなに見せつけるように一回転。虎のマントの裾すそがはらりと捲めくれると、虎毛皮の裏地は真しん紅く。派手だ。

「このブーツも可か愛わいいわねー。もこもこじゃないのっ」

　ヒマラヤに生息する雪男的な、ところどころ灰色が混じった白のロングのファーブーツ。シルバーラメの入ったブラック地の細身のデニム。ベルトはシルバーの縞しま柄がらファー。真紅のシャツに、やはりシルバーファーのベスト。

　どこをどう突っこんでいいものやら、潮にはもうわからない。

「テーマは打倒もふもふですからね。触りたいでしょう？　ぼくに」

「触りたい～、触っちゃうわ～。やん。もふもふ」

　キリコに撫なでまわされて、鳴瀬はご満まん悦えつだ。

「……まあ、鳴瀬さんは切り株で爪つめを研とがないし、そもそもうちで飼う必要もないし、どんなスタイルで来るのかは個人の勝手だしな。もふもふ界のナンバー１ワンを名乗りたいなら、それはそれでいいんじゃないかな」

　諦あきらめたような目つきで甲田がつぶやく。

「俺おれも、俺まであれを着ろと言われない限り、いいかな」

　潮も諦てい観かんの心地ここちで同意した。
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「潮くん、もふもふ界のナンバー２ツー、ナンバー１と共に外出する気分はどうですか？」

　チビを連れてトキのところに行きたいと言い張って聞かない鳴瀬に、とうとう根負けして同行することになった潮だ。

「どうと言われても……あ、や、すごく嬉しいです。光栄です」

　鳴瀬にぎろりと一いち瞥べつされて、くるりと意見を翻ひるがえした。

「でも、なんでトキさんのところに？」

　チビが収まるようなキャリーバッグがなかったので、誰だれかからお土産みやげでもらったきり納なん戸どにしまわれていた大きな籠かごを捜さがし出し、それにチビを入れている。

　どんと前足を出して籠の中で寝そべるチビは、迫はく力りよく満点の毛の塊かたまりだ。

　鳴瀬の運転する飛行車エアカーの助手席。膝ひざの上にチビの入った籠を置いたのは間違いだった。チビはかなり重い。

「どちらが強くて美しいかを競うためですよ」

「……トキさんにジャッジを頼たのむということですか？　それはあまりにも……ていうか、あ、トキさんだけじゃなく、ばあちゃんもいるから、ばあちゃんにチビと鳴瀬さんのどっちがよりもふもふか決めてもらいたいってことですか？」

「聖ひじりさんはこの時間は不在です。事前に確認してます。トキさんの修しゆ行ぎようの邪じや魔まになる時間帯でもありません。休きゆう憩けい時間に合わせて伺うかがうように、計算してますからね」

「え？　そうなんだ」

「聖さんとは無関係のところでジャッジしてもらいたいなっていうのがあるんですよね。聖さんには聖さんの考えがあるはずですし──」

「よくわかんないけど、そうなの？」

　聖に見られたら、さすがに引かれるという意識はあるということか。絶対的な自信に満ちて白虎を頭に載せているのかと思いきや、実はそうでもない？

「聖さんに制止されたら、従うしかないのがぼくの常なので──制止されそうなことは、秘密裏に手早くやってしまわないとね」

　鳴瀬が聖絶対主義なことは知っているので、たかが服のことでと思いながら聞き流す。服というより、愛らしさ対決がメインか。

　潮は、ジャッジを頼まれてしまうトキに同情した。
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　修行場として使っている古い屋敷。

　飛行車を車庫に駐車して降り立つと、先を行く鳴瀬に続き、潮も籠を抱かかえて門戸をくぐる。

　すると、それまで黙だまって籠の中でおとなしくしていたチビが、目を爛らん々らんと輝かがやかせ、耳とヒゲをピンと立てた。

「怖こわいことはないからな。なんかあっても俺がちゃんと守るから」

　動物は鋭するどいのだなと、チビの反応に驚おどろく。この屋敷は呪じゆ術じゆつで封ふうじてはいるものの、修行に使っている場だから、魑ち魅み魍もう魎りようの気配が常に漂ただよっているのだ。

　勘かんの鋭い人間の中には、用事があって招まねき入れたとしても、質感の違うひやりとした空気に、くるりと回れ右をして帰ってしまう者もいる。

　ここは──異い形ぎようのものたちの残のこり香がが強いのだ。

　四し肢しをつっぱって籠の中で立ち上がるチビの頭を、潮は優しく撫でる。

　目に見えてそわそわしはじめたチビを気き遣づかい「大丈夫。守るから。怖くないからな」と声をかけていたら──鳴瀬が失笑した。

「笑わなくたって……そりゃあ、俺はまだ一人前じゃないけど、でも……」

「ああ、そういう意味じゃないんですよ。潮くんは本気でわかってないんですよね。鈍どん感かんさもそこまでいくと才能」

「鈍感て、なんで？」

　口を尖とがらせつつ、チビの入った籠を抱えたまま屋敷に入る。

　靴くつを脱ぬいで中に上がりこんだ途と端たん、チビが籠から飛び下りた。

「あ、チビ──」

　廊ろう下かを走っていくチビを、潮は慌あわてて追いかける。

　チビが駆けていった鼻先で、部屋のドアがタイミングよく開いた。チビはするりとそのドアの隙すき間まにもぐりこむ。止めようとして伸ばした潮の手から、チビの尻尾しつぽがしゅるりと逃にげきってしまった。

「チビ、どうした？　あ、トキさんすみません。鳴瀬さんがトキさんにジャッジをって……」

　チビが逃げこんだ部屋は、トキのプライベートルームのようだ。大きな鏡つきのドレッサー、ベッドにチェストがある。

　トキは寝ていたのか、フリルのついた愛らしいベッドカバーに覆おおわれたベッドの上で半身を起こして、むっとした顔で潮を睨にらみつけてきた。

「なんで勝手に入ってくるのよ。乙女おとめの部屋にノックもなしなんて。だいたいあなたはいつも盗ぬすみ見したりとか、そんなのばかりじゃな……」

　バタバタと大きな音をさせてベッドから下りたトキの足もとで、チビが身を低くし、尻尾の毛を膨ふくらませて唸うなりだす。耳もヒゲもトキのほうを向いている。

「なによ……これ。狸たぬき？　じゃないけど、犬でもないし、猫ねこにしては大きいし……？」

「チビっ。なに唸ってんだよ。おまえいままで誰にでも愛あい想そよかったのに」

「チビ？　これが？」

　目を丸くするトキに半笑いで応じた潮が、チビを抱え上げようと仕方なく足を踏ふみ出した、そのとき──。

　チビが──唸り声をあげて、トキへと飛びかかった。

　床ゆかを蹴けり上げてジャンプした刹せつ那な、猫にしては巨大なその体たい軀くがぶわっと膨らみ、四つの足がぐんと太くなり、伸びる。

「なによ、これ」

　トキが片手で顔をかばい、飛んできたチビを振り払った。飛ばされたチビは空中で一回転し、爆ばく発はつするような音をさせて床に着地する。それと同時に、チビの身体からだが光に包まれ、真っ白な閃せん光こうが潮の視界を切り裂さいていった。

　目が灼やき切れそうな光がフラッシュとなって注そそぎ、突然のまばゆい光のハレーションで、なにも見えなくなる。

「……チビ？」

　徐々に光が収まり、やっと視力が戻もどった潮は、周囲を見渡す。

　床に四肢をつけて立つチビは、もうチビではなくなっていた。

　ライオンと見まごうほどの大きさで、ふさふさした輝くたてがみが顔の周囲を縁ふち取どっている。鞭むちのようにしなって左右に揺ゆれる尻尾の先にも、たっぷりの飾かざり毛。収納されていた爪が肉球からはみ出し、床をガリガリと引っ搔かく。

「潮くん。それはさすがにチビっていう名前で呼ぶのはどうかと……」

　後ろから鳴瀬の声。状況がわからない潮は、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。

「鳴瀬さん？」

「トキさんと睨みあってますね～。さて、トキさんの中でも、呼応して覚かく醒せいしちゃったりするかな～……なんてね？」

「なんてね、って、なにが呼応？」

　突然、すさまじい咆ほう吼こうが部屋を震ふるわせた。床や窓ガラスが反はん響きようしている。

　チビはトキを睨みつけ──牙きばを剝むき出し、地の底から這はいのぼってくるような、威い嚇かくの声をあげる。

　はじめは驚きよう愕がくの表情で固まっていたトキだったが、それを聞いて顔からゆっくりと、感情が消失していった。上から、手で提さげてシャッターを下ろしていくようにして、トキの顔が冷たく強こわばっていく。真実の無表情が、最後に現れる。

　チビがタンッと床を鳴らした。

　タン、タン、タンッ……。

　床に当たる爪の音のリズムに合わせるように、トキの手がすーっと上がる。空からつり下げられたかのように、トキの背が縦長に伸びた。そのままトキは後ろへとのけぞった。

　甲かん高だかい叫び声が、トキの唇くちびるから零こぼれる。

　悲鳴のようで、言葉が聞き取れない。耳に痛い金属質の声。早口でまくしたてるトキの声が、呪まじないの歌を編あんでいることに気づいたのは、数分経過してからだ。

「乙女は神に似たり。神に似て地に咲き天に伸びたり」

　以前にここで覗のぞき見た巫み女この踊おどりを、早回しでトキが舞う。

　トキの全身はくたりとした植物の茎くきに、針金の骨を入れたかのようだ。植物的な無機質さ。人体とは思えない角度まで折れ曲がる肢し体たい。

「乙女は──」

　突然、チビがトキへと飛びかかる。獅し子しとなったチビは足も爪も巨大だ。ひと嚙かみでトキの手足はばらばらになり、ひと搔きでトキの心しん臓ぞうはえぐられるだろう。

「ちょ……ま……トキさん！」

　思わず潮は、チビとトキのあいだに割りこもうとした。

　が──トキが潮を撥はね飛ばし、跳ちよう躍やくする。ジクザグと左右に飛びすさる。小鳥の遊びのような優ゆう雅がさで──けれど、トキの全身からは殺気が沸わき立っている。

　チビもまた足を打ち鳴らし、牙を剝き出して横に跳とぶ。

　トキに近づいて、爪でトキの肌はだを切り裂さくチビ。裂かれた腕から血が舞い散るが、滴したたる血を拭ぬぐいもせず、ふわりと飛んだトキの手が変へん貌ぼうする。漆しつ黒こくのナイフに似た鉤かぎ爪づめが、すべての指に生はえ揃っている。

「なんだって？」

　魔まに憑つかれ、鬼化する人間と同じだ。トキの爪だけが鬼と化し──さらには、人ではあり得ない速さとバネとで、空を飛ぶ。トキの目はいまや瞳どう孔こうのない真紅に染まり、唇のあいだから人ならざる、ぎらつく牙が覗いている。

　鬼と少女の狭はざ間まで──トキは変身を止めている。ぎりぎり人としての姿を保たもってはいるが、けれど牙と爪という、ふたつの武器を手に入れた。

　今度は、トキからチビへと飛びかかる。ぐるるるるという、くぐもった低い威嚇の音が、トキの喉のどから響ひびいていた。

「ランダに乗っ取られる手前ですかね」

　暢のん気きな声で鳴瀬が言い、潮はハッと我に返った。

「だったら止めないと！」

　再びトキとチビのあいだへ割りこもうとする潮を、鳴瀬が止めた。手ではなく、呪じゆ禁ごんの糸で。潮とつながっている縁えんの糸を引っ張り、操あやつって、潮の足を停止させる。

　──身動きができない!?

　手も足も縛しばられたようになって、動けなくなる。

　鳴瀬は両手の指を蠢うごめかし、潮の隣となりに並ぶと、くすりと笑った。

「まだ気づかないっていうのもどうかと思うんですが……。トキさんに襲おそいかかったあの獣けものはバロンですよ」

「バロン？」

　手足は動かないが、口と目だけはかろうじて動く。

「バリの神です。善神として知られている。悪神として怖おそれられているランダ女神を倒すのは、いつだってバロンの役目です。ランダがいるところには、厄やく災さいと共に善神バロンもまたやってくる。先ほどもランダであるトキさんのもとにまっしぐらだったでしょう？」

「噓うそ……だろ？」

　チビが？　バリの神──バロンだって？

「むしろあれを猫だと勘かん違ちがいするほうが、どうかしてると思いますけどね。潮くんはまだしも、甲田さんにしたって、猫じゃないってことぐらい気づくでしょう。普通」

「じゃあ……ジャッジって？　どちらが美しくて強いか競うっていうのは？」

「バロンとランダのガチ勝負を見てみたかったんですよ。当然でしょう。バロンは、日本までやって来たせいなのか、それともバリ島での信しん仰こう心しんが揺らいでいるせいなのか、若じやつ干かん弱ってますしね。猫と間違われる程度の大きさになってるのは、ばれないようにわざとかなと思ったんですが──普段から霊れい気き放出してたら、へたばっちゃうってことでもあるのかな」

　鳴瀬は頰に指を当て、考えこむポーズで、トキとバロンの睨みあいを見つめている。

「そんな……神様同士闘たたかわせるってありかよっ。しかも片方はチビで、片方はトキさんだよ？」

「だってちっちゃくなかったですよ、バロン。弱ってはいたけれど、猫じゃなかった。チビっていうネーミングは、全方向で間違ってましたよね。ね？」

「ね……じゃなくてっ」

　緊きん張ちよう感かんのない鳴瀬のトークに歯嚙みする。

　だらだらと鳴瀬の説明を聞いているあいだにも、チビとトキは傷つけあっている。チビ──バロンの白い毛が血に染まっていく。トキの手足にも無数の傷。

「聖さんと潮くんって、似てないようで似てるんですよね。聖さんにも弱点がある。ライオンは子どもを崖がけから突き落として修行させて、強い子にするなんて話もありますけど──聖さんは子ライオンを本気で崖から突き落とさないんですよね」

　そのとき、トキの全身が淡あわく光りだした。薄うすく発光したトキに呼応するように、バロンもまた毛を逆立てて銀色にスパークする。

　トキの手が優雅に揺れる。跳躍し、バロンの上にまたがる。バロンの首をつかみ、引き寄せて、喉にくちづける。愛いとしげに巻きつく腕はたおやかで──それでいて野や蛮ばんだ。たてがみをむしり取り、接せつ吻ぷんするような仕草で、バロンの喉に牙を立てる。

　バロンが、切り裂くような唸りをあげ──立ち上がって身を捩よじり、背中のトキを振るい落とそうとする。

「だから聖さんは、潮くんをぼくの弟で子しにしたんでしょう。聖さんじゃ、潮くんを本気で殺せない。殺すぐらいの気持ちでやらないと、潮くんは覚醒しない」

「ど……ういう……？」

「聖さんも──殺されかけて、やっと覚醒した口です。昔から聖さんが最強の呪禁師だったわけじゃない。能力値の高い巫女だった。でも死にかけて、やっと覚醒した。その現場にぼくもいた。潮くんも同じタイプなんでしょうね」

　バロンもトキも血まみれだ。

「でも聖さんは、潮くんを崖には突き落とせないんですよ。意外と、ね。すぐ助けちゃうし。それは潮くん相手だけじゃなく、トキさんにもそうなんでしょうね。そういう聖さんが、ぼくは好きですけどっ」

　白い光と血しぶきと。一体の獣とひとりの少女がくるくると回る。組み合っては、また離れる。蝶ちようや鳥の交こう尾びのように──離れては、また互いに身体を寄せる。愛あい撫ぶするように手をかけ、相手の身体に牙を立てる。

「結局ね、可愛いところがあるんですよ～。聖さんって」

　鳴瀬が遠くを見てうっとりとつぶやく。

「だから鳴瀬さんはトキさんを覚醒させるために……こんなこと？　もしそれで死んだら……」

「死ぬような子は、運が悪いか弱いかです。ぼくはそういう子を切り捨てられる」

　鳴瀬の双そう眸ぼうが冷たく光る。

「そんな……の……」

　善神バロンと死の女神ランダ。

「神の存在も、人の信仰があってこそ。信仰されず、忘れられてしまった神は力を失う。ランダよりバロンのほうが弱っているのは、人が、善なる神にすがらなくなったからでしょうね。冥めい界かいの女神ランダのことはまだ怖れているのに──悪から救ってくれる善なる神のことを心底、信じることができる人が少なくなっている。世せ相そうですかね」

「なに……達観したようなこと言ってんだ……よ……」

　潮の内側でふつふつと煮にえたぎるものがある。

　チビ──バロンは──神こう々ごうしい白い毛皮のあちこちを血に染めて、トキ──ランダと闘い続けている。

　離れて──近づき──互いの爪を重ねあわせ、牙を剝き──。朱色の塊かたまりが床にぼたりと落ちる。花の花弁に似たそれは、どちらかの血肉。

　バロンとランダが闘うたびに、空気が歪ゆがむ。紗しやがかかったようにあたりが朧おぼろにかすみ、舞う血しぶきが、焰ほむらとなって渦うずを巻く。

　トキの華きや奢しやな手が、ゆらゆらと揺らめく。かきまわすその手が、焰を生み出し、周囲を熱していく。

　手品のように、空気の中から火を巻き取って、取り出すトキの両手。決して一箇所に留とどまらず、右に左にと、つま先立って跳ぶ、か細いトキの足。

　──トキは、踊っている。

　人ならざる者のステップ。ジグザグに床を踏むトキの足取りは、見る者の目に残像を生む。

　黒い稲いな妻ずまとなって、トキはバロンへと襲いかかる。武ぶ闘とうでありながら、自然の中の風のようでもあり、野生の動物の求愛行動のようでもある。

　つまり──美び麗れいなのだ。

　血にまみれて踊るランダのダンス。

　生きることへの渇かつ望ぼうと、生きていくことの苦しみと。

　憎ぞう悪おと苦痛を踵かかとの下で踏みにじり、トキ──ランダは、羽ばたくように両手を広げ、バロンへと対たい峙じする。

　対等にトキと向きあっていたバロンの勢いが落ちていく。

　トキの背後で渦巻く、真紅と漆黒のねじれに飲みこまれてしまいそうにも見える。きらきらとした銀色の旋せん風ぷうがバロンの足もとから立ちのぼる。バロンの白銀の毛が膨らみ、逆立つ。

「チビ──」

　どうして自分は動くこともできず、互いに殺しあおうとしているチビとトキを見ているのかと思うと、涙なみだがどっと溢あふれてきた。

　悔くやしい。悲しい。腹が立つ。

「鳴瀬さん、これはずして──」

　涙を拭ぬぐうことすらできない。潮は鳴瀬に必死で頼む。頼みながら、かけられた呪術をほどこうと全身に力をこめる。

「トキさんが──」

　トキの真紅に染まった目が、バロンを見み据すえていた。口角がつり上がり、笑みの形を作る。狂きよう気きに支配され、殺さつ戮りくを楽しんででもいるような、微び笑しよう。

　──嫌いやだ。トキさんになにかを殺させたくなんてない。チビのことも助けたいっ！

　願いが──懐ふところで破は裂れつする。

「はずしません……よ、と……言う暇ひまもなく？」

　縮こまっていた潮の全身に、熱い血が漲みなぎり、通かよう。

　ふと、潮を縛りつけている鳴瀬の糸が視野に入った。鳴瀬と潮をつなぐ糸が長く伸びて、潮の全身にぐるりとからみつき、潮の手足を胴体に縛りつけている。

　──これじゃあ動けないはずだ。

　どうして見えなかったのだろう。鳴瀬の呪術にとらわれて、操られるがままに縁の糸で手足を縛られていることに──なぜ、気づけなかったのか。

　潮の腕の筋肉がたわむ。息を吸い、自身のなかのコを呼び出す。すると蒼い蝶たちが潮の指先にひらひらと生まれ──潮を縛りつける縁の糸へと連つらなって、とまる。

「糸を切りますか？　ぼくとのあいだにせっかくできあがって、互いに縁づけられた絆きずなの糸を？」

　嘲ちよう笑しようするようでいて、どことなく悲ひ哀あいを帯おびた声こわ音ねで、鳴瀬が言った。

「ぼくとの縁を切ってでも、トキさんやチビを助けたいというのがきみの答えですか？」

「いや。──俺はっ」

　熱い衝しよう動どうが身体の中心から逬ほとばしる。

　それにあわせて、潮と糸のあいだに蝶が入りこんだ。隙すき間まなく締めつけられていた糸と、潮とのあいだに空間ができる。

　息を吸い──吐はいて──潮は、蝶と共に反転する。ねじれて巻かれた糸の、そのねじれを巻き直し──巻き戻し──縁の糸を切らずに、縁の糸のからみをほどく。

　蒼い蝶の渦巻きと一緒に、潮はトキとバロンのあいだへと足を踏み入れる。糸のからみがひとつほどけるたびに、潮の動きの自由度が増す。少しずつ、糸はほどけていく。

「……切らずに、ほどく、と？　ぼくの術を？　馬ば鹿かな……」

　鳴瀬が目を見開き、小声でつぶやいた。

　回転し、縁の糸を巻き上げながら、漆黒の稲妻と白銀の刃やいばとのあいだに、潮は身をねじ入れた。

「トキさん……正気に戻って！　乗り移られるんじゃなく、ランダを乗りこなしてみろって、ばあちゃんも言ってたじゃないですかっ」

　腹の奥から突き上げてくるような絶ぜつ叫きようを、トキに叩たたきつける。

　巻き取った縁の糸が、潮の右手で塊を作っている。綿わた菓が子しのような白い糸の塊。すべては、たった一本の長い縁の糸。

　潮とトキのあいだにも、縁の糸は結ばれている。

「トキさんならできるよ」

　正気をなくしたトキに向かい叫ぶ。バロンに背を向けて、トキへと両手を開き立ちはだかって、訴うつたえる。

「俺はあんたに──これ以上、誰かを傷つけさせたくないんだっ」

　だってトキは、自分のせいで巻き添ぞえになったサキのことを思って泣いていた。女神に群むらがる雑霊に取り憑つかれ、鬼化してしまった女の子──サキのことを知り、そんなつもりじゃなかったと悔くやんで泣いたのだ。

「あんたは、もう他の誰も犠ぎ牲せいにしないで踊っていられるために、ばあちゃんに弟子入りして修行してたんだよな？　呪禁師になりたいとか、現あら人ひと神がみになりたいとか、力が欲しいなんてトキさんは思ってなくて──ただ、踊りたかっただけなんだろう？　誰も傷つけずに、誰よりも綺き麗れいな踊りを、踊りたかっただけだよね？」

　トキは潮へと手を振り上げる。取り憑かれた鬼の笑みで、牙を剝き──黒い爪で潮の喉をかき切ろうとする。

　飛びすさって逃げたが、腕をざっくりと切られた。痛みが潮にさらなる気合いを入れる。負けない。痛いとか苦しいとかつらいとか、そんなことでは負けられない。

　負の感情のすべてを足しても、トキを守りたいという気持ちを崩くずすことができない。燃え上がった想いが潮を衝つき動かしている。

「踊りたいだけだったら、バロンと闘う必要なんてないっ。トキさんが闘うのは自分自身と、踊ることそのものに対してだけで──他の誰かを傷つける必要なんてないっ！」

　どうしたら伝わるのだろう。

　トキの中にランダが見える。あるいはランダの奥にトキが潜ひそんでいるのか。

　長い爪を振りかざし、牙をガチガチと鳴らして、トキが潮に襲いかかった。触ふれられる直前に、横に跳ぶ。ひねった身体でトキの手を取ろうとしたが、軽く薙なぎ払われる。

　嚙みつこうとしてトキが潮に纏まとわりつく。のけぞって、トキの手から逃のがれ、トキへと縁の糸を回してかける。

　受けて──かわす。払いのけて、回す。手に手を取って、踊ってでもいるような、不思議な動き。トキが跳躍する。合わせて潮もまた、トキへと向かって跳ぶ。空中でトキの身体を抱だきとめて──。

「もしどうしても生いけ贄にえが必要なら──ランダ女神、俺を預けるから、もうトキさんのことは返してやってくれよ──!!」

　抱ほう擁ようと同時に、トキの爪が潮の背中を切り裂いた。引き裂かれた痛みと共に、さらに潮の全身が熱くなっていく。トキにつけられた傷口から、エネルギーが伝わってくる。出血しているのなら、そこから気力が減じていくものだろうに──。

「あなたは……ど……うして」

　聞こえた声に顔を上げると、トキの真紅の目から、血の色の涙が滴り落ちた。

「このお節せつ介かい。あなたは……毎回、そうやって……」

　かすれた声は、ランダの獰どう猛もうな唸りではなく、トキの声だ。

「トキ……さん？」

　すぐ近くにトキの顔。それまでの狂気の笑みとは違い、怒ってはいるけれど──むしろ、怒っていることこそがいつもどおりのトキの表情。

　大きな音を立てて、抱きあったまま二人は床に落ちる。したたかに背中を打ち、痛みで息が詰まった。

「どうしてここで笑うのよっ」

　痛いのに──潮は笑っていたらしい。そしてここで、そうやって文句をつけられたことで、ああ、いまここにいるのはトキなんだと実感する。

「安心したから」

「安心って。そんな血まみれになって、なにに安心するのよ。あなた馬鹿じゃない？」

　トキが戻ってきたのだとわかって、それまでたぎっていたものが一気に低下する。つけられた傷が痛い。特に背中。

　漆黒だった尖った爪がしゅるしゅると縮み、トキの指先に収納される。唇から覗いていた牙も、当たり前の犬歯へと戻る。赤かった双眸もアーモンドアイへと変わっていった。

「だって……チビと闘うなんて……って、あ、チビっ？」

　潮はがばっと身を起こして、バロンの姿を探した。

　バロンは──鳴瀬の傍かたわらで、低い唸り声をあげながらも、いつでも飛びかかることが可能な伏せた姿勢で潮とトキを凝ぎよう視ししていた。

「えてしてバリの舞台のあらすじでも、神話においてさえ、ランダをバロン一体で退治しきれた例ためしはないのです。バロンが弱いとか、ランダが強いとかいうよりも、神の存在が人にとって『そういうもの』として信仰されている。そのための制限により、ランダとバロンの形をとっているんじゃないかと思いますがね」

「ね……って、鳴瀬さん、なんでカメラ？」

　どこから、いつのまに取り出したのか、鳴瀬はビデオカメラを構えて、トキと潮を撮さつ影えいしていた。

「いいですね。そのショット。潮くんこっち見て。トキさんはもうちょっと凄すごんで。ああ、牙がなくなってしまった。それだと気き迫はくが足りないんで、もう一度、牙を出してください」

「出ないわよっ」

「出しましょうよ。潮くんに止められて牙が引っこんだんだから、そのときのタイミングや精神力を思い出せば、牙や爪の出し入れぐらいは自在にできるようにならなきゃ駄だ目めでしょうに。なんのために、な・ん・の・た・め・に、ぼくがこんなこと仕組んだと思ってんのかな？」

　バロンは髭ひげと耳をピクピクと蠢かしている。見張るようにトキをひたと見据え、威嚇するように尻尾を大きく振る。

「バロンに関しては、まあここで待機ということで。そのように伝えておきましたから。バロンのことは気にしないで」

「気にしないでって言われても……」

　あれだけの闘いを見せられて、そう簡単に落ち着けるわけがない。潮とトキはなんとか立ち上がった。

「だいたいバロンだけではランダを倒せず、バロンの味方として人間の戦士がランダを弱らせて、そのあとであらためてバロンが登場して、ランダを打ちのめすという──考えようによっては卑ひ怯きような、大勢でのひとりぼっちいじめみたいなことを、バロン戦隊は常時行っているわけですが──」

　バロンは日本語が理解できるのだろうか。いや、そもそも人間の言葉を理解しているのか。

　滔とう々とうと述のべる鳴瀬を一瞬だけじろりと睨み「ぐるるるるる」と、不本意そうな低い唸り声をあげた。抗こう議ぎしているように聞こえ、潮は人間代表で、バロンに対して謝罪したくなる。

　鳴瀬の説明は、あまりといえば、あまりすぎる。

「そういう意味では、潮くんの登場はバロンとしては願ったりかなったりの様式美。ただし、それでトキさんがランダを押さえこんでしまって、ランダが引っこんでしまったのは予想外だったんでしょうけどね」

　ばたん、ばたんと、バロンの尻尾が左右に揺れる。床に打ちつけられた尻尾の大きな音。

「……待って。つまり、私の修行のためにその……猫みたいなライオンみたいな犬みたいな生き物を連れてきて、それで私と闘わせたっていうこと？」

　トキが不ふ機き嫌げんさをあらわにした低い声で、鳴瀬に問う。

「なにを言ってるんですかっ。もちろん最大のポイントは、ぼくの楽しみのためですよっ！　見み応ごたえありましたね～。いい映像撮とれたから、トキさんにもあとで回しますからねっ」

　へらりと笑って、鳴瀬が片手を振る。その手から、潮へと縁の糸がつながっていることが──こうなってくると無性に憎にくらしい。

　塊にして巻き取った縁の糸は、トキを止めようとしてもつれあっているうちに、周囲にばらけてしまっていた。いまは一本の糸に戻り、潮と鳴瀬のあいだに、人の目には見えない橋を渡している。

　トキと潮のあいだにも縁の糸。

　そして──心しん眼がんを研とぎ澄すましてよくよく見れば、トキとバロンのあいだにも、きらめく縁の糸がつながっている。銀色に輝くその糸は、ひときわ太い。バロンとトキというより、バロンとランダのあいだにつながる縁なのだろうか。神こう々ごうしい光を放つ糸である。

「闘うというより、抱きしめあって、踊っているような二人の様子もちゃんと映像に収めましたからね。安心してください。これはもちろん聖さんにも見せますよ。ベストショットは空中で、二人でひしっと抱きあってるところ！」

「な……んか……。まあ、鳴瀬さんはいつもそうだけど……」

　言葉を見つけられず、うつむくと──潮の視界がくらりと歪んだ。目眩めまいがする。ズキズキと身体のあちこちが痛む。ふと手のひらを見ると、血まみれだ。

「崖下に突き落としたら、同時に突き落とした別な子どもライオンまで抱えて、空飛んで戻ってきたっていう弟子は、はじめてですよ。ぼく、弟子は潮くん以外にとったことないですけど──はじめてですよ」

　鳴瀬がカメラの録画を停止して、潮の前に立つと、感かん慨がい深げにつぶやいた。

「それ……」

　認められたのだろうか。いままでに見たのとは違う、どこか慈いつくしむような目をして、鳴瀬が潮の手を握る。

「ランダとバロンが同じ場所にいると、またお互いに反応して、ランダが覚醒したり、邪じや霊れいやら、日本の神様たちが様子を見に来てしまうので──潮くんはバロンを連れて、帰ってくれますか？　ぼくは聖さんがここに戻ってくるまで、トキさんのことを見守って、手当てをしますから」

「私は見守られなくたって平気よ」

「駄目ですよ。ぼくに見守らせて手当てさせてくれないと、あなたの言うところのお節介な少年は、ここであなたのために待機しちゃいますからね。──潮くん、立っているのもギリギリでしょう？」

　鳴瀬が鼻を鳴らし、突然潮の手を引く。引き寄せられただけで平へい衡こうが崩れ、潮はへたりこみそうになってしまう。

「……なっ……。じゃあまず手当てをしたらいいじゃないの」

「って言ったって、トキさんも、気が張ってるから立ててるだけで、もうふらふらでしょう？　部屋の掃そう除じもしとかないと、ここ、血まみれですし。──ギリギリなのは、バロンもそうですよね」

　バロンが、いきなり立ち上がる。ぬっと立ったバロンの太い足に血がこびりついていた。軽く後ろ足を引きずって、潮に向かって歩いてくる。

「わかったわ」

　トキが鳴瀬を睨みつけて、ため息を押し出してうなずいた。

「わかってくれて、ありがとう。トキさんとバロンは離さなきゃいけない。トキさんと潮くんじゃ、どっちも同時に倒れて気絶しそう。だからトキさんはぼくが面倒を見る」

　鳴瀬は潮を支え、バロンのほうへと押し出す。

「バロンはチビに戻ってください。その姿を維い持じするのにも神力を消費しているでしょうから。チビに戻って籠に入って、無人タクシーで潮くんとキラク堂に。キラク堂に戻ってしまえば、あとは甲田さんが潮くんの面倒をせっせと見てくれることだけは確定してますし」

　鳴瀬がテキパキと指示を出す。バロンの周囲に薄い靄もやが広がり──白銀の光の粒りゆう子しがふわりと舞った。靄が消えていくのに合わせて、バロンが小さく縮んでいく。

　バロンがチビの姿に戻って潮を見上げ──抱き上げようと屈かがみこんだ潮は、そのまま床へ前のめりに倒れたのだった。
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　気がついたとき──潮は、キラク堂のいつもの部屋で布ふ団とんをかけて寝ていた。

　見慣れた天てん井じようと壁かべ。ぎょっとして横を見ると、チビが目を細めて、潮の顔を覗きこむ。

　──ひょっとしてみんな夢だった、なんてことないよね？

　がばっと起き上がると、腕や足に包帯が巻かれている。鼻につんとくる独特の薬剤の匂においは、幼い頃から慣れ親しんだ、キラク堂の漢方薬、化か膿のう止め軟なん膏こうの匂いだ。

　チビが小首を傾かしげてから、伸びをする。猫っぽい仕草で身体を長くしたチビの後ろ足や前足にも包帯。

「チビも手当てしてもらったんだ」

　そうだが、それがなにか……とでも言いたげな目つきで、チビが潮を見返す。

　そこへ、がらりとふすまが開き──湯飲みの載ったお盆ぼんを抱えて、甲田が潮のそばにあぐらをかいて座る。

「起きたか。薬やく湯とう持ってきたから飲め。苦いとか変な匂いとか、文句言わないで飲むように！」

　ほれ、と突き出され、潮は湯飲みを受け取った。

　なにが入っているのかと中身を見たが──たまに出てくるミドリゴケ的なしろものではなく、普通のお茶の色をしていることに安あん堵どした。

　口をつけて、ごくんと飲む。薬草の香りはするし、苦いが、飲めないほどのものではない。そのまま半分まで飲んでから、横目でチビの様子をうかがう。

　──バロン、なんだよな。バリ島の神様。そんなもんうちで飼ってるって……。どうしたらいいのか。

　頭を抱えて、もう一度、布団にもぐりこみたくなったが──知ってしまった以上、甲田に隠しとおすことは困こん難なんだった。

「甲田さん……あのね、チビ、猫じゃないみたいなんだけど……」

　意を決してそう口に出す。

　しかし甲田はあっさりと肯こう定ていした。

「だろうな」

「へ？」

「チビが猫じゃないのは、さすがにすぐにわかった。見た目だけじゃなく、あんな豪ごう快かいな爪の研とぎ方する猫がどこにいるよ？　切り株があっという間に半分まで削けずれるんだぜ？」

「それは甲田さんが、チビのこと喜ばせすぎただけじゃ……」

　甲田はマグロなどの刺身をあげてチビを喜ばせただけではなく、チビ用にと、巨大なふさふさのついた大型猫じゃらしを自主製作して遊ばせたりもしていた。

　至れり尽つくせりで「ほーら、ほーら」とチビに尽くしていたせいで、チビはしょっちゅう、気分良く爪を研いでいたのだ。

　そのせいで、チビはやたら甲田になついている。

　いまもぐーぐーと喉を鳴らして、甲田の膝ひざ頭がしらに額ひたいをすりつけている。甲田も「うん。よしよし」とチビの喉やたてがみのあたりを指でかき混ぜるように撫でている。

　──どこをどうしたら、これが神様に見える!?

　巨大だし、たてがみが生えている謎なぞの生き物だが、このなつきっぷりは神には見えない。それもこれも甲田がチビを甘やかしているからでは？　でろんでろんに甘えていて、神としての威い厳げんが微み塵じんも感じられないのだ。

「別に、普通に可愛がってるだけだぞ」

「そう……なんだろうけどっ」

　それが甲田の性格なのだ。わかっている。

「だいたい、うちに連れてきちまったら、面倒見るしかないだろ。腹をすかせてたら食わせる。怪我をしてたら手当てする。出て行きたくなったらこいつは出て行くんだろうし、出て行かないならうちにいればいい」

「猫じゃなくても？」

「国や法律で保護されてたり、飼し育いくを禁止されている動物じゃないってことは、調べてみてわかってるからな。──禁止することすらできないほど、リアルにそのへんに転がってない類たぐいの、特とく殊しゆな動物なのかもしれないが……悪いもんじゃないってことぐらいはわかる」

　さらりととんでもないことを言っている甲田に驚いた。

「わかるんだ」

「何年、聖さんのこと見てきたと思ってるんだよ。人を見る目はあるつもり。人も動物も似たようなもんだろ。見ただけで人だって、動物だって、いいもんか悪いもんかはわかるよ？」

「甲田さんはすごいなあ」

　呪禁師でもなんでもないのに、スパッと物事の本質を突くのだ。

「すごいのは潮くんだよ。二度もあの優やさ男おとこの鳴瀬さんのところから、気絶して帰ってきやがって。すごく、すーごーくー、俺らを心配させてるってことわかってる？」

「え……と。はい」

「前回は背せ負おわれて帰宅。今回は無人タクシーに突っこまれてチビと帰宅。俺をどれだけ心配させたら気がすむのかな、きみは？」

　じろりとこちらを見下ろす甲田が、コツンと潮の額をこづいた。

「ごめんなさい」

　しゅんとうなだれた潮の手元を覗きこみ「いいから全部飲め」とうながす。潮は湯飲みに残っていた薬湯を一気に飲み干した。

「鳴瀬さんから連絡がきてた。トキさんは元気で、ちゃんと聖さんに報告したから、こっちは気にしないで潮くんは自分の身体の心配だけしててくれってさ」

「そっか」

　トキが無事なことにホッとする。チビ──バロンも、こうやって見ていると、包帯だらけなのは痛々しいが、他は大丈夫そうだった。

「チビは……？　甲田さんが手当てしてくれたの？」

「ああ。なんせうちは薬局だし、俺は薬剤師だしな。うちの特製軟膏を使えば、どんな生き物の怪我でも治る。後ろ足はちょっとまだ引きずってるけど、三日もすれば元気に走れると思うぞ？　出血量と傷の数は多いけど、ひとつひとつの傷そのものはそんなに深くなかったしな」

「よかった～」

　潮は胸を撫で下ろし、チビを見る。チビはヒゲをピクピクさせて、潮を見返している。

「潮くんは、人より自分の心配しろっていうのっ。自分がそうやって人の心配してるのと同じぐらい、潮くんを気遣ってる人が周囲にたくさんいるってことを考えてほしいよな」

「うん」

　胸に沁しみる台詞せりふだ。

「ま──心配してみんなが待ってるっていうのをちゃんと覚えててくれりゃあ、外でどれだけ暴れてようと、それでいいけどさ」

　ぼそりと甲田がつぶやく。

「甲田さん……」

「帰る場所があるってことだけ覚えといてくれれば、それでいい。聖さんにも言ってることだけど──いい機会だし、潮くんにも言わせてもらうよ。キラク堂で、俺はただ待ってる。だからどこに行って、なにがあっても、ちゃんとここに帰ってきてくれ。そのために俺はこの場所を守ってんだから」

　甲田は潮の頭をくしゃりと撫でる。チビを撫でるのと同じように、手荒く、それでいて愛情深く、撫でまわす。

　潮は胸がじんわりと温かくなり、泣きたいような、嬉しいようなこそばゆい気持ちで、空からになった湯飲みを見つめていた。

「わかった。俺、ここに帰ってくるために頑張るね」

「あまり頑張りすぎんなよ。いちいち気絶されると、心臓がいくつあっても足りない」

　笑いながら甲田が、潮の頭を平手で軽くはたく。はたかれた頭はまったく痛まないのに、なにもされていない胸がじわりとうずいて、甘く、痛んだ。
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　薬湯を飲んで寝直して、目を開けてはまたうとうとし──今日は鳴瀬さんは来ないらしいよという伝言を甲田から聞いて、また目を閉じて──。

　夢うつつの中で、キリコの高笑いを聞いた気がした。

　潮ちゃんやだ寝てるわヨダレ垂たらして──ヨダレの味見してみようかしらとキリコが言い、柳瀬がやめろよと制止してキリコに毒づかれ、由奈がきゃらきゃらと笑った。

　チビがぐーぐーと喉を鳴らし、キリコが、チビちゃんに赤ワイン持ってきたのよさあ飲みましょうと言い、甲田が、酒は……と慌てていたが、夢かうつつか──その後の音声は途と切ぎれている。

　あらやだチビちゃん酔ようのね、潮ちゃんと同じで酔うとすぐふらふらになんのね。

　キリコの声が耳に木こ霊だまし、俺をネタにして騒さわぐのはやめてくれよと抗議したいのに、目が開かない。眠くて、だるくて、疲つかれていて──でも安心していて。

　──ここでなら熟じゆく睡すいしてもいいんだ。帰ってくる場所。

　甲田の優しい声と、慈しむようなまなざしが脳裏をよぎる。

　姿をあまり覚えていない、早そう世せいした父のイメージを自然と甲田に重ねてしまう。父親役にしては若すぎるから、せめて兄だと思うべきか。

　甲田に寄り添うような影に──イメージの中での母を求め、潮はその影をよく見ようと、夢の中で瞳ひとみをこらす。

　──父さんはなんだか優しい人だった刷りこみがあるけど、母さんってばあちゃんに似て、ちょっと怖くて我わが儘ままだったような気がするんだよな。なにも覚えてないし、写真でしか知らないんだけど、でも……。

　きっとこれは夢で……夢の中なのだから、母の姿を追いかけてもいいだろうと、甲田の横で笑う人の顔を覗きこもうとした潮は──。

「──鳴瀬さん？」

　パチリと目が開いた。潮は反射的に起き上がり、はあはあと肩かたで息をする。心臓がばくばくと大きく脈みやく打うっている。

　父のような、兄のような気持ちで甲田を見つめ、そばに寄り添う人に駆け寄って「母さん」と呼ぼうとしたら──振り返ったその人の顔は鳴瀬だった。

　悪夢だ。

「見たぞ」

「うわっ!?」

　突然声をかけられ、驚きすぎて大きく身体が跳はねた。

　枕まくら元もとには、聖がちょこんと座っていた。民芸品の置物みたいに、着物を着込んで座布団の上に座り、まったりと茶をすすっている。

「ばあちゃんっ、いつのまに。見たって……な……にをっ」

　ここは聖の家でもあるので、もちろんいてもおかしくはない。倒れて寝ている潮を見舞ってくれるのも普通のことだろう。普通の家族関係ならば。

　しかし聖の場合、優しい気持ちで見舞ってくれているだけじゃなく、他の要素がからんでいそうに感じるのは偏へん見けんか？

　──まさか、いまの夢の中身を見たんじゃないよね？

　もしくは聖が潮の夢を乗っ取って、悪夢を見せた可能性は？

　孫息子にそんな夢を見せてなにが楽しいかという話だが、聖の場合、なにをやっても「ばあちゃんだし」と納なつ得とくできてしまうところが怖い。そこに確たる理由などなくても、おもしろそうだからというだけで、潮を手て駒ごまにして遊べる祖母──それが聖だ。

「鳴瀬の操りクグツのワザを撥ね返して、動いてのけたとは、なかなかだった。鳴瀬が録画したもんをしっかり見せてもろうたわ」

　ぐびっと茶を飲んで、ひと言。

「そっちか」

「そっちって、なんじゃ？　他に見られそうなもんがあると？　じゃったら隠かくさずとっとと見せればよいじゃろう」

　ぎろりと睨まれ、ヒッと息を吞む。いまの夢を見ていたわけじゃないらしい。

　呪禁のワザに、夢見という予知夢のワザがあるから、それを応用すれば他人の夢にももぐりこめそうだしなんて思いこんでしまった潮も、たいがい聖を誤解しているのかも。

　──そういや、ばあちゃんは子ライオンを崖下には落とせないって、鳴瀬さんが。

　考えてみれば、からかわれることは多々あれど、聖は潮を本気で危ない目には遭あわせない。いつでも聖が手を打ち、いざというときには潮を助けてくれる手はずが整っている。

　自分が実はとても恵まれていることを、いまさら実感する。

　甲田しかり、聖しかり──潮は周囲の人たちとの縁の糸に、大切に囲まれて成長してきているのだ。

　──だからこそ、鳴瀬さんに縁の糸で縛られて、操られたのが悔しくて悲しかったんだ。そんなふうに縁を、呪禁のワザで使われたことが、つらくて……。

　それでも鳴瀬は、最後には潮を少しだけ認めてくれた。

「鳴瀬さん、なんて言ってた？」

　賞賛の言葉を聞きたいというより──なにかに納得したくて、聖に問いかける。

　結果的にはいい方向に向かったのだとしても──自由を奪うばわれて好きに操られるのは嫌だった。そういう呪術の使い方もあるのだと知らされると、弟子として、鳴瀬のワザを伝承させられることにためらいを感じる。

「おまえが鳴瀬に呪禁のワザを教わることを、嫌がるかもしれんと言うとった」

「そっ……か。もし俺が……」

　嫌だと言ったら、と口に出す前に、聖がピシリと告げる。

「おまえの師し匠しようは鳴瀬にするとわしは決めた。鳴瀬じゃない相手から習いたいというのなら、中沢の家を捨てる覚かく悟ごをしてもらう」

「ばあちゃんっ」

「言いたいことがあれば聞く。さあ、文句を言え。わしがおまえごときの文句に我が耳を開くのは、百年に一度ぐらいの奇き跡せきじゃ。ここを逃したら次の機会は来世紀」

「来世紀まで生きてるのかよっ。いや、生きててくれたら嬉しいけど。でも先に俺が死ぬような気が……じゃなくて」

　正面きって「文句を言え」と聖に言われると、しどろもどろになる潮だ。

「文句っていうか……俺、鳴瀬さんのワザが怖かったんだ」

「鳴瀬のワザは呪禁の邪じや法ほう。それは最初に、鳴瀬自身も伝えておったはずじゃ。呪禁師たちのワザを封じることを、鳴瀬は得意としている。呪禁師同士の争い事にこそ、鳴瀬のワザは価値を持つ」

「それって、俺に意味あるのかな。俺、呪禁師同士で闘ったりするわけ？」

「わしがいなくなれば『中沢家』の名を継つぐのはおまえだけじゃ。下へ手たに後ろ盾だての多い家名ゆえ、その名とバックボーンを寄よ越こせと集まってくる、別の呪禁師の一派もおるわな。平和裏に名をもらいたいと思うておる奴やつらは、おまえが赤子の時分には、すでに見合いの話を寄越しおってのう」

「見合い～？」

　思いがけない話を聞かされ、潮は思わず、すっとんきょうな声をあげた。

「許嫁いいなずけとして別の呪禁師の一族の娘とつがわせろと、な。いまでもわしのところにはおまえに当てての見合い写真が山と積まれておる」

「まだ結婚なんて考えられないから！　俺、十六歳だから。法律的にもまだ結婚できないから！」

「じゃから、見合い話はおまえには伝えとらん。とはいえ──わしが死んだあとはどうなるかは、わからん。甲田はしっかりしとるが、あれは呪禁師ではない。漢方に詳くわしい薬剤師で経営者。わしに万が一のことがあれば、おまえが実生活で頼たよれるのは甲田、呪禁師として頼れるのは鳴瀬じゃろう」

　聖に万が一なんて、あるとは思えなかった。潮より先に亡なくなるのが年齢として順当だとしても、それでも聖はずっと生き続けるような気がする。

「見合いなら、まだ平和でいいがな。無理やりにでもおまえの意志をねじ伏せて、中沢家の名前だけさらっていこうと呪術をかけてくる連中も、きっとそのうち出てくるじゃろう。──それでおまえの父母は、亡なくなった」

「え？」

　なにを言われたか、瞬時に理解できなかった。

「わしの娘というだけで、幼い頃から見合いがひきもきらずあってなあ。そもそもわしの娘じゃ。他人に指図されて伴はん侶りよを探す性しよう分ぶんではなかった。自分で伴侶を見つけて、結婚して、子どもも生なして──ああよかったのうと思ったところで、呪じゆ詛そで不幸な目に遭った。悔くやんでも、悔やみきれんな。くだらない、家名ごときで、命を……」

「ばあちゃん、それって」

「おまえはわしが育てた。おまえに届く呪詛のすべてはわしと鳴瀬が撥ね返して、ここまで育てた。鳴瀬は表に出てこないだけで、わしの周囲にも呪詛返しの術を常に張り巡めぐらせておる。あれは、わしのことしか眼中にないが、つまりはわしのそばにいれば、自然とおまえへの呪詛も鳴瀬が感受して、撥ね返す」

　考えてもいなかったことを語られ、潮は混乱する。

「おまえは、わし亡きあとのことを考えて、鳴瀬に習え。今後、誰かに惚ほれてその女を守るにしろ、授さずかった我が子を守るにしろ、呪禁封じにも長たけておらんと難しかろう。呪禁や魔というものが権力を持たなかった時代ならまだしも──世界はいまや、霊力を力のひとつとして認め、欲している。わしらは、力を持っている。仕方ない」

　父母が亡くなったのは呪詛のせい？

　しかもそれは、呪禁師の派は閥ばつ争いや家名や権力目当ての、他の呪禁師の一派によるもの？

　潮を呪いから守るために、聖がぴったりと貼はりついて育ててくれていた？

　鳴瀬は陰かげから、聖と潮のことを守っていた？

「キラク堂そのものは、もうわしの手を離れて、甲田の顔で世界各国の太い客をつかんどるから──キラク堂に手出しをする呪禁師は、いままではいなかった。この先、わしが亡くなったあとのことはわからん。そのときは場合によっては、おまえが甲田を守る立場になる」

「俺が甲田さんを？」

　背筋がぞくりと粟あわ立だった。ずっと潮の保護者であった甲田を、潮が守らなくてはならないこともあるのか。

　もしなにかあったとき、潮の力不足で甲田を守りきれなかったら？　どうする？
















「で、文句を言え。聞く」

　衝しよう撃げきの事実を淡たん々たんと羅ら列れつしておいて、しれっとした顔で聖が潮を見据える。

　鳴瀬が潮に求めていたものが、漠ばく然ぜんとだが、わかったような気がした。

　結論としては強くなれという叱しつ咤た激げき励れいだが──自分がどこに基き盤ばんを置き、なにを大切にしたいのか決めて、芯しんを持つことが、いまの潮には必要なのだ。

　──周囲の人を守ることになる、未来の自分自身のために。

「鳴瀬さんにいつも、俺は甘いからって言われて……甘いのかもしれないけど、でも鳴瀬さんみたいな考え方は俺にはできなくて……」

「鳴瀬みたいな考えとは？」

「鳴瀬さんが俺のこと、縁の糸で操り人形みたいにして、鳴瀬さんの思うとおりに動かしたときがあって──そのときから、なんだかもやもやしてて」

「人に操られるのが、つらかったか？」

　あのときのことを思い出して、潮はゆっくりと首を横に振る。

「そうなんだと最初は思った。そういうつらさもあったけどさ、それよりつらかったのは、鳴瀬さんに操られるぐらいまでしないと、呪じゆ法ほうが修得できない自分の無能さが惨みじめだった」

「──操りの糸は、呪詛返しをして、捕ほ縛ばくを解くことができるようになったじゃろうが？　鳴瀬がわざわざ録画までして報告しとったが？」

「それだけじゃないんだ。サキさんをオパール珠だまに封じたことについても、理由がわかんなくなっちゃって。サキさんが力がある鬼だから封じて遣い魔にしてるのか、もっと弱い鬼なら退治するのか。鳴瀬さんに聞かれて、考えるようになった」

「考えろ、か。潮の不得意分野じゃのう。肉体労働専門じゃしな」

　からりと笑って聖が言う。軽く笑い飛ばされると、たいしたことじゃないのかなと思えてしまう。でも──。

「サキさんのこと……元が人で、鬼に変じたあやかしを、俺は殺したくない。できるなら──人に戻したい。でも、それ以外の他の鬼や魅も鬼こはどうなんだろうとか……」

「いままで退治していたものに対しても哀あわれみを感じるようになったのか。ずいぶんとえらい立場になったもんじゃな」

　ハッとして顔を上げると、聖が真っ直ぐに潮を見ていた。

「えらいって……？」

「憐れん憫びんは、上に立った者が下にいる者に向ける感情じゃろう。対等でありながら哀れむなどということは、ほとんどない。いつのまにか潮は慢まん心しんしたのう。人が鬼よりえらい立場だと、誰が決めた。誰が教えた？」

　人と鬼は──どちらが上か。そんなことは潮にはわからない。

「我らはむしろ鬼より弱い。淘とう汰たされ、いずれ消えゆくのは、このままでは人のほうじゃて。権力争いなんぞしている場合ではないわ。人に祈いのられて力を持っていたはずの神は、その威い力りよくを失い、消えていった神も無数。霊力だけは増大し、人は、鬼と魔ばかりを増やしよる。言いたくはないが、世も末じゃ」

「俺、慢心してた？」

「鳴瀬は元が人にん形ぎようじゃ。信じようと信じまいと、あれはわしの愛した人形に、魂と呪詛が宿って人型になった。鳴瀬は自在に動けぬ人形だったときも、いまも、わしに操られておるよ。縁の糸やら呪詛ではなく、鳴瀬が忠誠を誓ちかったわしに対する情愛に縛られて、操られておる。それも惨めか？」

「え？」

　鳴瀬が実は人形だというのは、以前にも聞いていたが──信じきれないまま、いまに至っている。だって体温もあるし、喜怒哀楽もある。性格に難はあるが、人間にしか見えないのだ。

「わしが亡くなったあとも、『孫を守るために生き続けよ』とわしが命じれば、ずっと生き続けるだろう。あれはそういう生き物じゃ。鬼でもなく、人でもない。──操られたくないと思うておっても、そもそも人はみな、なにかに取り憑かれ、操られて生きておる」

　聖の声が潮の胸に重たく響く。

「いや、鳴瀬は生きてすらいないのかのう。あれがどうして動きだしたのかは、わしにはわからん。それでも鳴瀬は、生まれてしまった」

　ずっと手にしていた湯飲みをコトリと下に置き、聖が嘆たん息そくする。

「わしがもしいなくなっても、誰かがあれを愛してやってほしい。『わしが死んだあともおまえは生きろ』と、わしは鳴瀬に言うじゃろうから。潮は──鳴瀬が嫌きらいか？」

「嫌いじゃ……ないけど」

　そう、嫌いではないのだ。どんなに振り回されても、無茶なことを言われても、嫌いにはなれない。

「呪禁のワザで捕縛して操るまでもなく、普通に人同士は情念で縛られ、操られておる。わしがおまえにいま、鳴瀬を愛してやってくれと頼んだこれも……呪禁ではない、言葉の捕縛じゃ。悪い作用だけじゃない。甲田の優しさは、おまえを良い方向へと導いて、連れ出している。それもまた、人の縁の糸の操り」

　甲田の優しさが潮を明るい道へと連れ出してくれているのは、自分でも理解している。

「操られるのがつらいのではなく、生きていくことそのものがつらいんじゃろうよ。操られた自分が嫌いだと感じたとき、呪禁のワザであろうと、人の縁であろうと、構こう築ちくし直す自由がおまえにはある」

「構築し直す自由？」

　そんなこと、考えてもみなかった。

「そうじゃ。撥ね返す自由がある。おまえがワザを撥ね返して、ほどいたように。そこにおまえ自身の意志の力がある。おまえはあの瞬間、鳴瀬に縛られて動けない自分ではなく、鳴瀬の捕縛から離れ、トキとバロンの両者を助けるための自由を選択した。強い意志の力で。鳴瀬が求めていたのは、おまえの中の意志──芯であり、源みなもとじゃ。ワザだけの話ではなく、生きていくためのおまえの芯を、鳴瀬は問うておる」

「生きていくための……」

「たいていの人は、つらいつらいと──己は弱くて駄目だと自省して落ちこみながら、生きていく。たまたまおまえは鳴瀬のワザで、縛られることや操られる苦しみを知った。他の人間は、ワザ以外のことで知る。呪禁のワザを使って、その当たり前の事実をおまえに突きつけた鳴瀬のことを、嫌ってくれるな」

「ばあちゃんは、鳴瀬さんのことが好きなんだね」

　ぽつりと落ちた言葉に、聖が嫌そうに顔をしかめた。

「それを聞いたら、鳴瀬が図に乗るから言うてくれるな。わしがあやつを嫌っておったら、そもそもあやつは動きだしたりしなかったろうよ。ただの人形のまま、生命を得られることなく、奇跡は起きず──そしてわしもまた、奇跡を信じず、世の中はつらいことばかりじゃと憂うれえて、なにもかもを憎んで生きておったことじゃろう。人も愛さず、子も産まず、おまえもきっとここではないどこか、別の家の子どもとして生まれてきとったに違いないよ」

　奇跡というひと言で片づけていいのか。でも、それ以外にたとえようのない事実。人形がもしも、持ち主の愛によって動きだしたとしたら──。

　愛されることで動きはじめた子どもの人形が、最後に人間の少年へ変わるというおとぎ話があったと思い出す。

「ばあちゃんは、ずるいな」

　まったく説明になっていないような気がするのに、納得してしまう。聖との会話はいつもこうだ。曖あい昧まいなまま、妙に心を衝つき動かされて、最終的には「うん」と言っている。

　潮が単純なだけかもしれない。あるいは──聖と潮の気持ちがつながって、通じあっているからなのかもしれない。言ってくれるのが聖だから、うなずける台詞がある。

「わしは呪禁師じゃなければ、詐さ欺ぎ師しになっとっただろう逸いつ材ざいじゃからな。ずるいというのは、わしには褒め言葉じゃ。この美び貌ぼうと知性と素晴らしきボディラインで、全世界の男女を狂くるわせる魔性の女と呼んでくれてもかまわないぞ？」

　カラカラと笑って言いきる聖は──顔をしわくちゃにして破は顔がんする、超ずんどうのボディラインを着物で包んだ、ひとりの老ろう婆ばだ。

「奇跡……かあ」

　なんだか脱だつ力りよくしてしまい、ばたんと布団に突っ伏した潮は、ため息と共に言葉を吐き出した。

「しかし、バロンを迷い猫と間違って連れ帰るとは……我が孫ながら、なんという鈍感さかと呆あきれたわ。それもまた奇跡じゃな」

「それはっ」

　顔を上げ、聖をうかがう。怪我をしたチビのことをいまさら捨ててこいと言われても、潮にも甲田にも捨てられない。たとえあれが、神様でも。

「安心せい。捨ててこいとは言わぬわ。神を捨てるなど罰ばちが当たる。バロン神は、ランダとは違い祟たたる神ではないがな。善神は時代と共に、形と力を変える。いまが変へん革かくの時代なのじゃなと、小さくなったバロン神を見て、しみじみ思うたわ。日本に来たから小さくなったというのもあるのじゃろうがな。土地の神は、その土地から離れると、力を失うものじゃ。トキがいまだ人としての形を保てるのも、ここが日本だからで──バリに戻ったらどうなるか」

「そうか。じゃあトキさんも、しばらくバリには行けないんだ」

「そしてトキが日本にいる限り、バロンもまた日本でランダにつきまとうことじゃろう。最初は潮についたランダ女神の匂いにつられて、取り憑いてきたんじゃろうが……。そのあとは、居心地がよすぎて、出て行けなくなったような気もするのう」

「甲田さん、チビのこと大好きだから」

「人のせいにするな。潮もバロンのことが好きなんじゃろうが」

　相手は神なのに、捨て子犬や子猫の処しよ遇ぐうについて話しているような扱いでいいのかと疑問も浮かぶ。

「神として愛されるのではなく、獣として愛されるのはバロンとしても不本意じゃろうが──信仰には変わりはないし、尽くしておれば、バロン神の姿形もいずれ変化して育つやもしれん」

「ええっ、育つの？」

　トキと闘ったときのように大きくなってしまっては、自宅で飼えない。若じやつ干かん、愛らしさも減少する。もふもふした毛は同じだが、獰猛さが先に立つ。いまのままでいてくれるほうがと、つい思ってしまう。

「潮はともかく甲田は、植物でも魚でも獣でも人でも、すくすくと大きく育てることを得意としておるからのう。力を取り戻したら、むしろ、ちゃんとした猫並みの大きさに擬ぎ態たいしてみせられるようになるとも思うし、気にするな」

　安心しろと言いたげにうなずく聖に、潮は複雑な笑みを返したのだった。
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　体調が戻もどるまで、修しゆ行ぎようはひと休みと言われた。

　かといって寝てばかりもいられないので、二日ほど休んでから、潮うしおも店てん舗ぽに出て甲こう田だの手伝いをする。

　チビの怪け我がも二日で癒いえ、いまは包帯を取ってもらい、元気に生魚や高級猫ねこ缶かんを食べ、甲田手製猫じゃらしで遊び、切り株を削けずっている。

　いつものように人が集つどい──あることないこと勝手に話している常連客たちの様子に「うち、薬局なんだけど、常連客がみんな健康そのものっていいことなのか、どうなのか」と、ぼんやりと考えこむ潮だ。

　が──いつもの賑にぎやかさに、あと一ひと匙さじの塩気のようなものが足りないことに気がつく。

　なんだろうとしばらく観察してわかった。キリコがいつもより言葉少ななのだ。

「キリコさん……どうしたの？」

　キリコは話の輪に加わるでもなく、ぼんやりとした顔で、ため息ばかりついている。

「うん？　どうしたって、なにが？」

　キリコの目の下にくまができている。美容については命がけのキリコなのに、こんなに疲つかれが肌はだに出ていることは、珍めずらしい。

「いつもと違うような気がして。……俺のこと見ても、お尻しりつかんだりしないし。いや……つかんでほしいわけじゃないからね。一応言っとくけど、違うからっ」

　ぽろりと口に出してから、慌あわてて否ひ定ていする。うっかりしたことを言うと「あら、つかんでほしいのね」と、すかさず臀でん部ぶをわしづかみにくるのがいつものキリコだから。

　しかしキリコは「そうかしら。いつもと違うつもりはないんだけど」とつぶやき、潮から視線をそらして遠くを見つめた。

　ますます──おかしい。

「恋こい煩わずらいらしいよ」

　柳やな瀬せがこそこそと潮の耳元に小声で告げる。

「へ？」

「こないだ、ワヤン・クリに行っただろ？　招待チケットもらってみんなで行ってから、ずっとああなんだよ。ラカの舞台とラカ自身に胸を締しめつけられて、彼のことしか考えられなくなって、夜も眠れないんだそうだ。本人いわく──恋煩い」

「そうなんだ」

　柳瀬と潮の声は聞こえているだろうに、なんの突っこみも入れず、もじもじと両手の指を組んでは大きなため息をつくキリコは、相当に重じゆう症しようだ。

　その場にいるみんなが苦笑している。甲田も目をくるりと回し『お手上げ』という表情。

　甲田ですらなにもできないのなら、潮ごときに、いまのキリコをどうこうできるわけがない。

　顔色が悪いのは気になるけれど──と視線を床ゆかに落とすと、チビが部屋から抜け出して店へと駆かけてきた。

　猫科っぽい見た目で爪つめの出し入れはするのに、どういうわけか、チビは走るときに爪を出す。ゆえに駆けると、タッタッタッという足音がする。

　チビはまっすぐにキリコのもとへ走って行き──キリコの匂においを嗅かぐと、いきなり、牙きばを剝むいて唸うなり声をあげた。

「え？　チビ？」

　甲田が眉まゆをひそめてチビを抱だき上げる。甲田に爪を立てることまではしないが、チビは爛らん々らんと目を光らせてキリコを睨にらみつけ、威い嚇かくの表情を変えようとしない。

「どうした？　仕方ないなあ。マグロの美お味いしいのオヤツにやるから、ちょっと機き嫌げん直せよ」

「甲田さん、チビちゃんにも甘いわよね。可か愛わいいから仕方ないけど」

　と、由ゆ奈なが言う。「可愛いか、あれ」と柳瀬がつぶやき、由奈に「もうっ」と叱しつ責せきされる。

　甲田が居住区画へとチビを連れ去る。

　その後ろ姿を目で追いかけながら、潮は首を傾かしげた。

　チビが唸ったのは、ランダ女神が取り憑ついたトキと出会ったときだけだったし、いままではキリコにもなついていたのに。

　不安にかられた潮は、日常では発はつ揮きしない、呪じゆ禁ごんのための心しん眼がんに集中して、キリコをあらためて見やる。

　──黒い糸？　黒い縁えんの糸が？

　縁の糸は、通常は人の指先から他者へと縁をつないでいる。しかしキリコは指だけではなく、足や頭や、胴どう体たいからも黒い糸をつないでいた。マリオネットのように、身体からだのあちこちから目には見えない黒い糸を生はやして、虚うつろな目をして空間を凝ぎよう視ししている。

　以前、道ばたでいきなり女性に襲おそいかかった男と同じ。

　黒い糸。

　──呪禁？

　探さぐってみると呪まじないの一種であることはたしかだが、呪禁のワザの気配ではなかった。

　聖ひじりに言われたきり未整理で、まともに向き合っていなかった「中なか沢ざわ家けが、他の呪禁師たちに狙ねらわれている派は閥ばつ争い」の話が脳裏をよぎる。

　もしかして、誰だれかが潮や聖の立場を危あやうくする計略で、キラク堂の常連客であるキリコにワザをかけたのでは？

　具体的になにをしたいのかはさっぱり見えないけれど──キリコに呪じゆ詛そがかけられたことに、潮は動どう揺ようする。潮が呪のろわれることより、一般人であるキリコや甲田が呪われることのほうが、怖こわい。

　全身がざーっと寒くなる。

　──恋煩いなんかじゃない。これが呪詛なのだとしたら、誰が、なんのためにキリコさんを呪ったのかを、確かめなくちゃ。

　キリコの呪いの糸の先に、誰が通じているのかを、潮が確認しなくては。





[image: ]






　キリコがキラク堂を出るのに合わせ、潮も跡あとをつけることにした。精せい彩さいを欠いたままキリコは「今日はもう帰るわ～」と、ふらふらとした足取りで外に出る。

　鳴なる瀬せから休みをもらっているいまのうちしか、潮には自由に動ける時間がない。聖に相談しなくてはとか、鳴瀬にも伝えなくてはと思いはしたが、まずキリコの様子を確認してから、調べた詳しよう細さいと共に報告するほうがいいと判断した。

　漠ばく然ぜんとした相談だけでは「なんでもっと調べないのだ」と言われるような気がしたのだ。

　外に出ると──曇どん天てんの空から、みぞれがパラパラと降り落ちていた。

　キリコが飛行車エアカーに乗りこむのを見て、流しの飛行車を慌てて停める。乗りこんで「前の車を追ってください」と言うと、運転手が「お。かっこいいね。こういうのやってみたかったんだ」とノリノリで尾び行こうしてくれた。

　やがて、キリコの車が地上に降りて停車したので、そこから少しずれたポイントで潮も降こう車しやさせてもらう。

　キリコの車も、尾行に使った車も飛ひ翔しようし──キリコの姿を見失わないようにと、物もの陰かげに潜ひそみつつ跡をつけた潮の目は、見慣れた光景に、うろうろと泳ぐ。

「ここって？」

　キリコが訪れたのは、トキと聖が修行の場として過ごしている一軒家であった。

　普通の人間にはもぐりこめない作りになっているので、キリコの足取りは、門の手前で停止する。ぼんやりと立ち尽つくし、家を見上げるキリコが、ふらりふらりと左右に揺ゆれる。

　──完全に操られてる。

　生きた人間のマリオネット。キリコからつながる黒い糸が空中にピンと張り、糸が引かれるのに合わせて、キリコの手足と身体が動いている。

　糸の源みなもとを探って、操っている相手が誰かを確かめるには、キリコのワザは解かずに様子を見守るのがいいのだろう。わかっているけれど──キリコの姿が遠目にもどんよりと陰いん鬱うつなものに見えて、胸が痛んだ。

　早くあの不ふ穏おんな糸を解いて、いつもの陽気なキリコに戻ってもらいたい。

　いますぐには身の危険はなさそうだとしても、呪いなのだから、かけられて平気でいられるはずがないのだ。

　どうしようかとためらっていたら──潮の足もとを、シュッと白銀の霊れい気きが走り抜けていった。チャチャチャチャという小こ刻きざみな音のあとで土つち煙けむり。地面を稲いな光びかりが貫つらぬいたようだった。

　なんだ、と思った潮の視界に飛びこんだものは──。

「へ？　チビ？」

　チビが小さな姿から、霊れい獣じゆうであり神であるバロンへと変へん貌ぼうしてキリコへと駆けていく。

　どうやってこの場についてきたのかは、神ゆえの行動で不明だが、キリコをつけていたのは潮だけではなく、バロン神もそうだったらしい。

　キリコに対して唸っただけではおさまらない、他の理由が？

「キリコさん……！　てゆーか、神様相手だったら、ここの封ふうじの呪じゆ法ほうもさすがに壊こわれるって！　ランダ女神だけでもうギリギリだし、こないだ女神とバロンが闘たたかったせいであちこち綻ほころびてて、場の安定、急ぎで取り繕つくろってたっぽいのにっ」

　キリコのすぐ目の前には、不安定な封じの呪法。

　そこにバロンごと飛びこめばどうなるか。

　許容量オーバー。呪法は微び妙みようなバランスのもとに成り立っている。科学や物理が世界の理ことわりに基もとづいた以上のことができないのと同じ。

　呪術には呪術の論理があり、それを超えれば破は綻たんして、時に暴走してしまう。

　そしてまた──潮の脳みそも許容量オーバー。

　考えようとするより先に、どうしたって身体が動く。

　だって考えていたら、間に合わない。

　いつだって潮の心と身体は、脳に率そつ先せんして感じ取り、発動する。それが短所。知っている。

　でも──頭で理解できないことで、身体が動かず立ち止まってしまうより、もしかしたらマシかもしれない。

　気づけば潮は、バロンを追ってキリコのもとへと走っていた。

　バロンがキリコに飛びかかる。

　閃せん光こう。

　門の内側と外側で、光が漲みなぎり膨ふくらんだ。水風船のゴムが膨らみすぎて破は裂れつしてしまうように、呪詛空間を囲んでいた見えない皮ひ膜まくが薄うすく引き伸ばされ、光の量に耐たえきれず、パチンと破れていくのが潮の心眼に映うつる。

　バロンとキリコとが、封じの呪法を突き破って、屋や敷しきの中へと倒れこむ。もつれあって転倒したキリコを抱きこみ、潮も敷地内へと転がりこんだ。

　バロン神の霊力のせいで、キリコにつながっていた黒い糸が何本か灼やき切れる。咆ほう吼こうし、バロンがキリコにつながっている糸に爪をかけ、断ち切った。

　キリコは気を失っている。膝ひざをついて抱かかえ起こし、唸り続けるバロンを見やる。威嚇の喉声を鳴らし、バロンが潮とキリコに背を向けて、くるりと回転した。

「────」

　どこからか、異国のイントネーションの声がする。

「ラカ？」

　言葉をかけてきたのは、ワヤン遣いのラカだった。

　封じの呪法が解けた門戸の外は──靄もやがかかって、歪ゆがんで見える。遠近感の狂くるった絵のように、街まち並なみの一部は遠ざかり、一部は突出し、蜃しん気き楼ろうめいて光景がいくつか重なっている。

　そんないびつな街並みを背景にして、ラカが潮たちと対たい峙じする。

　みぞれが降る。冷たさが頰ほおに、肩にと降りかかる。

　ラカは片手に傘かさを差し、わずかに首を傾げてこちらを見ていた。

　綺き麗れいで、子こ鹿じかみたいに濡ぬれた目で潮を見つめ──ラカが言葉を発した。

　残念ながら潮には、ラカの言っていることがわからない。最初はバリの言葉らしく──続いて流りゆう暢ちような日本語がラカの唇くちびるからつむぎ出された。

「困ったことになった。私はランダ様を覚かく醒せいさせたかっただけなのに、きみは邪じや魔まをするんだね」

　バロンが上体を低く伏せ、いまにも飛びかかろうとする姿勢を保たもち、ラカを警けい戒かいする。

　ラカの手がひらひらと動く。その手にくくられているのは、黒い糸。

　ハッとして潮は糸の先を目で追う。いくつかは途と切ぎれて、行き先を失って地面に垂たれ──いくつかはキリコの身体へとつながっていた。

「なんで？　あんたも呪禁師ってことか？」

　返事は──ＮＯ。

　すると、ラカの両手が掲かかげられる。

　風に吹かれる木の枝のように、すべての指を揺らしたラカの背後から、何人もの虚うつろな目をした人間たちがゆっくりと近づいてくる。

　死人の目をした人間たちは、キリコと同じ黒い糸で身体の各パーツをラカに結びつけられていた。彼らは傘も持たず、濡ぬれそぼち、粛しゆく々しゆくと進む。

　どこから湧わいてきたのか。ずっと物陰に潜んでいたのか。

　ゾンビのような人びとが、封じの呪法が綻ほころんでしまった屋敷の門を抜け、ふらりゆらりと身体を傾げながら潮たちに向かって歩いてくる。

「私はランダ様を返してほしいのです」

　ラカは感じのいい笑顔を浮かべ、続ける。

「バリからランダ女神が消え、私たちはとても困っている」

　実際にとても困こん惑わくした顔でラカが言う。

「どういう──ことだ？」

　理解できずに問い返しても、それ以上の返事はない。

　ラカの糸で操られた人びとが、じりじりと潮たちへと距きよ離りを詰つめる。静かに佇たたずむラカの脇わきをすり抜けて、瘴しよう気きと共に人が進む。

　ためらっていたのはほんの数十秒。

　下から、ガッと拳こぶしが突き上げられ、顎あごを殴なぐられた痛みで潮は後ろにひっくり返った。

「な……」

　不意打ちの衝しよう撃げきに、目の前に火花が散った。

　起き上がって見ると、抱きかかえていたキリコが目覚め、潮を殴ったのだと気づいた。右手はまだラカの糸につながれ、左手は自由。足もラカに。頭からの糸は途切れている。

「潮ちゃ……ん？　やだ。なに？　あたしの身体が勝手に」

　悲鳴をあげて、キリコが潮へと殴りかかる。制御しきれず、手足をばらばらに振り回した、壊れた機械じみた動き。

　キリコは得体の知れぬものに操られ、己の意志で動けぬことに恐きよう慌こうの表情を浮かべている。泣きそうな顔で、雄おすの声に戻り、絶ぜつ叫きようする。

「潮ちゃんのこと殴りたくなんてないのに、勝手に──。しかも、なんだよてめぇら。この見たこともない連中。邪魔す・ん・なーっ。がーっ」

　キリコに続いてゾンビ歩きをしていた連中が、一度に潮に襲いかかる。

　相手が人間だと思うと、致ち命めい傷しようは負わせられない。殴りかかる手を片手で受け、払う。右。左。また右。回転し、身体をねじって蹴けりつける。手加減はしながらも、相手の動きを封じるために、格かく闘とうする。

　スローモーションのように、すべての人の動きがゆっくりと見える。次にくる手が、察知できる。中には刃物を持つ者もいる。斜ななめに振りかぶってきた刃をかわし、足先で跳はね上げて、飛ばす。飛んだナイフを空中でつかみ、片手で構える。

「よくわかんないけどさ。こういうの俺は嫌いだよ。大嫌いさ」

　周囲を警戒しながらちらりとラカを見ると、相変わらず微笑ほほえんだまま、そこに立っていた。

　操り手として、ただ見ているだけ。

　懐ふところに常に入れているオパールの封じ珠だまを取り出し、潮は呪文を唱となえる。

　神経が研とぎ澄すまされ、レンズを通した陽光が強い力となって火を灯ともすがごとく──潮の中の力が、ひとつに集中して、増大している。

「人の意志を無視して、自分の思いどおりに操るなんていうやり方をする大人は──大嫌いだ。それを引き剝はがして、自由になろうと思えない人間も大嫌いだよ」

　重ねあわせたのは、鳴瀬に身動きを封じられたときの悔くやしさと痛み。

　潮の怒ど鳴なり声を聞き、キリコがくしゃりと顔を歪ませる。

「でも、一番嫌いなのは──そういうのに、もみくちゃにされたまま、へこたれちゃう俺自身だ。俺は──俺の好きなもんをただ守りたい、それだけだ──！」

　ぶれない芯しんを持つこと。

　大好きで、大切な人を守りたいと願うこと。

　そのためのやり方は様々だ。鳴瀬がやった、潮をいきなり崖がけの下に突き落としたみたいなやり方も、それはそれ。鳴瀬なりの愛だと思えば、許せないとは思わない。

　でも──一方的な思いに縛しばられて、自分を曲げたり、誰かが傷つけたりされるのはもうご免めんだった。

　縁の糸というのは、人のあいだにかけられる。

　片方だけの想いではなく、両者の想いが通じあってこその人の縁。相手の気持ちも、自分の意志も、無視したくないし、されたくない。

　だから潮は、ラカに対して怒っている。ふつふつと煮にえたぎった怒いかりの沸ふつ点てんは、潮の限度を超えていた。

　オパール珠からサキが解き放たれる。

　鬼の少女がふわりと空中に浮かび、そして地面に降り立つ。潮が「黒い糸が見えるか」と問うと、サキがうなずく。

「黒い糸だけ全部切ってほしい。頼たのむ。人は殺さないで、気絶させてくれ」

　サキは再びうなずき、疾しつ風ぷうとなってマリオネットの人のあいだを駆け抜ける。

　次に潮は、別のコたちを封じた珠を取り出す。

　元は鳴瀬に使役され、弱いと見捨てられたコたち。

　蠍さそりや蛇へびや不定形のアメーバーのようなそれらを解き放つため、想いをこめて呪文を唱えた。

　──ねえ、俺を助けて。俺も、おまえたちと同じで、ひとりじゃ弱いから。だから！

　弱いとされたコが、潮のもとへと集う操られた人びとに挑いどむ。

　視界の隅すみ、三体のコは重なりあい、かばいあいながら連れん携けいをとって、闘いはじめる。潮の想いを感じ取ったかのように、協力している。

　弱者には弱者の戦い方がある。

　強くないからこそ、潮はそれを知っている。

　人の縁と同じ。潮は──助けあうということを、知っているのだ。それもまた潮のひとつの結論。鳴瀬のやり方とは違う方法。

　どちらが正しいかなんて、どうでもいいんだ。

　潮は、潮のやり方で戦う。それだけだ。

「キリコさん──」

　キリコにからんだ黒い糸を呪禁で切り、かばいながら跳ぶ。

「潮ちゃん、これって、なに？」

「ゴメン、いまは言えない……サキさん、キリコさんのこと守って。みんなも──」

　キリコの周囲をコで守らせると、キリコが「ひっ」と小さく悲鳴をあげて気絶した。ショックでというより、操りの糸を切られた反動のようだ。実際、キリコ以外の人びとも、黒い糸を切られたら膝をがくりと折り、地面に転倒している。

「黒い糸──これって、みんなあんたが？」

　街角で出会った不ふ審しん者しや。いま、ここにいる人びと。

　黒い糸をつなぎ、すべてを操っていたのは、ラカなのか？

　潮の問いに、ラカが鷹おう揚ようにうなずいた。

「もしかして最近、やたらとニュースで取りざたされている凶きよう悪あく事件も、あんたが操ってたとかじゃ？」

　ラカは、それにもうなずいた。

「よくわかりましたね」

　出来のいい生徒を褒ほめるような言い方だ。

「な……んで？」

「ランダ様を覚醒させるためです。日本という異国の地で、見知らぬ少女にとらわれたランダ女神を目覚めさせるには、たくさんの生いけ贄にえが必要ですから。ランダ女神は血をお好みだ」

「あんたは……」

「私はランダ女神の僕しもべ。ランダ様を崇すう拝はいする者です。バリにランダ様を連れ戻すために来日しました。覚醒していただき、連れ帰る。そのために私は──」

「そのためにたくさんの人を操った、って？」

　ラカが柔やわらかな微笑で肯定する。

「キリコさんを操ったのは……」

「中沢聖につながる者なら、誰でもよかった。彼女がランダ様を隠かくしているところまではわかったのですが、この場所が特定できなかったのです。あなたたちには糸をからめるどころか、命を助けられてしまいましたからね」

　だから、聖がラカを見に行けと命じたのか。危険人物。鳴瀬も妙なことを言っていた。

　──でも例によってあの二人は、俺に細かい説明はまったくナシで！

　それでいて、頭を使えと文句を言う。説明はしないが、勝手に悟さとれと命令する。

　大人なんてみんな理り不ふ尽じんだ。潮の立場から見た大人たちは、自分に都合のいいことばかり言っている。説明不足。

　大人の言い分を、いつかわかることもあるのだろうか。チラリとそうも思うが──いまはまだ潮は十六歳のガキだ。それ以外の、何者にもなり得ない。

　潮は、コにキリコをまかせ、地面を蹴って、ラカに向かって跳ぶ。手にしたナイフにも呪文を唱え、呪じゆ具ぐのひとつへと変化させる。ぶんと低い唸りをさせて、刃やいばが銀色に瞬またたく。途中で邪魔をする人の手や足の、黒い糸をナイフで切断する。

　ラカが潮のナイフを、手にしていた傘で受けた。ひらりとかわして傘を閉じ、刀のように振り回して刃を撥はねのける。ナイフが傘に張られた布を切り裂さいていく。

　斬きりつけようと進んだ潮の目の前で、傘が開かれた。裂かれた傘の布は風で捲めくれ、ぼろぼろに枯れ落ちる間ま際ぎわの花弁のごとく、揺れている。

　布に刃を突き入れて、横に裂く。パラリと落ちた傘の布の向こうに、ラカの顔。驚おどろいた顔で目を瞠みはり「きみは綺麗だ」とつぶやいた。
















「綺麗って──なんだよっ」

　ラカが微笑み、かわすことなく、潮のナイフを手で受けた。肉を切る感かん触しよくがして、刃を握りしめたラカの指の隙すき間まから、たらたらと鮮せん血けつが零こぼれ落ちる。

「な……」

　血が大地を濡らす。みぞれと同じに、地面に注そそぐ。

　ぶわりと風が吹き上がり──烈れつ風ぷうがラカと潮の髪かみをかき乱す。サキが黒い糸を切り、倒した人びとが地面に崩くずれ、横たわっている。死体のような生者たち。

　そのとき、バロンがラカの背後から忍び寄り、横薙なぎにラカの胴体を払った。ラカは潮のナイフから手を離し、マリオネットの群れと同じに、地面に膝をつく。

「……バロン」

　血の滴したたる手をかばうように片手で押さえ、ラカがバロンを凝視する。つむがれた名前に呼応するように、バロンが低く唸った。

　風の吹き出る方角から、なにかがやってくる。

「けたたましいわね。頭痛がするわ。物音もそうだけど、なんていう瘴気。ここにいれば静かに修行してられるっていうの、あれって噓うそ？」

　トキだ──いや、ランダだ。

　屋敷の玄関を開け、敷地内で闘う潮たちを睨みつけて、走ってくる。トキの周囲で光が弾はじけ、虹色の光こう彩さいが輪りん郭かくを縁ふち取どる。

「ランダ様──」

　突然、ラカがその場に身を投げ出して、トキに向かってひれ伏した。

　バロンがまたもや戦闘態勢になり、トキに向かって威嚇しはじめる。

　が──ふいに出現した聖が、バロンとトキのあいだに立ち、互いの視界を遮さえぎった。

　そして潮を見て、ニヤリと笑う。

「潮は厄やつ介かい事ごとを持ちこむのが得意なだけあって、うまいことラカをここまでおびき寄せたわけじゃな。ご苦労じゃった」

「はあ？」

「本当に──潮くんは命じられたことに関しては猪ちよ突とつ猛もう進しんすぎて、前のめりにつんのめって失敗しがちなのに、理り屈くつをつけて説明しないことに関しては、ぼくたちの望んだままの行動を絶妙なタイミングでとってくれるという、不思議な子ですよね」

　絶句していたら、次には鳴瀬が潮の背後に立っていた。

「いつのまに？」

「いつのまにかですよ。だてに長く修行してませんから、潮くんに気け取どられないで隠れてることぐらいは──バロンはとっくに気づいてたから、それで威嚇のみで、ラカに対して本気の戦闘モードにはならなかったんでしょうけどね」

「ええっ？」

「バロン的には、ここぞというときにしか働かないのがスタイルで、基本は下しも々じもの者に闘わせて、美お味いしいとこだけさらっていくタイプですから。なにせ神様ですからね」

　思わずバロンの様子をうかがう。キラク堂で腹を出して寝転がっているときとはうってかわって、荘そう厳ごんな面おも持もちで四し肢しを地面につけ、まなじりをつり上げて睥へい睨げいしてみせている。

　ラカが早口で、なにかをまくしたてはじめた。日本語ではないので、なにを語っているのか潮にはわからない。

　鳴瀬がしたり顔で同時通訳をしてくれる。

「バリ島からランダが消えたせいで、霊たちが騒そう々ぞうしくなってるんだそうですよ。冥めい界かいをおさめるのがランダ女神なのに、その女神がいなくなって、冥界から死し霊りようが溢あふれ──死んだあとの魂たましいが冥界に行けずに、現世に留とどまって悪さをしていたり──とにかく混乱しているって」

　鳴瀬の台詞を受けて、トキが返す。

「そう言ってるわね。それが真実かどうかなんて、私にはわかりゃしない。でも──そうね。その気配……いまの私にはなつかしいわ。苦しくなるぐらいなつかしい。だからラカという男は、ランダの信者なのでしょうね。私の中のランダが呼応している」

　ざーっと風が地表を撫なでていく。トキの足もとから、風が吹き上がる。自然と大地がトキという存在に反応している。

　みぞれの粒つぶが大きくなり、ひれ伏したラカの背中やうなじを冷たく打ちつけていく。

「トキさん──だめだ。ランダに憑かれたら……」

　バロンがいて、ランダがいる。場の空気は乱れている。

　人の血が流れ、地面を濡らすこの場所で──トキがまた正気を失ったら、どうなるかが怖い。

　すると、トキが潮を一いち瞥べつした。

「大丈夫よ。私を助けようとしてはぶっ倒れるあなたとは違って、私はちゃんと成長してるの」

　トキの口元にちらりと一いつ瞬しゆんだけ、笑みがのぼる。

「え……？」

　思わずトキへと手を伸ばした潮の、その手に、白い手が重なる。

「サキ……さん？」

　キリコを守り、潮に命じられてすべてのマリオネットたちの黒い糸を切断し、気絶させたサキが、いつしか潮の横にそっと寄り添そっていた。

「心配、ない」

　サキがささやく。

「……たまには私に、あなたを守らせなさいよ。お節せつ介かいしないで黙だまって見てて」

　トキがつぶやき、背筋を伸ばす。頭をもたげ、天から見えない手でつり上げられているかのように、つま先立つ。

「ランダは、私。私であり、ランダ。つまりね──ランダは、自分の意志でしか戻ることのない女神よ。連れ戻そうとして、人を操って、私をつけ狙うなんて無ぶ礼れい千せん万ばん！」

　吼ほえるようにトキが言う。トキの足もとから黒い焰ほのおが燃え上がる。

　ランダは──暗くら闇やみの象しよう徴ちようではなく、バロンとは違う別種の光。陽光でもないが、月光とも違う。自身の怒りや悲しみで燃えさかる、漆しつ黒こくの焰。

「気づいてたわ。あなたがこの地に降り立ち、人を惑まどわして、私を外に出そうとしていたこと。あなたが人を操って事件を起こし、残ざん酷こくな生け贄を私に注ぎこみ、ランダの力を増強しようとしたこと。──おかげで、あなたが来日してから、私はランダ女神の力を抑おさえるのが大変で苦労したのよ」

　トキの目が爛々と光る。虹こう彩さいが真しん紅くに染まり、赤い唇から小さな尖とがった牙が覗のぞく。

　人ならざるものの神こう々ごうしさとまがまがしさを備え、それでいていまのトキは、目を瞠るほどに美しい。

　トキが片手を振り上げ、ラカを打とうとした。

「女神を呼び戻すために贄を用意したことは、私の中のランダが褒めたとしても、私はあなたを許さない。余計なことをしでかして──私に手間をかけさせて！」

　トキの罵ば倒とうを合図にして、バロンが咆吼し──トキへと挑みかかる。舞うように跳ねたトキは、暴力的な若さで、血の染しみた大地を踏みつける。

　サキがトキをかばったのか、バロンへと向き合う。

　潮もまた、気づけば勝手に身体が動き──睨みあう三者の中央に進み、それぞれの双眸を、なにかを確認するかのようにくるりと覗きこんだ。

　ゆっくりと回る。潮を中心として、二体の神と一体の鬼が、メリーゴーラウンドの馬のように、静かに回転していく。

　潮は、花の芯。三者は花弁。

　心を奪うばう花が咲く。

　サキの手が、見えない音符を空中に重ねる。かき混ぜられた空気が風となり、互いを揺らす。呼応してトキがつま先を滑すべらせる。焰のように揺らいで、周囲を熱し、人ならざるものの動きで上体をそらし、足を高く跳ね上げる。

　そらされた頭の先に、バロンの大きく開いた顎あぎと。ガチリと牙を鳴らすバロンの口を、トキの爪が傷つけようとする。

　その隙間に潮は身を躍おどらせ、自身の血でトキの指を濡らした。バロンの牙と爪に、潮の胸と腕うでの皮ひ膚ふが裂かれる。

　あらかじめ定められた演者のように、各おの々おのの手足は潮によって寸断され、せき止められる。身体が自然と対応する。誰も傷つかぬように、潮だけがひとり、血を流す。

　サキが──トキが──微笑んでいる。

　思うがままに身体を使い、一心不乱に踊おどる。自身の舞ぶ踊ようを寿ことほぐがごとく、彼女たちの踊りはスピードを増していく。回転する神と鬼の動きにつられ、潮もまた己の限界を超える。

　──乙女おとめは神に似たり。神に似て地に咲き天に伸びたり──

　聖と鳴瀬の詠えい唱しようが遠くに聞こえる。鳴瀬の呪具の銀のブレスレットがさらさらと音を立てている。聖の声は誰よりも深く、心をえぐるように、直じかに伝わってくる。

　ひとりの乙女は神に。

　ひとりの乙女は鬼に。

　ひとりの神は獣けものに。

　ひとりの少年は人として。

　四つの魂が螺ら旋せんを描えがき、旋せん回かいする。常人では目にとらえることのできない速さで、互いの爪と牙とを相手に突きつけ──けれどそのすべてを潮が受け止めていた。

　白銀と漆黒の焰の合間に金がねじれ、誰のものともわからぬ真紅が花弁になって花開く。蕾つぼみだった薔ば薇らがいくつもの花弁を開いて天に美しき顔を現すように、異なった光と闇やみが、潮を芯として華か麗れいな花と舞踊の造形を生み出す。

　──鬼は人が進化した、なれの果て。螺旋となって、人はいつか鬼と化すのだとしても。

　呪禁や魔術や霊力が、人を操るのだとしても──それを撥ねのけるのも人の魂であり、鬼となるのを選択するのもまた、その人自身なのだ。

　潮はそれを、頭では理解できていなくても、心で自然と知っていた。だから鬼となったサキに人であることに留とどまってくれと願い、珠に封じた。神を宿したトキに、人であることを忘れて悪神へと変貌しないでくれと願い、留めようとトキを抱きとめた。

　──俺の芯というものが、もしもあるのだとしたら。

　人を信じること。

　人であるということを、信じること。

　それだけだ。それだけしか、潮にはないのだ。

　大切なものを守る。守りたいと努力する。信しん頼らいする。すべてが「人であろうと留まる」という、その一点に成り立っている。

　だから悩なやむ。苦しむ。

　神と鬼と共に闘い──踊り──血を流しているうちに行きついた、潮の真実。

　人で、ありたい。

　それだけだった。神にも鬼にもならず、もしも力を得たとしても、潮はこの地に這はいつくばって正しい気持ちで生きていくだけの人でこそ、ありたかった。

　天に向かい顔を上げて生きる、人間であり続けたい。

　右手でトキの手を──左手でサキの足を──右足でバロンの牙を受け──一瞬、時間が止まったかのような静せい寂じやくが訪れる。

　なんだろうと思えば──聖と鳴瀬の詠唱が止まったのだ。

　いつのまにか、みぞれもやんでいる。

　ひれ伏していたはずのラカは顔を上げ、呆ぼう然ぜんとして、停止した潮たちを凝視している。

「ランダ様を押さえこむなんて……本当なら覚醒するはずなのに」

　ラカのつぶやきが耳に入り、緊きん張ちよう感かんが途切れ、遮しや断だんされていた現実感が戻ってきた。

　途と端たんに、潮の全身が痛みだす。血まみれだ。しかもどれも自分の血。

「……ごめん。私」

　サキがハッとしたように手をのける。泣き出す寸前まで目を潤うるませて、狼狽うろたえている。鬼じゃないみたい。可愛らしい。

「いつもどうして邪魔すんのよっ。今回は私があなたを守るって言ったのに！」

　トキが我に返ったように怒りだす。まなじりをつり上げて、頰を紅こう潮ちようさせて、潮にかけていた手を離す。

　バロンが嚙かみついていた口を潮の足から離し、ぱかりと開いた。

　そこから聞こえてくるのは、獣の唸り声──では、なくて……。

『我らは人の祈いのりと捧ささげられた贄により、神としてこの世界に立つ。信しん仰こうが我らに力を与える。おまえたちの祈りと贄を受け入れ、我はおまえたちの望む形の神として、この地に立とう』

　潮の脳内に重々しい声が響ひびく。

「な……んだ、これ」

　慌ててまわりを見回すと、みんなも同じ声を聞いているのか、視線がバロンに集中した。

「やっと認めて、話しかけてくれる気になったんじゃのう。長くかかったのか、短かったのか。まあ異国の神なのじゃから、短い期間に認めてくれたと言うべきか。心に直に話しかけてくれるというのは、神が我らを認めた証あかし。──潮、頭ずが高いぞ。相手はなんせ神じゃ」

　聖がのんびりと告げ、その場に片膝をつく。続いて鳴瀬も片膝をついて姿勢を低くし、バロンに対して頭こうべを垂れる。

「え……ええええ？」

　膝をつくというより──驚きと疲れで脱だつ力りよくして、潮はその場に座りこんでしまった。サキが潮の横に、そっと身体を寄り添わせ、腰を下おろす。どういうわけか体育座り。

『ただし、我のすべてをこの地に注ぐことは叶かなわぬ。我が地はバリ。あの島に我の右手と右足と頭を、そしてこの島国に左手と左足と腹を置く。それはランダも同じに』

　バロンの手って前足のことだよなと、どうでもいいことを考える潮だ。展開が突然すぎて頭が現実についていけない。

『ランダがいる場所に、我もまた存在する。せねばならぬ。我らは陰いんと陽。異なるふたつの影を持ち、異なるふたつの光を照らす、冥界と天界の主あるじ。離れられず、融ゆう合ごうもできず、常に闘う宿命。ランダがこの地に残るというのなら、我もまたこの地に残ろう。だが、我はランダの一部もバリに連れ帰る。人の子よ──ランダの少女よ──それを認めよ』

　トキは怪け訝げんな顔をして、バロンを見返した。

　そこに鳴瀬が解説する。

「ランダ女神もバロンも、それぞれに分ぶん霊れいし、バリに本体を戻すが、日本にも力を残し、あなたたちの信仰に応じようという意味です」

「トキにとってもメリットのある話じゃのう。神の力が分かれることで、トキに取り憑いたランダの力もいくぶんかは弱まる。本体がトキの中に居残るとしても、制御はしやすかろう。──それならば、踊れるやもな」

　聖の台詞に、トキが目を瞬またたかせた。

「踊れるの？　ダンサーとしてステージに立てるっていう意味？」

「ああ、そうじゃ。そのためにはまだもう少し修行をして、ステージごとに場の空気を清せい浄じようにさせて、魅も鬼こやあやかしを呼びこんで人に取り憑かせないように、自身で封じの呪術を施ほどこさねばならんが──」

　説明されている途中でトキが「きゃあ」と叫さけんで聖に抱きつく。

「……おい、なんじゃ、抱きつくな、苦しいわい」

「本当に？　本当にまたステージに立てるかもしれない？」

　トキの表情は不安と期待とで半々だ。信じていいのかどうなのか、確認している。

　彼女にとっては踊るということが、それだけ大切なのだ。

　トキの中心であり、確たるものは、踊りへの野心。

　踊ることそのものをトキは愛している。神を宿すぐらいに。魔に取り憑かれてもかまわないと、生け贄として我が身を差し出してもいいぐらいに。

　それがトキにとっての揺らぐことのない芯であり、真実なのだ。

「もう少し修行したらな。大丈夫、あと半月か、長くてひと月ぐらいじゃ」

　曖あい昧まいなことしか言わず、なんでも煙けむに巻く聖が、珍しく期限を切って断言した。

　トキの表情は日が差したかのようにパッと明るくなる。

「ちゃんとわしの言うように修行したらじゃぞ？　手を抜いたら期限は延びるぞ？」

「手なんて抜かない。いままでだって抜いたつもりもないし」

「頑がん張ばったのに、コツがつかめずできなかっただけ、か。できてしまえば、なんでできなかったのかが不思議に思える。物事などどれもこれも、そんなようなものじゃ。のう、潮？」

「俺？」

　突然呼びかけられ、きょとんと目を瞬しばたたく。

「できておったぞ。いつもより手早くサキを封じから解き放ち、蝶ちようのコに頼たよることもなく、蠍やら蛇やらのコを遣つかい、サキをも遣いまわして──自分もまた暴れておった」

　言われてみれば──いままでになく、動けていた。

　どうしたらいいのかを迷うこともなく、思うがままに自在に手足を伸ばし、サキに命じ、マリオネットを解放して気絶させ──。

「途中でどうにもならなくなったときには助けようかと、鳴瀬と二人で詠唱しておったが──助ける必要もなかったわ。二人とも、よくぞここまで育ったな」

　聖がニッと微笑んだ。

「ぼくがさせた修行の賜たま物ものですよね。クグツ遣いにマリオネット遣い。よく似ている。それに──ラカとぼくも、よく似ている」

　似ているのだろうかと、ラカと鳴瀬を見比べる。

　ラカがまぶしげにトキを見上げている。無言で、ずっとトキだけを凝視しているのだ。

　バロンはいつのまにか、サキとは反対の潮の隣となりに座りこみ、前足についた汚れを大きな舌でべろりと舐なめて、毛け繕づくろいをはじめていた。そしてラカに語りかける。

『汝なんじらの願いと供く物もつに我は応じる。ランダの僕よ──ランダの分霊と共に我もまた分霊し、バリへと連れ帰る手はずを調ととのえよ』

「はっ……かしこまりました」

　平へい伏ふくするラカに、潮は怪け訝げんそうに首をひねる。

　そもそもラカとは何者だ？　ランダの僕？

　ランダを連れ帰るために、日本まで渡ってきたというのか？

　そのために人を操り、黒い糸を引いて、ランダに供物と贄を捧げたというのか？

『その疑問は、我には不可解。すべての神には信仰する人がつく。人の祈りの力が、神の力を強くする。ラカはランダの僕。ランダはジャングルの女神であり、野や蛮ばんな力を好む。それゆえに冥界の主でもある。ランダが戻らずに、冥界の門番が不在であれば、霊も人も困る。帰ってこいと神に祈り、力ずくで取り戻そうとする信仰のどこが不思議ぞ？』

　あの、腹を出して転がっていたチビが、こんな仰ぎよう々ぎようしい話し方をすることにも仰ぎよう天てんする潮だ。愛らしさがまたも減点される。でも甲田なら、バロンがどんな話し方をしても、可愛いと言い張るのかもしれない。

「だったらトキさんの中のランダは、ずっと血や殺さつ戮りくを好み、求めるっていうことですか？」

　疑問であり、不安。トキの付近で鬼になったサキ。いまだ鬼化したままそこから抜け出られない呪禁師の女もいる。鬼としたまま封じているが。

『求めているのは我らではない。ランダの中に殺戮と獰どう猛もうさを見み出いだし、勝手に贄を捧げるのは人だ。そなたらの家に居着いたとき、ランダの娘──赤毛の鬼を封じた石の気配は我も感じておった。ランダの匂いはそなたにも染みついていて、だから我はそなたに憑いた』

「俺にくっついて離れなかった、あれって、ランダの匂いがしたから？　あのときどこから降ってきたんですか、そういえば」

『空を飛んでこの地まで。腹が減ったのと、ランダの匂いがしたのとで、そなたのもとに降りた。そなたらは我を手厚くもてなし、供物を捧げた。我はそなたらの祈りに応こたえるために、バロンの力を取り戻し、いまこうしてここにいる』

　自じ慢まんげに鼻を膨らませてバロンが言う。実際の音声がどうなっているかはよくわからないが、とりあえず潮の脳内にはバロンの声が届いている。

「供物って、もしかして……」

　潮が狼狽えてつぶやくと、鳴瀬がくすくすと笑う。

「猫缶とマグロの刺身のことでしょうね」

「祈りってのは……」

「猫じゃらしで遊んだり、爪研ぎを用意したことじゃないですかね。あと、決定的なのは、潮くんの犠ぎ牲せいと甲田さんの献けん身しん」

「俺の犠牲？」

　甲田はたしかに献身的だったと思うけれど。

「怪我をしたバロンをかばって血を流したのは、潮くんの犠牲でしょ。前に、バロンの怪我を治したのは甲田さんの献身だし。いまだって、潮くん、ランダとバロンの双そう方ほうに向けて忠誠心を発揮した。それぞれをかばって流血騒さわぎですよ」

「あ……そうか」

　指し摘てきされると、全身の傷の痛みが増していく。

「ランダもバロンも、人の祈りによって、善神にも悪神にも変化する。バロンは基本は善なる神ってことになってますが、ランダは自然と冥界を司つかさどる神ですからね。台風も嵐も雷かみなりも地じ震しんも、みんな、ランダの采さい配はいです。自然には善も悪もないけれど、天てん災さいは人の生活を破は壊かいすることがある。だから人はランダを怖おそれる」

「そうなんだ」

　鳴瀬の説明に、潮はようやくランダとバロンの在り方が見えた気がした。

『人の中には我を慕したう者もいれば、ランダに支配されたいと願う者もいる。そなたの家の珊さん瑚ごの鬼は、我がランダの本体と共にバリに連れ帰り、ジャングルに解き放とう』

「珊瑚に封じた人じん鬼きを？　でも彼女は、元は呪禁師で……」

「ランダと一緒に冥界に連れてってもらってもいいんじゃないですか。人であることと、鬼であること、どちらを選択するかは結局は、その者自身です。サキちゃんが潮くんに引きずられて、人としての魂を手放さないのと同じように、鬼になった珊瑚の女は、鬼としての自分を肯こう定ていしているのですから」

　鳴瀬が冷たく言い放つのに、潮は困惑する。

「そんなこと言っても、鬼を外に放つってのは、バリの人にとってはいい迷めい惑わくのような気もするし……」

『困らない。バリでは、魔女が当たり前に暮らしている。魔女には魔女なりの生活がある。あの珊瑚の女も、人と鬼の狭はざ間まで、自分がどちらに向かうかをバリでじっくりと思いあぐね、いずれ選択することだろう。そこのランダの僕──ラカのように』

「ラカさんはランダ女神の僕なんですか……？　本当に？」

　自分の名前を呼ばれ、ラカが潮とバロンとを見る。ラカが言葉をつむぎ、鳴瀬が伝える。

「ラカはランダを信仰しているそうだよ。バロンのことも信仰しているが、どちらかというとランダに祈ることが多いって。ランダは芸術の神でもあるし、ラカはランダの中の荒ぶる魂を愛しているんだってさ」

「でも、それって──」

　どういう言葉を選べばいいのか戸と惑まどい、絶句する。

　ラカの綺麗な双眸は、ランダを──トキを見つめるときに一番輝いている。ひたむきな信しん奉ぽうのまなざしを注ぎ、陶とう酔すいに満ちた表情を浮かべる。

　恍こう惚こつとして熱っぽく潤んだ瞳ひとみが、笑みで柔らかく緩ゆるむ。

　笑顔なのに、どこかが怖い。真しん摯しさの奥に、潮とは違う熱量を感じ、見ているだけで波動を受けて不安になる。

　狂きよう気きというのは──もしかしたら、こういうものなのか？

「人であることより神となることを望む者もいれば、鬼となることを願う者もいる。獰猛な女神に愛を誓ちかう者の気持ちは、おまえには生しよう涯がいわかることなどなかろう。おまえひとりですべての人を、鬼にもならず、神にもさせず、人としての領域に押し止とどめようとしても──難しかろうよ」

　呆然としていた潮に対して、聖が静かにそう告げた。

「ばあちゃん……？」

「それでも同じ神を信じようと、引きずられようと、人に留まることを決意する者もいる。サキのように──トキのように。おまえはそういう連中を信じたいんだろうよ？　ならばそれでいまのおまえはよし、じゃ。ラカは──」

「ラカはぼくと同じですから。ただひとつのものしか信じていないし、ただひとつのものだけにすべてを捧げ、悔くいもしない。ぼくが聖さんしかいらないように、ラカはランダしか見えていない。それを潮くんにどうこう言われても、ぼくたちにはどうしようもない」

　鳴瀬が聖の台詞を引き継ついで、言う。

「──でも、鳴瀬さんはラカさんのように、人を傷つけたりはしな……」

「しないと、そう思いますか？」

　ぞくりとするような冷えた笑みを浮かべ、鳴瀬が聞き返した。

　潮は答えられず、思わず視線を巡めぐらせる。

　潮たちがなにを話しているのかを気にも留めず、ラカは崇拝のまなざしを、ただ、ランダに──トキにのみ注ぎ、うっとりと微笑んでいた。

　ラカがトキにおそるおそる語りかける。対してトキはラカに答える。

「ランダはあなたを許さないわ。供物を供えようと供えまいと、あなたはランダの気持ちを損そこねたの。でもあなたが本体を連れ帰ることを、ランダは許すわ。なぜならあなたがランダを愛し、贄を捧げたから。ランダはあなたの祈りに報むくい、その一部をバリに戻す。──ランダの一部はあなたを許し、ランダを取りこんだ私はあなたを一生許さない」

　トキはラカに向かい、吐はき捨てるように告げた。

「すべてをランダ様の仰おおせのままに。その一部ももちろんのこと、ランダ様のすべてに私は従います」

　ラカが再び頭を垂れる。

「ラカが潮くんを傷つけたから、トキさん、お冠かんむりですね」

　鳴瀬がニヤニヤとしてそう言った。

「……そんなはずないでしょ。なんで私がこんなバカのこと気にして……」

　怒りだすトキを見て、サキが「素す直なおじゃ、ない」とつぶやいた。

　途端、トキがサキを睨みつける。サキは視線をそらしてとぼけ「帰りたいな」と潮に上うわ目め遣づかいでねだる。

「潮くん、モテモテじゃないですか。でもまともな女子にはひとかけらもモテてなくて、ぼくはがっかりですよ！　もう子孫繁はん栄えいできるなら鬼の子でも神の子でも別にいいですけど。むしろどっちも呪禁師の家系としてはアリですし、そうしたら強力な跡あと取とりができて、ぼくも安あん穏のんと隠いん居きよできそうですけれどもっ」

「鳴瀬に隠居は似合わんじゃろう」

　聖がぼそりと突っこむ。

「……聖さんがそう言う限り、ぼくは生涯現役ですよ？」

　聖の瞳が切なげに揺れる。わずかに目を細め──けれど次の瞬間にはカッと見開かれ「言われずとも鳴瀬はずっと現役で、潮のことを罵ののしって生きるに違いないさ」と呵か々かと笑った。
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　キラク堂は大だい繁はん盛じようだ。

　しかも金にならない客に対して大繁盛だった。

　巨大猫ねこに変じたバロンは、また甲こう田だに手当てを受けた。潮うしおも全身の傷を甲田に治ち療りようしてもらう。トキも同様。

　気を失って運ばれたキリコや、その他見ず知らずの人たちに目を丸くしながら、甲田は黙もく々もくと薬を煎せんじ、塗ぬり、飲ませた。

　その上でみんなが目覚める前に、各自のテリトリーへと解放する。記憶は鳴なる瀬せが抜き取って、別な記憶とすり替えた。

　それぞれに酔よっぱらったり、貧ひん血けつで転倒してしまい助けられたりなどの事情で怪我をしたのだと思いこんだまま目覚めるだろう。

　キリコに関しては、キラク堂もまたテリトリーのひとつなので、店裏の住居で寝かせておく。こちらも店を出た路上で痴ち漢かんに襲おそわれ、抵てい抗こうしたら痴漢は逃走したが、哀あわれキリコは負傷し、気絶していたところを甲田が発見して連れ帰った、という記憶にすり替えられている。

　ちなみにこのシナリオは鳴瀬の趣味だ。

「だってキリコさんならそれが好きに決まってる！」

　鳴瀬の断言に、誰だれも文句は言えなかった。というよりみんな妙みように納なつ得とくした。さすが鳴瀬とキリコは心の友だ。

「甲田、おまえを巻きこみたくなかったんじゃが、潮と鳴瀬だけではあとが不安でのう。表の商売の人じん脈みやくや権力はすべておまえに残すから、実務の采さい配はいと──あとはこやつらの後始末を常識の範はん囲いでときどき頼む」

　聖ひじりが殊しゆ勝しように頭を下げるのは、はじめて見る光景だった。

　本来、甲田は呪じゆ禁ごんとは無関係。キラク堂の店番でしかないのだと、呪禁師の仲間にも会わせないし、仕事の内容も伝えたことはなかったのだ。

「そうですね。ただし巻きこまれるのは今回限りです」

　いつもはなんでも「はい、はい」と愛あい想そよく聞き入れる甲田が、厳しい顔になる。

　黙だまって聞いている聖はさておき──それを聞いた潮は焦あせる。

　甲田に見捨てられるなんて、思いもしなかったから。

　でも──呪禁師の世話なんてしたくはないよなとも思うのだ。霊れい力りよくとか呪まじないとかそんなことばかりで、生命の危険もあるし、胡う散さん臭くさいところも多いし……。

「甲田さん……？」

　そんなことを考えていたら、ひどく弱気な声が出た。

「潮くん？　なんていう顔してんの？」

　甲田が目を丸くして潮を眺ながめ、元気づけるように、潮の頰ほおを軽く平手で叩たたく。

「いや……ごめんって思って。迷めい惑わくかけて、ごめん。いつも怪我の手当てしてもらったりとか、今日のだって……」

「気絶したり怪我したりして帰宅ってのは心しん臓ぞうに悪いんで、早いとこ無傷で元気に帰ってくる男になれよとは思ってるけど、泣きそうな顔で謝罪されると困るんだけどなあ」

　甲田が嘆たん息そくまじりで、今度は潮の頭をがしがしとかき混ぜる。

「我が孫ながら潮は毎回、人の弱点を天然で突く。わしにはできんワザじゃ」

「さすが天然タラシ」

　聖のひと言と、鳴瀬の同意。

「甲田は、いざとなったら、なんにでも巻きこまれる男じゃ。だが今回のわしの台詞せりふにうなずいたら、わしの死期が近いゆえの遺ゆい言ごんみたいじゃからのう。それで、わかりましたとは言わんかった。──そういうことじゃろ？」

「聖さん、わかってるなら、そんな芝しば居いじみた言い方で俺の協力をいまさら仰あおがないでくださいよ。いままで誰とも引き合わせなかった鳴瀬さんを、俺やキラク堂のみんなに会わせはじめたのも──自分のいなくなった未来への布ふ石せきなんでしょう？」

「マジで？　ばあちゃん……どっか悪いのか？」

　甲田にしょんぼりとさせられただけではなく、聖にも不安にさせられる。横にいる聖を食い入るように凝ぎよう視しすると、聖が苦く笑った。

「どこも悪くないし、頭はおまえよりよほど明めい晰せきじゃ！　何度も言うとるが、わしの理想は畳たたみの上でポックリじゃ。ポックリのためには、おまえを助けてくれる人間が必要なんじゃよ。まだまだおまえはヒヨッコじゃから、この先も、おまえの味方をわしは見極めて選別して──その味方にも強くなってもらうさ」

「そうくると思ったから、今回限りにしてもらいたいんですけどね。俺、呪禁のワザなんてできないし、素質ないですよ？」

「なんの素質もない人間を、わしが店主として雇やとい入れたと思うか？　先の先まで見越しての人選じゃ。なによりおまえは、潮との波動が合おうとるでな。潮は、鬼をも神をも、人に戻したがるし、悪ではなく善への道に、できるだけの人間を引きずりこむという決意を持ったようじゃし」

「えええ！　俺、そんな決意持ったの？」

「口に出さずとも心で思うたろうに。じゃからおまえはラカをひれ伏させ、バロンを味方にし、ランダを押し止とどめた」

　指摘されれば、そのとおりだと思う。トキやバロン、ラカと対たい峙じしたときに潮の中に漲みなぎった決意は「人であること」だ。「善であること」だ。

「ラカのような人間は、これからも何度でも、何人でも出てくるじゃろう。霊力と魔がはびこる、鬼の時代がはじまった。おまえは呪禁師として、ラカのような輩やからを押し止め、人として生きよと皆に言うてまわればいい。それをわしらは手て伝つどうてやる」

「聖さんが手伝うというならぼくも手伝いますからね！」

　鳴瀬の意気ごんだプッシュに、潮は怯ひるむ。ありがたいけど、鳴瀬の強力プッシュはちょっと怖こわい。

「トキも手伝うてくれるじゃろうし、サキもおるしの……」

「バロン、いや、チビもいるわけですしっ。もうチビと結婚しちゃえばいいのに、潮くん」

　さらなる鳴瀬のプッシュ。

「チビと？　チビは雄おすだからなあ」

　甲田が真顔で言う。

　そういう問題じゃない。種族の違いより性別重視か!?

「チビと潮くんだと、妊にん娠しんするのは潮くんだと思うんですよっ。潮くんとチビの子どもって可か愛わいいと思うんですよね。聖さんのひ孫になるので、聖さんに似てたりしたら、ぼく、惚ほれちゃうかもしれませんね」

　鳴瀬がうきうきと斜ななめ上の希望を述べた。

「うちの潮くんを妊娠させないでくれるかな。まだ十六歳だし身しん体たい的てきに無理があるから」

　あくまでも冷静に甲田が言い、「潮くんの妊娠は二は十た歳ちまで待ちますか、仕方ないですね」と鳴瀬が明るく答えた。

　──なにこれ。みんな仲良くて、怪我も治って嬉うれしいんだけど、でもこの状況に俺は泣きたい……。

　潮は無言で唇くちびるを嚙かみしめた。
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　ワヤン・クリのステージで、ラカが極ごく彩さい色しきの鳥の人形を操あやつっている。指輪につながる糸は、人にん形ぎようにのみ通じている。

「このバロンの人形と、こっちのランダの人形に向けて念じればいいってことじゃな？」

　分ぶん霊れいをして持ち帰るため、ラカは自分の人形に神の霊力を伝えてくれと願った。

　なので潮たちは、怪我人の治療を終えてから、みんなでラカのステージへとやって来た。

「ええ。私の使う人形たちには、それぞれに人形の魂たましいが宿っていますから、形かた代しろにもなりやすいはずです」

　聖の問いかけに、ラカは相変わらず無む垢くで綺き麗れいな笑みを浮かべて告げる。

　この笑顔の裏に手段を選ばない邪じや悪あくなものがあるなんて、見た目だけではわからない。なによりラカ自身が、自分の想いが邪悪だとは欠片かけらも信じていないことが怖い。

　ラカの手のひらには、潮がつけた傷がある。それ以外にも、ラカの全身にはいくつもの傷があるのだ。そのすべてがラカの内面の闇やみを象しよう徴ちようしているようで、見ていて潮の背中が粟あわ立だつ。

　熟じゆくして朽くちていく、腐くさりかけの果実のように──ラカの皮ひ膚ふは傷つき、ただれている。

　腐ふ敗はいが進む手前の果実が甘く香るがごとく、ラカの笑みは優しく、甘い。誰しもが誘さそわれてつい手を差しのべたくなるほどに──甘い。

　ステージのあちこちに、鮮あざやかな色の花が飾かざられている。

　しつらえられたスクリーンの裏手──ワヤン・クリの舞台では「来世」とされる場に、ラカと人形たちは立っている。

　トキとバロンが舞台の両りよう袖そでに、互いを牽けん制せいしあうような佇たたずまいで、そっと立つ。

　ラカが低い声で歌をうたう。言葉はなく旋せん律りつのみ。単調で緩かん慢まんな旋律が繰くり返される。何度もリピートされるひとつのフレーズに合わせ、ラカが指を蠢うごめかす。

　と──中央にいたバロンとランダの人形が、すっと立ち上がり、歩きはじめた。

　バロン人形はバロンに。ランダ人形はトキに。

　バロン人形の足音は、床ゆかを爪つめで蹴けり上げるリズミカルな音。ランダ人形は、床を滑すべるようにすーっと移動していく。

　トキはぎょっとした顔になり、ランダ人形を凝視する。バロンは落ち着いて、伏ふせた姿勢でバロン人形を待つ。

　人形と本体が近づき──両者とも淡く光りだす。

　バロンとランダは対ついになる善神と悪神だというのに、互いの輝かがやく光はよく似ていた。バロンは目もくらむような白銀で、ときに金色を混じらせ──ランダは儚はかない銀月の明かりのようであり、まれに稲いな光びかりとなって閃せん光こうを発する。

　ビリビリと空気が震ふるえた。

　光が交こう歓かんし、つながっていく。ランダとバロンの人形が感電したかのごとく小こ刻きざみに震え──くたりと倒れる。

　同時に、バロンとトキから光が薄うすれ──ステージを覆い尽つくしたいくつもの光が消しよう滅めつし、あたりに薄うす闇やみが訪れる。

　どおっという音がして、トキとバロンが両袖で倒れた。

「トキさ──チビ──？」

　潮がトキに、聖がチビに走り寄る。鳴瀬は一いつ瞬しゆん置いて、中央に立つラカへと走り、ラカの腕をつかんだ。

「心配しないでください。すぐにランダ様もバロンも目覚めます。神に対して私ごときがなにかをできるはずがない」

　ラカの台詞に応じるように、トキもバロンも立ち上がる。だが表情はなく、無心で、ただそこに立ってあたりを見回すだけだ。

「神が、ただ神に戻もどって、神の視点であたりを確認しているだけのこと。すぐにまた元どおりになります」

「……の、ようじゃな。逆に言えば、うちで過ごしたバロンは、神としての視点ではなく信者である甲田や潮に近づきすぎていたとも言えようが……、まあ、またすぐに、信しん仰こうされている心地ここち好よさで、元どおりになるじゃろう」

　納得した聖がバロンを見み据すえて言う。それを聞いて、鳴瀬もラカから手を離した。

「じゃあ、トキさんは？」

　潮はトキの肩かたに触ふれ、顔を覗のぞきこんで問いかけた。薄く目を開けたが、なんの感情も表さないまま黙ってこちらを見返したきりのトキが不安だ。

「トキはもっと早い。ランダ本体より、トキとしての心がランダを乗りこなしているのが現状じゃしな。きっとすぐに」

　と言った途と端たん、

「なんでそんなにどアップで見てるのよっ」

　というトキの罵ば声せいが飛び、真っ赤になったトキが潮の顔を平手で打った。

「……よかった」

　痛いが、トキがトキらしいことに安あん堵どし、打たれた片頰を手で押さえて潮は涙なみだ目めになる。

「女にいきなり平手打ちされて最初のひと言がそれって、潮くん、なにに目覚めたのかな。そういう趣しゆ味みだったのかな。師し匠しようとしては聞き捨てならないですねそれ。ていうか今後のぼくのしごき甲が斐いもますます増加し、頑がん張ばっちゃおうかと意欲満々！」

「鳴瀬さん、誤解ですっ」

　打たれた以外の理由で耳鳴りがする潮だ。

「これでバリの死し霊りようたちも、少しは落ち着くことでしょう」

　騒さわいでいる鳴瀬を気にも留めずラカが言い、倒れた人形を拾い上げる。最初にランダ。次にバロン。

「少しでいいのかい？」

　そこへ、真顔になった鳴瀬が低く聞く。

「少し落ち着くだけでいいのです。死霊も生いき霊りようも様々な生命も、みな賑にぎやかでいるのが──私たちの島。魔女もダランも、だからこそあの地で暮らしていける。昔の日本もそういう国だったのではないですか？」

　ラカが人を操って、他者を傷つけさせたこと。贄にえとして人の血をランダに捧ささげて復活を祈いのったことを、潮は許せていない。だから潮はどうしても、ラカを睨にらみつけてしまう。

　誰も死ななかったとしても──なにもかもが許せなくて。

「荒ぶる女神ランダは──人が祈ることで、人により生み出された神でもあるのです。バロンも同様、人に祈られることで神は、世界に降こう臨りんする。どうしてランダ様を崇すう拝はいするか──それは私の荒ぶる魂を引き寄せるからです。ランダ様が先か、私が先か。そればっかりは、私にもわかりませんが」

　ラカは潮に睨まれたことへと応こたえるように、独白した。

　鳴瀬に手渡された、鬼化した呪禁師を封ふうじた珊さん瑚ご珠だまを透すかし見て、ラカが淡あわく微笑ほほえむ。

　血の滲にじむような、ぞっとする酷こく薄はくな笑みだ。

「魔女が、バリで真の魔女として生きるか──人に戻るか──それはこの魔女とランダ様とのあいだの絆きずな次第でしょう。ランダ様は人のすべてを魔にしようなどと思ってはいない。むしろ人の魔の部分がランダ様を愛し、ランダ様を踊らせているのです」

「じゃあどうしてラカさんは、魔に取り憑つかれるほうを選択するんですか？」

　潮の喉のどから自然と声が漏もれる。

「それが私だからです。綺麗なあなたには一生わからない。善なるバロンは人の力を借りなければランダ様を倒せない。弱い神だ。私は──たったひとりで冥めい界かいとすべての悪を背せ負おうランダ様を崇拝する者──」

「でもランダは、いまはトキさんに封じられていて……」

「その少女も、いつまで生きていけますか？　どこまで善であることを選び、ランダ様を抑おさえていけるかは、わからない。これから──ですよ。すべては、これから」

　ラカの笑顔は怖い。鞘さやから放たれた刃やいばの輝きのように、怖い。

　触ふれるものを傷つけ、血を吸う類たぐいの笑みだ。

「私は悪を信じています。人は皆、ランダ女神を己の内側に飼っている。私は自分の中のランダ女神に殉じゆんじる。いつか私は、私の愛するランダ様を解放させます。今回は失敗しましたが──次は……」

「本気ですか？」

　ラカの言葉のひとつひとつが、潮の心にひやりとした刃となって突き刺さる。

「ランダとバロンが闘たたかい続けるように、私とあなたもきっと、今後もまたどこかで出会い、闘うのかもしれませんね」

「だったら……」

　潮は誰かを傷つけたいと願うことはない。鬼や霊に対してすら、いまは殺せつ生しようを思い悩なやんでいる。けれど──ラカの存在は、すべての悪の象徴のようで許せなかった。

　鳴瀬や聖が「これでよし」と見過ごすことを決めているのだとしても──ラカをここから無事に送り出すことが、心の底から許せないと感じたのだ。

「いま、私を倒しますか？」

　ラカの小さな問いかけが、潮の心に満ちた憎ぞう悪おの表面を撫なでる。感情のコップに溜たまり、表面張力を保たもっていた水面に垂たらされた、最後の一いつ滴てき。

　潮は、跳とぶ。

　ラカに向かって跳ちよう躍やくし、無数のコの蒼あおい蝶ちようをラカへと投げつける。

　飛ひ翔しようする蝶によって全身を覆おおわれたラカに向かい、それまで動かずにいたすべての人形たちが走りだす。

　蝶に「攻撃せよ」と命じたことは、はじめてだった。

　それでも潮は己の分身でもある蝶たちに「ラカを捕とらえよ」と命じたのだ。

　潮の全身で怒いかりがスパークする。手が震える。足が震える。心が震える。

　自分でもわからない衝しよう動どうが、潮を動かしていた。

　潮の放った蝶の群れから──人影がひとつ突き出る。

　上へと飛翔する姿は──ラカだ。そして極彩色の人形たちだ。翼つばさなどないのに、すべてが天へと向かい上昇する。人形たちはラカを守るように螺ら旋せんを描えがく。

　回転する人形たちは、すべて神話の登場人物たち。天へと向かい突き上げる形で蠕ぜん動どうするメリーゴーラウンドとなって、獣けものと神と人の似姿がぐるぐると円を描く。

「あなたは善人ですね。でもあなたがひとつの悪を倒したところで、新たな悪がまた別に出現し、人の心を惑まどわせるのでしょう」

　見み下おろすラカから言葉が降ってくる。

「あなたは善人すぎる。神が分霊でき、私が人を操るのが得意で、しかも私はダラン──人形遣つかい。この地で危険な真ま似ねをしているのが、どうして私の本体だと信じこんだのですか？」

　すっきりとした立ち姿の美び貌ぼうの主。子こ鹿じかのような濡ぬれた双そう眸ぼうは無垢であり、凶きよう暴ぼうな輝きを秘めて輝く。

　立てるはずのない空中で、足もとを回転する神話の人形たちに守護されて、笑っている。

「いつかまたどこかで、私の本体か──もしくは私を象かたどった人形が、あなたと巡めぐり会うことでしょう。あるいは私以外の悪とされる者が。その日まで、どうぞお元気で。ランダ様とバロンは大事にバリまでお連れいたします」

　哄こう笑しようと共にラカが──消失した。

　竜たつ巻まきのような風がステージを薙なぎ払う。

　目を開けていられなくて腕で顔を覆い、潮は息を止めた。

　風がやみ、目を見開いて仰いだ天てん井じようにはもうラカの姿はなく──バロンとランダを含ふくめ、すべての人形がその場から消え失せていたのだった。
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　チビが遊んでいる。甲こう田だの手製猫ねこじゃらしで釣つられ、しっぽを太くさせて跳はね回ってから、鼻息を荒くして切り株へと爪つめ研とぎに戻っていく。

「あれが実はバロンってのが、いまだに理解できない」

　ぼんやりとそれを見守りながら潮うしおがつぶやくと、隣の鳴なる瀬せが鼻を鳴らした。

「その小さな頭で理解できるほど世界は単純じゃないんですよ、潮くん」

「そりゃそうなんだけどさ……」

　日常が戻ってきた。

　でもいままでの日常とは少しだけ軸じくがずれている。

　世の中には当たり前に神がいて、わかりやすい姿に擬ぎ態たいして人と交まじわり、信しん仰こうを受けて輝かがやく世界。それでいて魔まも生息し、魔もまた、人の心で生み出され、神と交信する世界。

「ワヤン・クリは、ラカの体調不良で緊きん急きゆう帰国──残りのチケットは払い戻しで、何事もなかったかのように全部消え失うせましたよね」

　潮は小さくため息をついた。

　バロンと、トキに憑ついたランダもまた元どおりの状態に落ち着き──どういうわけか日本にはいま、バリから分ぶん霊れいされた神が二体、存在する。

　そして手厚い信仰を、甲田やキラク堂のみんなから受けている。

「払い戻しはすべて、国と保険会社が代行しましたからね。まあ、世の中は金ですよ。たとえ命を失っても保険が金に換かん算さんするし、悪人ははびこるし、でも神は信仰されて猫じゃらしで遊んでるし」

「……バロン本体はかっこよかったし、強かった。あれがバリに帰っちゃって、いまここにいるチビは……」

「分霊されただけですから、あれもまたバロンですよ。そんな言い方したら怒りますよ？」

　しっ、と唇くちびるを指で押さえ、鳴瀬が目め配くばせをする。

　公おおやけには病気になったとされているラカは、無事にバリについたそうだ。ニュースで知った。

　本当にラカが日本にいたのか、それともラカの形かた代しろが日本で暗あん躍やくしただけだったのかは、潮には不明だ。

　バロンとランダの分霊された霊力も、無事にバリについたと、バロンが語ってくれた。バリに本体が行きついたおかげで、分霊した日本でもとても力が漲みなぎるようだと言って、活き活きと遊びまわっている。

　──それが、猫じゃらしでっていうのが、どうなんだろうって感じなんだけど。

「結局、本当に悪いものを倒したとか、退治したってことはまったくなくて──日本にも世界にも、たくさんの悪い奴やつがいるんだっていうことになって、悪い神様も人間の信仰が作り上げた結果で、真っ黒になって荒れてるんだって言われても……さあ。なんか腑ふに落ちないんだけど……」

　それでいくと人間が一番凶きよう悪あくで強い、すべての源みなもとという結論に至ってしまう。

「神は力がありすぎて、人のことなんてどうでもいいんですよ。自然と世界が大きすぎて、人や動物や植物すべてを内ない包ほうしているようなもんです。ひとつの種しゆが滅ほろんだとしても、自然は、そのひとつの種や命についてまで責任なんて負おえませんよね。でもすべてが滅んだら、世界もまた滅ぶんですよ」

「わかるけど……わかんないです」

「わからなくても別に。ね？　それでも世界は美しいんですよ」

　鳴瀬が綺き麗れいな顔で言いきると──本当に世界は「それでも」美しく感じてしまえるから不思議だ。

「なにまったりしてるのよ」

　トキがふすまを開けて部屋に入ってくる。後ろから聖ひじりもやって来て「甲田、チビはトキから離してくれ」と命じる。

「はいよ。チビ、向こうで猫缶開けてやるからな～」

　猫撫なで声でチビを誘ゆう導どうすると、チビが足音をさせながら甲田について部屋を出る。

「相変わらず、猫缶で神様を養やしなってるんですね」

　それを見送ってから、鳴瀬が爆ばく笑しようした。

「だって、チビが気に入ってるみたいだし……」

　潮としても、チビが神様だと知ってから「猫缶でいいのか」と煩はん悶もんしているのだ。

　しかし甲田は揺ゆるぎなく、猫缶と鮮せん度どのいい刺さし身みをチビに捧ささげている。チビが美お味いしそうに食べているので、それでいいような気もしている。

「甲田さんがそれでいいと思ってるようだし？」

「うん。チビは甲田さんになついているし……それでいいのかなあ、って」

　鳴瀬の言葉に潮がうなずくと、大きなため息をつかれてしまった。

「潮くんはぼくに術をかけられて、操あやつられて傷ついてましたが、最大の呪じゆ術じゆつは信しん頼らいですよね。甲田さんラブすぎっ」

「そんなこと言ったってさあ……」

「なんていうのか、潮くんは……愛するという心に操られていると思いますよ。甲田さんに聖さん、トキさん……潮くんは、縁の糸でつながった相手のために身を挺ていして闘たたかい、どこまでも守ろうとする」

　鳴瀬の横顔に冷笑が浮かぶ。潮の内面を透すかし見るような、凍こおりついた双そう眸ぼう。

「潮くんみたいな人は、心と心で結ばれた信頼の糸に縛しばられている。潮くんにとっての最大の呪術は信頼と愛でしょう」

「愛情とか信頼のどこがいけないのさ」

　突き放すように言われ、思わず文句をつけた。

「いけなくはないですよ。ただね、自分の意志で動いていると思っていても、それが本当かなんて誰だれにもわかりはしない。相手の信頼に応こたえたいというその気持ちは、信頼の糸による無理強じいかもしれないじゃないですか？」

　信頼や愛もまた、相手を操る呪術だと──そう言われてみれば、そうなのかもしれない。でもそれがいけないことだとは思えない。なんで鳴瀬が怒り口調なのかも、わからない。

「自分を犠ぎ牲せいにしても、誰かを守りたいという強い気持ちは、どこか無理しないと生まれないもんさね。それを他者による洗脳ゆえの呪まじないじゃないかと捉えてしまうから、鳴瀬は鳴瀬なんじゃろうよ」

　後ろで黙だまって聞いていた聖が割りこんできた。

「わかってます。そんなことわかってます。ただ……」

　鳴瀬の凍りついた双眸に、亀き裂れつが走った。零こぼれてしまった孤こ独どく。

「ラカを見て、自分に似ていると思ってしまったぼくに───心があるんでしょうかね」

　ここにいていいんでしょうかねと、そういう言葉が重なって聞こえたのは、潮の気のせいだろうか？

「知らん」

　聖が即答する。それを聞いた鳴瀬が切ない顔を見せた。

「……じゃが、そんな鳴瀬のことを、わしはずっと信じておるよ。わしにとっては、それだけでいい」

　少しだけ意地の悪い笑みになり、聖が続けた。途端、鳴瀬の顔が明るく輝く。

「聖さん、愛してます。結婚してください」

　がばっと鳴瀬が聖の手を握にぎったら、聖が軽く撥はねのけた。

「嫌じゃ」

「じゃあ、潮くんと結婚します」

　鳴瀬は次に、潮の手を握る。突然名前が挙がった潮は慌てる。

「な、なんで？」

「潮くんと結婚したら、聖さんの身内になれるからっ」

「嫌だ──────っ」

　身体からだを引いて逃にげようとしたが、鳴瀬は潮の手を離さない。

「ちょっと、やめなさいよ」

　すると、トキが鳴瀬の手をバシッと叩たたいた。

「トキさん、それ嫉しつ妬とですかっ？　ぼくとしてはトキさんとぼくと潮くんの三人で結婚でも、まったく問題ないのでっ」

「問題あるわよ。だいたい私は、こんなバカと結婚なんてしたくないしっ」

「じゃあ、邪じや魔ましなくてもいいじゃないですか」

　それでもまだ鳴瀬が手を離さないので、潮は本気で暴れる。

　じたばたしていたら、懐ふところに大切にしまっている、オパールの封じ珠が転がり落ちた。ころころと転がっていく珠を追いかけるが、鳴瀬に引っ張られているせいで間に合わない。

　ままよと呪いを唱となえ、サキを召しよう還かん。

「私は、反対」

　ふわりと降り立ったサキが、オパールの珠を拾い上げ、潮たちの前に立ってぼそりとつぶやいた。

　──なんで何事もないように会話に参加するの？　封じ珠の中で聞いてたの？

　サキが潮の動どう揺ように気づいたようで、ふっと笑う。牙きばがあるけれど、それでも愛らしい少女の姿だ。

　鬼化が途中で止まり、人としての心と形を保たもっている。むしろ人に近づいている最近のサキのことが、潮は嬉うれしく、誇ほこらしい。

　──いつかサキさんを完全に人間に戻して、トキさんと同じステージで踊おどってもらえたら。

　それはまだ、口に出すにはおこがましい夢だけれど、一歩一歩、そういう身近な人のために、力を使っていきたい。それがいま、つらい修しゆ行ぎように耐たえるための潮の原動力になっている。

　──またラカや、ラカみたいな人に会うことがあったら、そのときにはもっと強い力で撥ね返せるようになっていたい。

　鳴瀬や聖の言うように──ラカが去り際ぎわに潮に伝えたように──人の魔の部分がランダを愛し、ランダを踊らせているのだとしても。

　潮は、人を愛する。

　信じる。

　善であることと正義の道を進み、その道へと、人ならざる者を戻したいと願う。

「サキちゃん？　サキちゃんとぼくと潮くんの三人結婚でも、ぼくはまったく問題ないですよ？」

　潮の決意など知らず、鳴瀬は潮の手を握ったまま、もう片方の手をサキへと伸ばす。動じないにもほどがある。

「結婚は二人きりが、いい」

　妙みようにきっぱりとサキが言いきった。

　トキが目をつり上げて「なによ。バカのくせに誰かと結婚したいってわけ？」と、潮の足を踏ふみつける。

「俺、誰とも結婚したいなんて言ってない」

　痛みにひーっと跳とび上がって抗こう議ぎしたら、その場にいるみんなが一いつ斉せいに目を剝むいた。

「誰とも結婚したくないって、どういうこと？」

　微び妙みように語尾と言い方が違う、三人の声が並ぶ。
















「ちょっと……もう……待って。みんなが怒ってる意味がわかんないんだけどっ。なんでサキさんまでそこで怒るの？」

　泣きたい。

　でもこの泣きたさに、愛いとおしさをも感じている。

　みんながいてくれて嬉しい。温かい気持ちに満たされる。

「潮は本当にまだまだじゃなあ。人の心の機き微びがさっぱりわかっとらん」

　聖が一いつ喝かつし、嘆たん息そくと共に、鳴瀬の手を潮からはずしてくれた。

「まだまだなことは確実ですね。伝えきれてないことがたくさんある。呪禁のワザは伝えたいことの一パーセントにも至ってませんしね。次の修行はどの崖がけから突き落としたらいいのかと思うと、もうワクワクですよ」

　嬉しそうに怖おそろしいことを言う鳴瀬に、潮の顔がひきつる。

「トキと潮がこれから成長してくれれば、わしも隠いん居きよできるかのう。目指せ、畳たたみの上のポックリじゃしのう。若者たちよ、頑がん張ばってくれよ」

「言われなくても頑張るわよ」

　打てば響ひびく勢いでトキが応じ──「うん」と小声でうなずいた潮を睨にらみつけた。

　サキが慰なぐさめるように潮のシャツの袖そでを引き、トキがむっとする。鳴瀬がニヤニヤし、聖が爆笑する。

「……それだからこそ、世界は美しいんじゃよ」

　どのあたりから聖は、潮と鳴瀬の語らいを聞いていたのか。先刻の鳴瀬の言葉を引き受けたかのようなことを唇にのぼらせ、笑いを収める。

　──世界は、美しい。

　縁の糸が人の心を操り、世界ができあがっている。

　神もまた人の心の信頼に結ばれて、力を発はつ揮きするこの世界。

　だからこそ潮は、世界を美しく染そめ上げる。

　絆の糸を編あんで、正しいと思える道筋をみんなで辿たどる。

　それが潮の願い。そして希望だ。

　芯になるものだ。

「じゃあさっそく、潮くんを崖下に突き落としてきましょうか。さ、行きますよ。こんなところで無む駄だな三角関係でイチャイチャしている場合じゃない」

「イチャイチャなんてしてなかったじゃないかーっ」

　言い返す潮の叫びを無視し、鳴瀬が潮を引き立てて部屋を出る。

　慌あわててサキを見返しうなずきかけると、封じ珠へと戻す呪文を唱え──まだ見ぬ未来へと潮は思いを馳はせるのだ。

　いまだ手の届かない、とても美しい未来へと。

　それを作り上げるために、潮はこれからも生きていく──。








了
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　こんにちは。佐さ々さ木き禎てい子こです。

　無事に『キラク堂顛てん末まつ記き』の後編をお届けすることができました。

　そもそもが、かなり前に書いた作品を、編集さんに相談しつつ改かい稿こうして『蒼そう蝶ちようの少年と混こん沌とんの女神』（サブタイトル）とした前作品。まさかの続刊。これも皆様の応援の賜たま物ものです。ありがとうございます。

　ネタバレっぽいことを一言つぶやかせていただきますと「俺たちの戦いはまだこれからだぜ！」エンドです。

　でも──このお話はどう長く続けても、最終的にはそういうエンドで畳たたむしかないのだろうなと、作者の私は思っておりまして。

　前後編っていうのは、このお話の尺しやくとして、ちょうどいい感じに畳めたのではなんて自じ画が自じ賛さんの作者です。そして満足しております。

　割り切りやすいエンディングみたいなものは死ぬ瞬しゆん間かんまでなくて、それまで、あちこちで頭をぶつけながら、ドタバタしていくのだなあっていうのが、この物語のキャラにはすごく合っているんじゃないかなあ。

　努力したり、あがいたり、打ちのめされたりを繰り返していく中で、本当の善とはなんなのか、悪とはなんなのか、人とは……などなどと考えて、一歩ずつ歩いて行く主人公の中なか沢ざわ潮うしおくんを愛していただければと、願ってやみません。

　私自身がもういい年をして、いまだ「人間ってなんですか。どういうものですか」みたいなことをボーッと考えているような幼おさない部分を抱かかえているので、主人公に自じ己こ投とう影えいしつつ、じたばた暴れ書きができました。

　とはいいつつ、これだけでも読めるように仕上げてますので、前作をお読みではない方も、気になったら手に取っていただけたらと思います。そして読了し、彼らの物語にちょっと興味が湧わいたら、ぜひ前作も読んでみてくださいませ。

　前作は高校男子くんが読んでくださったりと「え!?」という、いままでの自分の読者層とは違うところから「おもしろかった」というお声をいただけたこともあり、それまでの自作とはまたちょっと違うテイストだったのかなあ……などなど。

　書いている本人は書くのに必死で、よく把は握あくしていない部分があるので、もしできましたらご感想などいただけましたら励はげみになります。

　愛の鞭むちでも、甘い言葉でも、よろしければ一声かけてくださいませ。




　ところで、イラストのカトーナオ先生にいただいた、チビのラフが可か愛わいいことといったらなくて。

　悶もん絶ぜつしましたね。ディスプレイ画面の前でパタリと突っ伏して倒れましたね。そのまま床ゆかに転ころがって「うきーっ。可愛いーっ」ってなりましたね。

　自キャラですが、チビが落ちてたら拾います。

　というか積極的に拾いたいです。

　どこに行ったらチビが落ちてますか？　拾いに行くので誰か教えて～。

　という、愛らしかったり美しかったりするキャラたちを描いてくださいましたカトーナオさま。どうもありがとうございました。美び貌ぼうのキャラたちの美貌っぷりも眼がん福ぷくでした。感謝です。

　担当編集様。毎回、鋭するどい突っこみと訂てい正せいと方向指示をありがとうございます。いつもお世話になっててすみません。なにかでご恩に報むくいたい……。

　そしてなによりの感謝は読者の皆様に。ありがとうございます。

　またどこかでお会いできますように──。




　このあとに掲けい載さいしております『夏と師し匠しようとかき氷』という短編は「ぽけっとB's-LOG」という携けい帯たいサイトで公開いただいていたものです。

　今回、キラク堂前後編無事完結祭り的に、収しゆう録ろくしてもらえることになりました。

「ぽけっとB's-LOG」さんでは、こちら以外にも、拙せつ作さく「椿つばきの花は～」のシリーズの脇役中年の短編や、その他こぼれ話なども絶ぜつ賛さん掲載中です。

　当たり前ですが、私のもの以外のお話の「そこでしか読めない短編」が満まん載さいのお得なサイトですので、ぜひとも「ぽけっとB's-LOG」をのぞいてみてください。

　というわけで──潮くんと師匠と甲こう田ださんの夏の一日のお話。

　ページをめくって、どうぞお楽しみください！
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　中なか沢ざわ潮うしおは、ときどき人生を憂うれうことがある。

　たった十六年ぽっちの人生経験で、なにを憂うことがあるのかと、人生の先輩たちに失笑されるとしても──。

「潮くん。いますぐ素す晴ばらしい師し匠しようであるぼくのために、この部屋に巨大氷を出現させなさい。できれば南極の氷がいいです。シロクマは乗せないで」

　キラク堂──潮の祖そ母ぼがオーナーである漢方薬局の二階に、潮たちは居住している。

　帰宅して自室のふすまを開いた途と端たん、師匠の鳴なる瀬せ淳じゆん也やにそう命じられ、本日も潮は「なんでこんなことになったんだ!?」と、自分の人生を憂いていた。

「ちょっとそれ、無理です。すみません」

　即答。

　言ったと同時に、反射的にふすまを閉じる。

　ラーメン屋で「トッピングに煮に卵たまごひとつ」と告げるような気やすさで、南極の氷一丁、シロクマトッピングはナシで、と言われても。

　そのまま口論に発展したら、絶対に鳴瀬に言い負かされる。

　つまり、どうにかして欠片かけらひとつだけでもいいから、南極の氷を部屋に「出現させ」なくてはならなくなる。

　こんなとき、自宅の場合は、まず逃にげる。

　ということを最近覚えた潮は、今上がった階段を急いで下おりた。

「ちょっとしか無理じゃないなら、努力しなさい。暑いんです。暑いんですよ！」

　ところが、盛せい大だいな音を立ててふすまが開き、鳴瀬が追いかけてくる。

　走り下りたが、あと二段というところで鳴瀬にシャツの後ろ首をつかまえられた。

「潮くん。これも修しゆ行ぎようのひとつです」

　鳴瀬が断言する。

　潮は、のけぞるようにして後ろに立つ鳴瀬を見上げた。

　言い放つ鳴瀬は、龍りゆうと鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうがピカピカと輝かがやく黒のチャイナドレス姿だ。

　ゆるくウェーブのかかった茶色の髪かみ。

　髪と同じ色あいの、茶色の切れ長の瞳ひとみが意地悪な瞬またたきを灯ともす。

「いえ。もう本当に、すみません。ちょっとどころか、まるっきり無理ですからっ！」




　西暦二〇一一年──煌文こうぶん二十一年。

　日本に限らず、世界は呪じゆ術じゆつに満ちて成せい熟じゆくし、発展してきていた。

　潮は、呪じゆ禁ごんという、闇やみにまつわる呪術を行う家系──中沢家のひとりだ。

　早くに父母を失ったため、血縁は祖母の聖ひじりだけ。

　だから潮は、聖に呪禁のワザを習い、守られて生きてきた。

　でも、そんな潮にも最近、聖以外に呪禁の師匠ができた。

　それがこの──鳴瀬である。

　呪禁師としての鳴瀬の力量はたいしたもので、そんな鳴瀬にワザを教えてもらえることは幸運なんだとわかっている。

　──これで鳴瀬さんが普通の性格だったら、って思うのは、望みすぎなのか？

　今年の東京の夏は、ニュースになるほどの酷こく暑しよで、誰も彼もが茹ゆで上がりそうになっている。

　そんな中で、男なのにチャイナドレスを着ているのは、ただの鳴瀬の趣しゆ味みだ。

　だが潮には、そんな格好をしているから暑いのだろうとは、言い返せない。

　鳴瀬は綺き麗れいな服が好きなのだ。服について批ひ判はんされると烈れつ火かのごとく怒る。

　最初のうちはそれでも「男物の服」を着ていたが、潮との間柄が密になるにつれ、どんどんフリーダムになっていって──たまに女装までしている。

　それが不思議とユニセックス的に似合うのは、鳴瀬がたぐいまれなる美形だからだ。

「それ、エコ的にやめといたほうがいいと思いますよ」

　ふいに落ちてきた台詞せりふに、鳴瀬の手が潮から離れる。

　この声は、キラク堂の雇やとわれ店主・甲こう田だのものだ。

「甲田さんっ」

　鳴瀬から逃のがれ、潮は甲田へと走り寄る。

　巨体の後ろにくるりと回りこんで隠かくれ、そっと鳴瀬の様子をうかがう。

　自宅でならば鳴瀬の暴ぼう挙きよから逃とう亡ぼうできる。それは、甲田が常にいてくれるから。

　いざというときに愛の手を差しのべてくれる甲田は、潮の味方。

「温暖化で、南極の氷が溶とけて、シロクマも絶ぜつ滅めつしちゃうかもって言われてますしね。南極の氷は、南極にあったほうがいいですよ」

　ロシア系といわれても納得できそうな巨体の上に、テディベアのように愛あい嬌きようのある顔がのっかっている。

　男前ではないが、見る者を魅み了りようする、独特な雰ふん囲い気きの持ち主だ。如じよ才さいなさと、性格のよさもあり、甲田のことを嫌きらう人間はいない。

　と──鳴瀬が苦笑し、天を仰あおいだ。

「甲田さんは潮くんに甘いから」

「はいはい。すみませんねえ。それが俺の仕様なんです」

　しれっと応じる甲田に、鳴瀬の目め尻じりがつり上がる。

「システムエラーの問い合わせを顧こ客きやくにされたときのカスタマーサービスなみに腹立たしいですね。すべてのクレームに『それは仕様です』と答えるなんて、人としてどうかと思いますが!?」

「俺が甘いのは、潮くんにだけじゃないんですよ」

　答えた甲田は、両手に持ったお盆ぼんを鳴瀬に差し示す。

「鳴瀬さんにも甘いんです。かき氷、作りました。うちはクーラーがないんで、鳴瀬さんみたいな美貌の主にはつらいでしょうからね。扇せん風ぷう機き回しますから、店の裏の部屋で休んでください。鳴瀬さんに汗は似合わない……けれど、そもそも鳴瀬さん、汗かかないですよね」

　お盆の上には、イチゴシロップのかき氷と、抹まつ茶ちや小豆あずきのかき氷。てんこ盛もりになった削けずり氷が、見た目にも涼すずしげだ。

「やっぱり美形は汗かん腺せんのつくりから違うんですかね。南極の氷じゃなくうちの冷蔵庫の氷で申し訳ないですが、でもこの氷、聖さんが製氷機に水を手ずから入れ替えたやつで……」

「わかりました。それをいただきましょう」

　鳴瀬が胸を張って、きっぱりと言いきった。

　鳴瀬は、見た目を褒ほめられるのが大好きだ。話の前後の辻つじ褄つまがあってなくても、美貌だと言われたり、衣い装しようを褒められたりすると、機き嫌げんが良くなる。

　甲田が「じゃあ、裏の部屋に」と、きびすを返した。

　後ろに隠れていた潮の頭をこつんと軽くこづき、お盆を手渡す。

　甲田は呪禁師ではなく、一般人だ。

　漢方薬局の仕事と家の家事をやってもらい、危ないことに巻きこまれないよう、呪禁師たちとは関わるなと祖母の聖に言われていた。

　だが例外として、鳴瀬だけは「甲田も関わってもいい」ということになったのが最近。

　それ以来、鳴瀬は頻ひん繁ぱんに家にやって来て、今日のように無理難題を潮に申しつける。

　──修行じゃないよな、これ。

　鳴瀬はいまのところ、呪術のワザを教えるより、お洒落しやれ指し南なんや女の子の口く説どき方を教えるほうに熱心だ。

　──それでいて、たまに本気出すとすごい裏技を教えてくれたりで、わけわかんないんだよな。

　思わず吐と息いきが零こぼれた。

　鳴瀬の気まぐれぶりと変人ぶりには、まだまだ慣れない潮である。

　先頭に潮、その次に甲田、さらに後ろに鳴瀬という順番で、店舗裏の部屋に向かう。

「潮くんも甲田さんには甘えまくるから！　潮くんなんてとっとと成長して、百九十センチの甲田さんを越えるぐらい大きくなって、甲田さんの陰に隠れられなくなるといいんです！」

　鳴瀬が、ぶつぶつと文句を言っている。

「ガタイが大きくなっても、潮くんは潮くんのままですよ。現に、潮くんの祖母の聖さんはとても小柄だけど、俺の後ろに隠れたりしないです。むしろ俺のことを、下から蹴けり上げてから、ジャンプして叩たたきのめすでしょうって勢いの人ですよね。気性はね、身体からだが成長したって、変わりませんよ」

　背後で朗ほがらかな笑い声をあげ、甲田が言う。

「む。言われてみればそうですね。ぼくも甲田さんより小柄ですが、なにが起きても、甲田さんの後ろに隠れたりなどしない。身体の大きさの問題じゃないですね。心の小ささが問題なんですね」

　同意し、納得している鳴瀬の言葉が、潮の心をぐさぐさと刺さした。

　──ひどいよ。甲田さんまで……。

　心の小さい人認定をくだされた潮は、かき氷の載のったお盆を抱かかえたままうつむいた。

　部屋に辿たどりつくと、窓が開いていて、室外から蟬せみの声が聞こえてくる。

　扇風機が首を振って、ぬるい空気をゆっくりとかき回している。

　敷しかれた蓙ござの、青臭い独特の匂い。

　潮はちゃぶ台にお盆を置いた。鳴瀬が座ってすぐにイチゴシロップのかき氷を引き寄せ、食べはじめる。

「うん。美お味いしい。潮くん、きみも座っていただくといい。きみみたいな心の小さき者に食べさせるにはもったいない味わい！」

　潮の家なのに、自分の家であるかのようにえらそうな口調で鳴瀬が言う。

　しかし、それこそが鳴瀬の仕様なので──そこは怒る気にもなれない。常に鳴瀬はこんな感じだ。

「心が小さいわけじゃない。うちの潮くんは、情に厚くて、けなげなんですよ。俺が相手だろうと、誰が相手だろうと、一度なついちゃったもんは、ずっとなついたままです」

　残った抹茶のかき氷を座った潮の前に置き、甲田がさらりと言う。

　スプーンを口にくわえたまま、鳴瀬が甲田を睨にらみつけ、さらに潮をも凝ぎよう視しする。少しだけ首を傾かしげ、眉根を寄せた。

「羨うらやましいなら、鞭むちばかりじゃなく、たまには飴あめもあげてください。うちの潮くんは食べ物に弱いんで」

　甲田が淡たん々たんと告げると、

「餌え付づけですね」

　と合が点てんがいったように、鳴瀬がうなずいた。

「餌付けって……！」

　慌あわてて抗こう議ぎする潮のことをチラリと見てから、鳴瀬は、口角を上げてニッと笑う。

「しかし僕は、甲田さんのことなんてちっとも羨ましくないですけどね！」

「そうですよね。言われてみれば、俺はこんなですから、綺麗な刺し繡しゆう模も様ようの黒いシルクのチャイナドレスなんて着こなせないですし、なんの特技もないんで潮くんの師匠にもなれないですし、鳴瀬さんに羨ましがられる要素はひとつとしてないんですよね」

「いやいやいや。着たいならそうおっしゃってくれればいいのに。サイズが合えばチャイナドレスもいけるんじゃないかな。甲田さん、ふくらはぎのあたりの筋肉が綺麗だから、スリットから零れる脚きやく線せん美びが……。なんなら僕が甲田さん用にあつらえてきてさしあげましょう」

「布地がもったいないので、俺になんてあつらえないで、潮くんにつくってやってください。きっと潮くんも喜ぶ。潮くんは青が似合うんです」

「そうか。なるほど。綺麗なブルーで、蝶ちよう々ちようの柄なんていいですね。ミニスカチャイナで」

　鳴瀬の瞳がキラリと瞬いた。

「……甲田さん、ひどい」

　潮は、頰ほお張ばった抹茶味のかき氷を飲みこみ、涙なみだ目めになる。この涙は、こめかみがキーンと痛くなったせいだけじゃない。

　なんでまたそんな、よけいなことを言うのだ。

　けれどそうやってかわさないと、きっと鳴瀬は甲田のためにチャイナドレスをつくって、それを着てみせろと暴れる。わかっている。

　人ひと身み御ご供くうとして差しだされた潮は、いつか絶対に蝶々柄のミニスカチャイナを着せられる。

　鳴瀬は上機嫌でかき氷をかきこむと、空からになった器うつわを甲田に見せて、言った。

「おかわり！」

「駄だ目めです」

　きっぱりと甲田が断った。

「お腹を壊すから、一度にひとつだけです。たとえ鳴瀬さんが美人であっても、チャイナドレス姿が美しくても、潮くんの師匠であっても、そこは譲ゆずれません。でも明日また暑かったら、次はお手製のアイスを鳴瀬さんのためにつくって待ってますよ」

　甲田はいかつい顔に、極上の優しい笑みを浮かべた。

　鳴瀬が鼻を鳴らして、感心したようにつぶやいた。

「ぼくのためになんて軽く言っちゃうところ、たいがい、きみも性格悪いよね」

「これが俺の仕様です」

　甲田が澄すまして答える。

「食べ終えたら、ちゃっちゃと修行してきてください。夕飯は天ぷらと素そう麵めんの予定です。七時に帰ってきてくれると、ちょうど天ぷらが揚あげたてですよ」

　夕ご飯の前に宿題すませちゃいなさいと言う母のような言い方で、甲田が言う。

「よし。じゃあ潮くん、ちゃっちゃとやりますか。今日は巫み女こ踊おどりの呪じゆ詛そ返がえしを」

　鳴瀬が立ち上がり、きりっとして宣せん言げんした。

「ふへ？」

　なんだかいま、はじめてまともに修行っぽいことを言われた？

「いつまで食べてるんですか。夕飯に間に合わせるために、高速で踊りますよ。さ、行きましょう」

「待って。食べるまで、食べ終えるまで待ってって！」

　大急ぎでかき氷を食べ、潮は、痛むこめかみに顔をしかめつつ、立ち上がった。








（二〇一〇年九月　ぽけっとB's-LOG　初出）
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ときメモＧＳ３にハマッて桜井兄と年越しをしてしまいました。

その年越しに悔いはない！　でも設楽先輩のこともかなり気になる。

設楽先輩に「ばーか」って言われて本気でパタリと倒れたよ。

平べったくなってＤＳの中に入りたい（真顔）
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10月21日生まれのＯ型。

日々チョコと肉を食しながら絵を描いております。

よく脳内では旅に出かけるのですが（現実逃避）

今年は温泉とか行きたいと思います。

キラク堂の皆と行けたら楽しそうでよね、

甲田さんが居れば安心だ。

http://kato-nao.jugem.jp/
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